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競 技 場 建 築

第十七輯 第穴暁

閉会日冗. l t 穴月一日 白衣建築協舎
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住宅研究に闘し座談合に協含員の随意参加を希望の件

本協曾住宅委員舎に於て委員長武田博士の下に左記の通り座

談合の形式で住宅に付し、て研究致して居りますので協曾員各

位の随意御参加を歓迎いたしますから奮って笹jJ 出席の上遁切

なる御研究談を御洩 L 下さるこごを希望し、 fこします

月 日
毎 月 ( 本下度は 1. 2.  8. 12 月を除¥)  

第一水曜日( 但ジ 9 月 は 5 日1/ 防虫に関してつ

時 間 午後正六時開曾

曾 場 建 築 倶 楽 部

研 究 科 目 及 各 月 設 定 表

3 月 防 盗 7 月 防 熱( 冷房) … ・簡易なるもの

4 月 防 鼠 9 月 防 虫

5 月 防; 累 防 腐 10月 防 寒

6 月 防 臭 防 音 11 月 防 火

昭 和 9 年! ) J:J 

基更 日 本 建 築 協 曾
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牧 聖子 正 じ

競技場の柿築に闘する問題のうち最ーも興味があると同時に最も猟(，しいのは綜冷競技場 に

ｼ制する誹題であらう。綜令競技場の計喪に営るものは先づ各 ｻｉｉｾ の競技場 について確乎 ｦ こる

知識を持ってゐなげればならぬ。各競技場の寸法方枕及び観衆! 市を伴ふ場合はその牧存 人

員 に劃する見 透し とＮ共に必要な寸法を知悉し是 等の競技場 ｾＹｦＡへられた 敷 地の中に依込

まねばならぬ。所が敷地は多〈は濁特の形 ｪ 伏をｾし、地庁長も列 、千 義高 別であり、周閣の交

通の紙J兄、敷地内の群集の動*J J¥t) 考へねばならぬ コ而もそ の配置は美観を損せぬといふの

みならす更に進んで近代的風景美をも作り出す科のものでなげればならぬ 3 少年雑誌の懸

賞 などによ〈ある「飲め給」の様 に易しくはない。はめ純ならその外郭線に感じて内容は

自由に選ぺるのであるが、この場合には内容は規定されて居 る。? こ Y 多 少 の 仲 縮 し テ ニ

スコートなどの教の上積減 t 、frlt 目の取檎選1f が許される場合とがある fごけである。

相著「競技場建築J ( 昭和 7 年 7 月夜行) では、 綜合競技場の問題には綱れなかった。材

料が不足＿ごつにのし研究が米熟 ＱｾＧ つに震である。 その後 研究は 向未熟のま〉 であるが 二

『の新しい材料も手に入ったので 、相苓の不備を1mふ意味で、日本建築協合から :;: Rめられ

るま〉に本稿を叩: し 1=次第である。 {I 付々の競技場の計繋については ， I建築工観ポケット

プツク」所杭 ， IJ、林政一氏 「運動建築」及び併越乍ら tlll 著 「競佼場建築J ( 丸善努行) 及共

の中に製げ に参湾書を参1 ! Hして故事?こい。

2  

綜合競技場設立の目的は

1  )  闇際的競技

2)  市民の運動( 公園)

大関この二つである。間際競技として最大なものはオ リンピック競技大舎であって， 18何

[註 l J

年アテネ市 に第 1 阿が開催さ れてから ] 932 年ロスアンゼルス大舎に至る迄 10 同で ある。

〔詮1 ) 第 1 lli J  1896 ア テ ネ( ギ リシア 〉 第 2 {jjj 19∞ バ リー ( アラ y ス〉

賀 ｾＳ 凹 1904 セ Y トルイス( アメリカ〕 自i'i 4 但J 1908 ロ y γ ン( イギリス〉

調 ｾＵ 凶 1912 ス ト ッ ク ホ ノL ム〈ス エ ー デ Y )
負fi 61(I J 1916 ベ ル リ y ( ドイツ 〕欧 洲1 大 戦

の ｾｲ ｬ ｊ 止

第 7 回 1920 ア y トワープ( ペノL ギ - ) 第 8 凶 1924 パリー( フラ y ス)

第 9 1uJ 1928  アム ステ ルダム( オラ Y グ〉 第 10l uJ 1932 ロスア Y ぜノι ス( アメリカ〕

第 II 回 1937 ペ ノ ι ｾ y ( ドイツ〉 第 121l'! J 1940  東 京? ローマ( イ F リー) ?

第 13恒J 1944 アテネ〈狩定〕

I  L) (  
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予三スコート

ml l品| 市Ii 戸 市 蓮 池 注 州場略| 品I .'I '. iiIi なき 1夜、 空lt 者見撃の記憶

にのる健在 l司、Wi¥、政地に巧み にItJ (̂込 ん である 。

主催地では大舎の馬に大

規肢な競技場を作ってゐる

蹴球場ぞ内野に持つ陸 kjbi

技場( 之に自持率コースを

附しにものもある) を中心

としＮ水泳場等ｾ作りＮ大

合後には一般市民の 11J に供

してゐる。オリンピックの

横目にはこの他馬術・射殺・

3依闘・力技・庭球・漕艇・ヨッ

トなどがあり、冬季競技 と

してスキ ー及スケ ーチ ング

は多〈他の誼首な場所で行はれる。わが問では第九阿以来季Eカ11 して肘る。

闘際競技には毎年行はれるデヴイス{ イ; 庭球試合、極東オ リンピッ ク大舎の他、随時交互

に招聴して封抗競技を行ってゐる。

市民の運動及保健の f誌に競技場を主障にしに公闘が計一蓑され? このはドイツがlft 矢であら

う。大戦直後フランクフル ト市・ケルン ih・・ハンブルク市等に大規模な運動公闘が作ら れ?二

本邦では明治示 ｦｦｬｧ ｾ 外 苑競技場をはじめとしＮ大阪 ・ 京都 ・ 踊 ＱＱ Ｑ 戸 ・ 金津 ・ 京城等の各都市に

市立の謹動公園が作られに。一例として神戸蓮池の市立運動公園をあげると. 敷地はもと よ!li

池と稿する沼地を埋立て? こもので市の丙 l二位し、市電及郊外電車・パスの使がある 乙さう駅

〈ない敷地の中に、一周 400 m のトラック( 蹴球場附) l l 牙球場・水泳プール( l 7 mx 5 0 m)

及び数個のテニスコートから成る。 ( 第 1固) 京都市運動場は西京極の1 f t ' ! 地にあって、商積

14 ha.
第

1 期工事として野球場、テ ニスコートが建設され7こが引続きトラック及び水泳プ

ールが設けられる珠定である。 ＨｾｾＲ 岡Ｉ各地のものも大開之に類する規棋を有してゐる 。

綜合‘ 運動場主してーケ所にまとまっては居ないが. 11倍々一廓をなしてゐる ものに 11反
'1
沖電

鎖経世の甲子闘がある。野球場、 トラック ( 500 m) プール及びテ ニスコートがある。

本邦の運動公園としては先づ

1 )  野球場

2 )  陸上競技場

3 )  蹴 球 場 (
2) に含むも可)

4 )  水泳場

5 )  庭球場

6 )  児童遊間

この六つを主要な要素として取扱ってゐる様である。東京市立芝公園運動場の様に わ

l X  

2  



。5) の組合せのものもあり 、 この うちの し、 I -

〈 っ か を 組 合 は せ に も の が あ る が . 多〈は

この 六 つ を 不 可 映 の 要 素 と してゐる様である

室 内 閣 育 館 も 亦 必要 なも ので あ る が 、 之 は

相 賞経 費 を 要 す る 矯普 及 され て 居 ら ぬ 様 で あ

る。

トー述の市民運動公閣はその性質 jて翻賀川J 乞

小説岐にしてなるべ く利用面積を多〈 しよう

としてゐる。観 衆目 前は Ｑ 卒方米首り ＲｾＳ 人

を牧容するものとして差 支へない様である。

[ 註 2 ) 1，500人に劃しては 2.5 人 / 1 m " として

6，000m
2

を要し、優にテ ニスコー ト111司を作

り得られる fごりの面積( 570 mつ が得ら れ るO

L も敷地のmi 伏その 他 で 必 す し も 凶 積1:.' けか

ら考へるわりには行かないりれども 。市 民 運

動 公園ではなる べ 〈多 〈のni 民 を運 動 競 技 に

親しませ、見ることは第二義とし? こい。そ の

貼 か ら 槻 衆 席 は な る ぺ 〈 縮 少 し、利用面積を

榊し? こいのである J

イ1( : し乍ら市民 運 動 公l羽 も 時 と し て 公 開競 技

t年.p;_ 性 . . 机 託 金

索着 ｆ 市 ｩｬＮ動場計 支ｾ
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か
泣 か ね ば な ら ぬ。 野 球に劃しては人口 5り~

Ｑ ＰＰ 寓程度の都市ではＱＮ Ｕ ｾＲ 高を Ｎ 30 高 程

度の都市では Ｑｾ ＱＮ Ｕ 高を棋ー準 と すれば大過な

[註 2J 1 入賞り 40X 75 c m .!: し、 1 2 mx 7.50 m ＨＱＰ 段 〉 に つき 巾 Ｒ Ｎ Ｘｭ の 出 入 ｉ ｾ ｉ (  段分つぶ

れる) 1  frMの割合とすれば 、シート の数は 195 となる 。 195/ ( 12  X  7. 5) 十2. 15 11:1入 11の鍛が

少 〈なれば之に態じて 2. 8 人f立迄になる。

フ Ｕ 人 ＯＱ Ｑ がは劇場 の ｾ ｾ 席主主 Ｚ 算定の ｊ 際司主主同様である 。

|註 3 ) 必ずしも都 市人 1.1に比例し て野球 7 ア Y が多いわけではないが 、甲子闘の r.IJ ｾｾ 準校野球 大 合

の 様 Ｑ ＼ こｾ凶 から集 って くると し ても 、 大都 市 ほ ど Ｇｲ ￏＧￎ合 の ｩ 反容 Ｑｊ もあるわけ だから 、 大都 市ほ

ど大 きなl反容力が欲しい主 いふととになる 。東京市約 5∞ 1誌に釣し 、前11宮球揚の収作力 6
斑

入、大阪市・前1
1両市合せて約 350 i慌に到 し、甲子闘球場の牧草子力は同様 6 商人 、牧谷者 5 7.勾

以上 となる とス Ijl y ドの建設費も英迦にならないが、2 ｾ筑位な ら ば まづ手頃で あ らう 。

2.5  m. 人と すれば、約 1 ;奥平方米を要 L 、 l 平方米の建設費は銚筋コ : /! I 11 ー トのス タ y ド

としてJ M問20 民! と見対をつけると 、20 前回|を要す る勘定とな る。人1:1 ωO?涜の都市とす れ

は、 l 家族滋 り、 ￥1 . ∞ の負擦 となる計算である 。

3
1X 



第 31晶l 明 t台市l' 宮外苑競技場

図除:ゐi

技を? 主と

するも の

は、前者

と呉り吟:

ろ飢"!Jf.とに

劃 す る 施

設を主11民

として計

壷しなげ

ればなら

ぬ。勿論

競技がえて

であって

観覧は従

1  71< bk プーノι ( 岱 l時工: )，. <1') 2 陸上 競技場 Ｓ 角 Ｑ ｊｾ 易Ｈ 臨 時 バ スケットポ ー ノ ι 〕 であるり

4 野球場( 鍛張前) 5 日本青年館 6 総省官ir ( 朝日新聞縁影〕

れども、

量的iこ見て親裁に到する施設は重黙を加へて〈 る。観衆席 ・観衆の動総・場外の交通網と

の聯絡 ・自動車置場 3

紳宵外苑の例で言ふと、市電・パス及び省線の路紘に悶まれて居て 、こ の黙では有利な

位置を占めてゐる。 向 この上に新橋騨まで延び? こ地下鎖カ人 淵池 を通って外苑の下を抜り

新宿騨に聯絡すれば更に都合よくなる 只、自動車置場及 ｾ ｊ タ ク駐車場の黙については全

然考慮されて居ない。紛議館を中心 とした風景の里占から 、その前面の腐携も駐車場 として

用ひるわげには行かない。( 第3 闘) ヤンキ ー・ スタ デイ ウムのフ ート ボール試合の際の昼

中潟民で見るi : ( 第4 圃) 、駐車場として附近の空地を利用してゐるが 、 まだ不足ではある

まL、かと察せられる。アムステルダムではオリンピックに際し住宅地計撃の空地を向動一市

置場に充て? こが、競技場前の殿場fごげで用が足りた様である。 ( 第5 岡)

3  

首陶ーの問題と して 目下本多1¥競技界の念糊となってゐるのは、オ リンピ ックゲ ームス の本

邦十日来である。 1936年にはベル リンで開催される議定であり、その次のU : J 40年犬舎は候布II

地として東京及ロ ーマが場げられ 、何れも} 密命な蓮動を績けてゐ る。イタリーでは ムツ y

リニ{ 首相の後民によって大競技場建設の計聾が樹てられ、足馴らしの意味でフ ロレンス

に競技場を作っ て ゐる 、東京では加納治五郎氏を敏洲 にi民遣して運動し?こりしてゐるが、競

技場については米七具鴨的な計聾は進められて屈な い。新聞祇上に計葺築が出 ?こが、之 lこ

は 4
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アムステ Jν ダ ム オ μ ピック続技場 。

1  ス F 安ィクム 12 司障問 及 ν ス Y ン ダ

2 線 甥 場 ( IEt .. > < タヂィクム) 1 3 マ ラ y ン 門

S タ 3 ケ ッ ト 場 14 ｾランン栴

4  " ' = : : A ヨ ー ト { 官 時 末 段 ) 15ν スト ヨン

S 水 泳 場 16 入 口

6  ，，ｾ＠ . > < コ ー ト { 宮 崎 未 設 ) 17 III 口

7  3 ツ { ν - . > < 波 止 場 l 再 事 務 所

8 展 覧 曾 場 ( 官 時 末 段 ) 19 ＿アン ＮＧｦｾ イ戸氏の Ｒ￨ 念研

9 名 '4l の』貴場 20  ，ν z  

10 郵 便 局 21 前 面 庚 場 { アアン ーチニ叶 w 康 弘 }

11 錫 道 場 ｾＲ 臼動車駐車場

5  IX  



は野球場

を含んで

肘ら ぬ。

オ リンピ

ツクには

出i.J;kはな

いが、極

東大舎で

は主f0，主が

あ るし、

将来市民

運動公園

にする潟

にも型if ;k

第 4 ｬ ｩＧｾＱ Ｑ＠ l '  /' キー・ ス タ ダ イ ウ ム

蹴 泳 競 技 の 際の 自動:r ll i i 1揚の混 乱i伏態、ス ol / ' ドの下にガレーヂを設けるも 一 家なり

( Arch.  Iもcc() )'d)

場が必要である。

.1 !1.JU年は皇紀2oUU年 lこ蛍 h 之を記念する大| 尊覧舎を開催し 、更にオ リンピ ック大舎を?

主催して大 いに気勢を穆げ ようといふ計重である。

オ リンピッ ク大合場 としては、 東京よりも阪神間の方が適嘗ではないかと思ってゐる。

東京附近には適営な敷地がない。紳宮外苑の競技場は小さし叉之以ヒの蹟張は許きれな

い。予象;也敷地月 島製立地第 5，6， 7 披のうち執れにしても交通の使惑い風嘗りが強すぎ

る。又、東京 と横泌 を合せてもホテルの j肢がさう充分 には ない。 |坂神間 にはボ ート レース

のコ ース を扶〈 他、 敷地 としては極めて適賞な地形を有し. 京都 ・大阪 ・i神戸・ 奈良の 州

大都市が近接して居り、交通の使もよ〈、ホテルの撤もこの四大都市の分を合せれば . 充

分とは行か ない迄 も、 東京 ・横演を合し1: よりも多し、。折fg運動してゐる東京には気の誌

の様な策がする けれども、卒直に自分-11司の怠見を述べれば闘西へ持って行つに方が都合

力、、、様に思はれる コ来京では大il } j . 覧舎を催し型合はせをつりればい〉 と忠、ふ。博覧合 lこ

は第九械製 京 地でもよしそ の 建物の一部はｊＺ ｾＺ Ｎ ｬ￭ＮＦ の台 ｊ ， Ｎ ｉ ｾ に利汁 ｪ H"，? / 至る様計書すればし、、と

忠ふ。

4  

綜合競技場の要素となる各種競技場について. その形j伏と大 きさ の大館公述べ よう。

A )  野球場 ( 第6 闘)

野球場は 27. 27 m 角のダイヤ モンド ( 内野) を中心とし 、その一つの頂刻を ホーム ベー

ス( 本坐) とする。本些からバックネット ( 後壁) まで最小限 21. 82 m、本位からセカン

ドベース ( 二盤) を結ぶ延長棋の外野後壁までの距敵 71. o8 m ( 205吠) を最少映として ゐ

7  I X  



〆/

/  

0 ・ 0。包。 30 ｾ。ｲｔｴ

宝十主ｾ ｩ ｾ 島 田明 〉スタ 〉 与

10
/ 明r '，4-

るo ｬ Ａｩ 申 Ｇ ， ｾｦ

外JU・IjJ

子 園 共

118. 18  111 

Aめ〉 り、後

者は 4本和記心『d件i埼4

後 j万J に

2  i. .I !i 111 

をとって

J t る。従

って長さ

はi貴少削4

ロ刊行 11 111 

七.'fl. ｾｴ＠ 1.1. 

120111 位 .

甲子闘で

11 145.63 

m となっ

て) 計る 。

[註 4J 之

以卜. 大 き

〈する必

要は ない

告官 6  |叫

形はPI告k

投手盤を 中心とし七回 ｬ を外 出ｬＧと し、 Ｊｾ 後監の側にすぽまつに卵形となるが 、 ｲｬ Ｍ ｊ は従って

長保に隙じ 、80 ｭｾｬ Ａｪ ｏ＠ m となる。 li l
子闘は外出f に蹴球場 を? とうらとしに矯ネット謀をめ

ごとすれば頭 D 鉢カ ;fj4 k li 持いに形であり 、1[1'1

'

宮球場は舶が こりてゐる o 111$宮では内野スタ

ンドの 1直線部分が多すぎるので 、見難い場所 が生じてゐる。東京臨海野山場( 第フ凶) はz白z

〔註 4) ホ ー ム ベ ー ス か ら ア ア 1/ 11 ライシ迄 の前( W，tは米 閣 の 例 で は次 の油

短い民主で 1I1:.l.x. 3651火 ボ ス ト ン・ナ シ ョ ナ ル ス

Jll ;n.  258!!J< N.Y. ア メ リ カ y

平均 3151火 15球場

長 い 庭 で ll1a x.  402P.R ポ スト Y ・ナ シ ョナノレス

m;ll .  280!9< 1' ¥. ' 1' . アメリカ y

"ji. j匂 3531沢 15球場

I X  8  



京 ヌミ臨海 町 ｦ 主場開 ｾ ｸｬ 記

E見きれな

かっ たが

形献の出ll

では先づ

):111. 怨に近

い ものに

と思ふ 0

Ｇｉｩ ＯｾＯＭＢＺＧ ， Ｇ＠ J ;k携

に倣つに

￵ ［ｕｦｩｬ￯ Ａｩ ・ ｾ Ｇ ｉｾ

f ; } ( 場や愉

f売子11ゴl φ球

場 が 同 僚

の快黙を

持ってゐ

w4>.t f . . nr時I 1 tl

.  .  
‘品 ・... .>.

自P7 1品| 東京臨海野球場烏 Ufi .t l，; i[

る。

ートー述 の

岡積の周

PE Ｑ ｦｊな敷地に ｲ ｾ ， Ｑ 扇 形の 球場を利々［Ｑ［ Ｇ Ｑ に取り 、 周 Ｑ ，，Ｇの住金地に低球 コート Ｒ f件|及び 25 m の水泳

池を 取る 。 スF ン l、" F部 l 階 は ガ レ ーヂ、 2 附 以 上 は ア パ ー トメ Y ト及ホテノL に }日 ひ る計 発

で あ った 。

問 に槻衆席を? とる のであるが . ネット裏を最」二胤ーとし. 外野に行くに従って償値が下る。

普 通小 規模の槻覧席はネッ ト哀のみ で あ るが 、之で は不充分 を免 れぬ c 1"1野のぐるり にス

タンドｾとり、外野側は 芝生叉は 芝生 の 二 上手にする。 更 に 大規模に すれ ば問問 にスタンド

をつ り る。 臨 海 町l 球 場の例では周聞のスタンドはすべて同じ奥行であ るが . 合理的に する

には投手都若 〈は二位め にりを中心としに l量l形のス タンドとするのもよい。 但しこの形l t J ¥

は構i主 lては難しくなる。

B )  陸 上競 技 場

Î J閏に 蹴 球 場 を とる 震 には一 周 400 m を最少阪とする 。 出来得る ならば園内選手機大

合以上 に用 ひ るもの は I 周 巧00 111 とし? こし 、。克も現在では 400 111 が憎準となってゐる 。

400 111 とす る 場 合には我が闘では神 p，トラックの形を棋準 とする とよし 、。別に 之 が最も

優秀な寸法であると い ふの で は な い が 、 本 邦の主要競技舎が 此底 で単行され る今日では、

之と 同じ形燃のものが練習その他 の 震 に も 場合がよ いと思ふか らで あ る。

この場合ネッ トヱ リアは長係 220 111 短 伺 91i m 1立と な る。 Car l Di cm 博 士( 滴 ) の 抑

準型 につ いて は- tH¥幸子 「競 技 場 建築 」 第66頁 を 参!I 日していた Y きfこい 。

i 周 日00 m の苦言令には 21i 0 m x l OO 111 あれば充分で、地積に於てはさう増加l しない。

御覧席はこの周聞にとる、之亦種々のとり様があるが、場の中心を中 心 とする閲形スタ

9  1 ) (  
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" 叩m

銭 ＮＮＮ ｾｦｬ ぺ鉱山守事 λ 守 ｹ ト

J . 事 ι '(? .り 5' ，6 0 0 1..

い

‘ ・/ 守司 "、

|尚l8  負τ

ンドが合理的であると 言はれてゐる 。( 第8 闘〉

参考ー として甲子闘前運動場の要項を掲げる 。

10，000 坪敷地面積

2，0::l 5 坪競 走 路

( 直線 200 m、一周 500 m)  

4，547 坪蹴 球 場

117，500 人〉1，f i73 坪観 覧 席

1，845 坪共 の 他

蹴球場C)  

問問に多少の絵地主? 要す7 5 mx l l Om ア式

向上7(1 m x  145 m ラ式

従って調立の蹴球場主? とらする、 陸上競技場の 内聞にとる のが普通である。視覚席第一列

を走路地提より高〈し、蹴球の際は走路の上 lこ仮設スタンドを設け て牧容人員を嶋加l して

水: 示場

もよし 、D

D)  

10 
I X  



プール自轄の大きさは巾 25 m 長 50 ｭ と ｾｉｈ こ ＲＵ m 角1立の跳込用プールがあればよ

いコ周悶の絵地を見込んでも、 4 0 mx l OOm あ れ ば よ し こ の外にスタンドが要る。

￯ ｬｩ 民の酢泳 ・ 水浴ｻｦ主と する 場合 には、 ｊ ＭＮｾ の競技用の もの の 他に、浅い聞いプ ール

Ｈ形 ［ｕｾ 随［立 Ｉ ぞ設げる。ｬｦＮ Ｇ ｩ ｬｩｴ 見等の史 ｴｩ から祁 ＱＰＰｾ ｴＮ Ｇ￭ Ｐ m 内外がよからう の

E)  庭球場

庭球コート 1111，Jの場令、r!J 18 m，長 40 m イ立を要 し、之を 並列する時は n x 18  m に

針し . ー溢は 40 ｭ と な る。 ＴｾＵ コートを 一組 とし、之を ｬ ブロ ックとして聞に ＳｾＴ

m の通路金つり ればい〈つでもとれる。

決勝用として問問にスタンドを附しにもの 1 - 3 コート、 ( 1組) 他に練習用及強選用と

して 一方 に スタン ド を附 しにも の Ｑ ＶｾＲＰ コー ト 欲し い。市 民用等には ＴＭ ＱＰ コートでも

よし、。

庭球試合金見る最上の位置はプレ { ヤー の後方である。普通横から見 る方がい〉様に考

へるが之は認識不足である 。横では首が疲れるし 、プレー の細かい貼がキIJ らなし、。

F) 児童遊園

各種運動場主? とつに後の険地にとれる 。大 きさは何 50 J l 1 程度で結織であるから、線樹

郁と児童遊闘を巧み lこ按配すれば策持のよい運動公闘が出来る。[ 註 5)

G)  髄育館

ゲ ーム を行ふ Ｑｾ けの場

令 、パスケッ トボール・

コート の最大岡積 自? とれ

Ii . テ ェス・バレ ーボー

ル・室内 ベース ボール ・

拳闘 ・飢術・ 力投等殆 ど

すべての室内競技を行ふ

ことが出来る。( 第9 圃〕

観賢席は充分にとれば

園技館ほ どのものも欲し

t なる。牧容人員を考へ

に入れて計霊 する他はな

し、。

「一一一一一一一 一一一一一 一一- 一一ー一一一一一一一 一一-

I-I A Nt? I  B ALL 

I  I  Ｘａｓｾｅγｾａｌｌ＠

」一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一一一 一 一

第 9 岡 家内I ' l : ! 育館ネ ットエリアの大きさ

35r ux20 m の中に 、館球、庭球、排球、室内野球及び

ノ、 y ドポ ールの コート がとれる 、向拳闘・ 7 エy シ Y グ・

レスリ γ グ・力投等にも用ひ られる。

屋根は ドームでもよ〈卒屋根でもよいが第 1 0 闘の様な長手側のア ーチ形もテ= スを主

〔註 5) “ Pl ay Areas， T heir des i gn and equi pnient" 

Pl ayground an R ecreati on， Associ ati on of  Amer i ca 編著などを参照されたい。

1  r  I X  



q A ι K  N トl 日ASE Ll NE SERVI CE f、J E T SErvl CE P. ASE Ll NE 日A C K N Ef  

第 10!i .，;j l 室 内 テ ュ ス コ ー ト の 断而 一 案

rx r2 

( 1) サ ー グ ( 2) コー ト中 央 へ 低 〈 返 球 ( 3) コ ート 後方 へ ロビング ( 4) 弱 〈ネット前へ

( 5) コ ー ト中央へ ス マ ツ シ ング ( 6)  .¥8:'f. Rアウ ト

大 紐 テユス のポー ノι のE却さは如争トーで君主きると言ってよ い。 |品!の 様 な 高 ν ・ロ ピ y グはめ っ たに

Ｑｾ Ｎ｜ い 。 Ｈ ａ ｬＧ ｣ ｨ Ｎ Racol' d)  

とし? こものには合理的である。 〔註 6J

H )  其の他

敷地が蹟大な場合には 、敷地内にも車道をとり . 自動車置場を置〈。敷地が大きくない

場合は場内には車を入れ今 、出入口に近〈 駐車場を配置する。

管理事務所は程良き位置に、休憩所 ・更衣所 ・便所等 lこはスタンドの下を利用する。

ドイツでは大きな日光浴康壌を とり 、時 に合同開採や 、闘史的デモ奉行 lこ利用する。今

度のベル リン のオ リンピッ ク競技場には25高 人庚場 とい ふのがある 。( 第 1 1岡)

自縛率競走の トラックは 、陸上競技場に附属させる方法もあるが、別にとれば之 ui 告k

同じ位の大きを要する。

この他、 野外劇場等をとる場合もある。オ リンピ ック には嬰術競技もあるからその展覧

舎携をとるのもよい。

5  

扱肝心の是等競技場の組合はせ方 に な る し - . 1 < の場合について言ふ他 は な し 全 〈 之

は設計者の技何に倹つ他はな い。此底には二三 の資例を示すによ! 二め 、官会は質際百十重に蛍っ

て苦心す べ きも のと して残 して世〈としよう。( 第 1 2岡 、第 1 3幽)

興へら れ1: 紙数が少なかっ たので説明が簡 に過ぎ不徹底の憾があるかも知れない。闘 に

よって是を補ってい 1: -，: くこととし. 向前に述べfこ参考書 を参照して戴〈 こと として燕稿

を終る。

( 1934 年 7 月〉

l 註 6 ) 牧 容 定 員 5，000 人f立の上述 各 種 ゲ ーム を奉行 出 来 る槌1守備の建設は 、管 業としても充分引き

合』、だらろと 恩 ふのに 、未 だ に ζ の事nの 施 設 を 見 ないのは泣憾である。



第 1 1圃伯林オりンピック

競技場

1936年のオリ y ピックゲームを

ベル リンに開催する骨ii 準のため

wener  mar c h 及 wal t er 111ω ch  

雨氏 によ って競技場群の試栄が

作られた。 敷地 は 115.2 ｨ Ｎｾ で 、

現在のグノレ ーネ ワルド競馬場一

帯の地である。陸上 競 技 場は現

恋一周 600 m の全然銅下げた競

技場を改倫 L 、パウ ノL 裂に して

Ｑ Ｐ［ ｾ 人を枚容する 。 祭典氏易 に

は257A 人を容れ 、周闘に高 20111

の籾覧還を 設 ける 。競技場の 北

に、雨側にス ?t y ドを附した長

50m の競 泳 プール と別 にrf1i ぃ水

泳場。自陣車競技場は一月 333，¥

1日、 15，∞D人収草子のス? ， y ド。 テ

ニス決勝競技‘ 易は スF γ ド 1 ;Ifi. 

人牧容。その他案内位育館、家

内 フ・ーノL 、野外州場 、練習用 ト

ラック等あり 。 スポ ーツ の家に

はスポ ーツ各閣但の事務所を泣

〈。オリ ンピ ック競技ーとし ては

その他 ポート 及ヨッ トレース が

あれば完備す る。

配 置 困

じ 丸1l 下必R. S 省線 、 l 燈卜競技場 、2 水泳競技場、 3 陸h'!盟運動民主号、

4 野 外 劇 場、5 自縛 fj I 競走場 、6 馬場 、7 テ ニス 競 技 場、B 白線事官iJ 島

9 室 内強 育 館、10 室内水泳場、 11 ドイツ ・スポー ツの家 、12 i白合 、 13

際型 研 究 所、 14 M人の家 、 15 来 客用設備 ( Baugi lde)  

西北 から見た模型 ( Baugilue)  

13
1 X  



第 1 2園 ザ イ フ ェ ル ト 民 案 運動公冨

&八月 fへ，ACCQ(l OI1 ｐａ ｛￬ｾ花 ｩ

以 . 4

1  Peセl 競技、蹴球競技 J号、2 遊戯2土行進場 、3 担保存; 、4 蹴球練管場、5 野外劇場 、

6 更衣 j巧その {曲 、7 テ ユ スコート 、日 プーノL 、9 家 内 ッ・ ーノi 、 10 鐙育館 、 11 同左

ミ ， ｩＺｴ Ｑ 五ｾ

第 13 園 サ ヴ エ ー ト・レ- _ ナ

運動公園

尾上競技場 、 プ ール、 テユスコー ト、

パスケッ トポーノι 等 の他 に野 外 劇 場、

ク ラプハウス 、などがある 、総樹幣多

〈、休君主公 闘と しても役立ってゐる。

CSport i bnaya archi tektura)  



運 動 場 建 築 の 護 達 乞 新 傾 向

工皐博士
林 政

欧 米 に 於 け る 授 謹 現在我固に於て行はれて居る運動競技の種類は非常 に 多 し 一 般 に

認められて居る競技の統率国間の敢fごりでも 27 の多きに上って居る。この外ゴルフ、競

馬、其の他各種のゲーム 、遊戯等を? 傘げるならば故知れ十と言ってよ いと 思ふ。

而してこの大部は臥米より輸入されたものであるが 、何時頃から斯様な運動が盛んにな

ったか ，e 申せば、 第 17 世紀の格り頃から 、文整復興の結果古代ギリシヤの悼育方法を復

活せしめたのに初まるのは今夏申すまでもな いことである。然しながら本賞 1: 競技方法が

整頓 され、本絡的の競技場が出来初めにのは今から約 20 年前からである と言っ てよいと

思ふ。何ぜな れば ス トツクホ ルム競技場が完成されたのは 1912 年 5 月であって、これ

以前には殆んど競技場らしい競技場は無か つにのである。第 2 田園際オリンピック競技合

の聞かれ? こ山里に於ても、 叉第 3 回図際オ リムピンク競技舎がセントルイスに開かれT二時

も、林聞の苑地で行はれにと言ふことである。第 4 回園際オ リン ピック競技舎の行はれ た

ロンドン競技場は仮設的のものであったそうである。然るに第 5 田園際オリンピック競技

舎を行ふためこの立it- 技場が浩られにのであ るが. 話時としては 普美を蓋 しにもので金 〈世

界から駕l嘆の目を以て見られたものに違ひなし、。叉これが手本となっ て漸次各国に大競技

場が建設せられる に到った のである。

ストックホ J l - . ム競技場の建物は煉瓦迭の奮式な様式の もので あるが . ランニング トラッ

ク共他運動場の築造に就ては英固から特に専門技(:rli Charl es Perry 氏を指牌して その憎

導を受げ? こ . 叉競技場の大臨計壷に就ては、皇帝グスタツフ五世陛下の勅裁{ f fCj Jし、で決定

をしにと 言ふ大掛りのものであつにので 、出来上つに競技場は 、規模は徐 り大き 〈ないが

又今日から之を見れば鴻〈に足らぬ結構であるが、首時としては賓に 完備 しにも のであっ

た。従ってこの競技場の完成 に依って大いに世人の注意が喚起きれ、続いて各地に建設せ

られる様になった競技場 L 多〈之を手本とせられたのである。この意味から 言ふ とス ト

ックホルム競技場は‘ 運動場建築方面に新紀元を割しに . 歴史的に有意義な ものであると

言ふ ことが出来る と思ふ。

次 に古いも の としτはアメリカ、 ハーバード大撃の競技場があ るo これは 1909 年 に造

ら( 1こたもので、 楕国1形のランニングトラックを能って U 字形に 、観覧席が配置されて居

る0 -観覧席は鍛筋及鎖骨 コンクリ戸ト進で、 牧容人員約 50，000 - { f 容るる大規模のもので

t ちは
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め る。この競技場は前に述べ

7こ通れトラックの 3 方を繰

って観覧席を繰 らし一端を開

放 して 200 米の直線走路を 遠

〈場外に延長することが出来

る配置として迭 られたもので

その後アメ リカ 圏内各地にこ

の型式を真似て遁 られたも の

が深山出て来七。請はぱ米式

iUi技場の始め である。 この意

味 に於てこ の競技場も雌史的

に有意義 な悦値を持つの であ

るが 、最近ラグビ ー立jt技場 に

改造 中 なのは誠に惜 しい Ａｾじ

がする。

J ょに運動場建築設述の上に

大きな影響を tl i J へ? こものは じ

旦郊外の ツーレー J J ，. 水: 示場

CStade Nauti que， Tourel le) 

であ る。 これは 192- t 年第 8

問問際オ リンピック統技合の

7こめに巡ら れ1= ものであるが

建物は 4 1!f建の餓筋コンク リ

ート迭で . その 中央に 1n日正の

プールがあ り、 プールの地底

は地上 1. 5m の高さに築迭さ

れ1=大規模の ものである。 こ

の水泳場は大規悦な所 に歴 史

的の憤値があ るのでな くして

プール の設計に償値があっ fこ

のである D 従来のプ ール の進

｢ 方には 、 一 定の標準が殆 んどない 競泳場 と ｊｉｾ 込坊は 別々に設けら れ、 競泳場の 大さも

単に 長い程よい. 巾も 蹟 い程よいと 言ふ有様で あつにが、こ の水泳場では 5 0 m の長さ 、

I X  16  



18m の巾 のプ ー;1-で、 ibt泳も

高飛込も 、水球も純、ての水上

競技が行は れる様1.: 設計され

地底のNi 刻、周壁の構也 、出

7 k 溝や、飛込設備のi生方等制、

ての拡に新機軸が行は れ、そ

の結果水上競技場 として非常

に工合がよかっにので 、之が

手本となって各地で同43長の プ

ー; 1. - が設りら れるに到つ7この

である。

謂はぱ ツーレー ルの7k泳場;

はプ ー;1.-のjft 方を規絡化し、

設計の| 索準をwへ1: のである

この意味に於てこの水泳場も

沿革的に忘れること の出来 な

い有意義なものであると思ふ

のである。以上説明は茜Tご悦1

'141であるが. 要するに 運動建

築の殻主主は僅 k 20 年長I<i のこ

t であって その短い聞 に然も

著しい普及諜遠の迫程に於て

第 Ｔｉ ｩＧｾＱ Ｑ 巴 思郊外ッ ーレー ノι 水泳場〈巴! J ' J

tJ> 5 阿 新 潟l係強1彦競技場

最も大きな影響 を輿へ 、設計の目標を興へ? こものは 、以上ストツクホルム競技場 、ハ{ パ

ー ド競技場、ツーレール水泳場の三つを奉げf てよいと思ふ のである。

我園の控 謹 . 我閣 に専門的の競技場の設けられにのは大l E 6 年頃から である。夫 れ までー

は競技に シング { ト ラックな ど〉言ふ ものは設けられなかった。営時最大の競技舎と申せ

ば 、駒場の農科大事の運動舎であって、 各大療の専門謬校一流の選手が出場して競技され

にのであるが. 米fご多〈世人の注意を惹かなかった のであ る。仕方がな いから 競技の聞 に

仮接行列 などを入れて、漸< 3. 4 千の概裁を呼ぴ集める程度の{淡々 に るものであつ に口

然 るに 大正 Ｖ ｾ Ｗ 年頃から漸 〈こ の方面に世人の注意が挑はれ、専 門 的の競技場 、 ｾ ｮ もシ

ンダー トラッ クが各地 に土産ら れる 様 にな っfこ。先づ第ー に大阪府下鳴尾 に大正 6 年 i 月鳴

尾競技場が治 られ?こ。 この競技場は運動界の先費者である木下東作博士の設計に成つにも

ので、 800m の楕闘形 ランエングトラッ クの外側 に 1 r盟の競 馬走困があ り、 その一部に木

f1 は
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f.!1  7  1尚1 ｄｹｾｨ･＠ Fi tacl i um ( 氷一凶) NOl' t h- Wcstern uni vc l' sty スタ y ドは ラ: y '" : y グト

ラック の雨 1U1J に建設する す| 鐙 にて収容人民 55，0∞人

遣の親賢

雨が築誼

せられて

J;r:-つ T二、

叉ランエ

ンク。トラ

ックと 18t

馬走闘と

の間には

長 さ 400

m， rlJ 21  

. 8m， 及

長 さ 60

m，巾 21

. 8m の 2

{llil の プ，-

; t . が設り

られて肘

つにが、

競技場 に

しろプ ー

ルにしろ

過大に失

しに ので

反って使

用上不便

であっ? 二、幾許もな〈して荒殴に師して了つにゃうである口

次い で・大正 6 年 12 月に伊勢皇態。r¥競技場が築迭され1: 。之は同伺[ の運動場の卒地に浩

られTこものであるが 、ラン ニングトラック としては本式のものであっ 1: 。故武田千代三郎

氏の苦心設計になっにも ので我闘に於η る最初の試みの一つである。武岡氏はm:年の頃自

ら運動家であつに許りでな し 老年に到つて は運動及運動施設の普及に非常に努力せら れ、

運動場の設計に就ては立誠な理論家であ り叉宜際家であっ 1: 。

チくで大正 7 年には京都府下1J11茂神社境内 に下加茂競技場が築迭され1: 。之も皐に康場に

ラン ニング、トラッ クfごりを浩られにものではあるが 、 トラックの構造は本式のものであっ

I X  18 



7二、; +: 下伝子r- I咋士の指導になっ fこも のであると i刷いて肘ーる。

大 i E ｒ 年目月には新潟 Ａｬ 問団 ｾ ｪＧ き ｉ Ｏ ｩｬｬＧ 枇境内 ｬ こｾ Ｈｩｦ ｩ 彦 続 技場が築造され ＱＺ 。 これも 険携にランユ

ングトラックピげを浩られ 1: ものであるが、野口悦三郎氏の設計ーになっ? こも のであると聞

いて肘る。

之等の 競 技場は何れもそ の 設備は簡単で槻斑ｽ，Ｇ ｾｊ Ｇ なども特設せられに の ではなし ＱＱ Ｑ に ラ

ンニングトラックを築造しににけ の ものでめるが、兎も 1宝] も西i扶の競技を輸入して之を行

ふ専門的の競技場としては宜に我間最初のも のである ω この黙から考へ誠に意義深いも の

であると思ふのである 。

叉前記木下 栄作博士 、故武同千代三郎氏、野円札口三郎氏等は運動競技そのもの〉先費者

である詐りでなく 、競技 場の設 備に就ても 1r'. ( から研究を積まれ、之が普及に努力せられ

に の であって、謂は ｙ 立 Ｇ ［ｾ 技場建築の開拓者であると 言 ってよ いと思 ふ。

制いて大疋 R 年には極東オ リンピ ック鋭校舎 k 場と して大|坂市設競技場が建築され、 大

疋 ｬｾ 年 ＱＰ 月 に は明治榊官外苑競 技場、同 ｬＵ 年には岡野球場 、昭和 Ｕ 年には同水泳場

叉大LE 13 年には甲子園野球場等陸績として競技場が建設せられ、その他. 各方耐1こ大ノl、各

稿の運ー動建築が起り、今日では己 に駄米に比し殆んど遜色ないまでに普及殻達し? こと言っ

て過言ではあるまいと思ふのである。

f均ほ迫力Hして一言 しfこし、のは、茨木中署長の杉本体氏である。同氏は水泳競技にクロ{ ル

仰を輸入しに先費者である許りでな し 水 泳場の築造に就ても浩請が深い。先づ問中息|人l

に自ら設計してプールを築造し、之に依って幾多の俊英選手を出し. 成〈之が普及李主主主に

努力され 1: 。予も明治i/ill' 宮外苑水泳場の建設に営って 、間接ながら同氏の教へを受げに所

が多い。認に併せてこの隠れTこる功努者を永〈記銘に .11- : めて置き たいと 思ふのである。

大敬後の授窪

運助関係の建築は臨類が非常に多数に上るのであるが Ｎ何れ の方面に於ても僅々ｾＨ ｾ イド

聞の短期に著しい進歩を逢げに Ｎ 往時は運動場と ，， ｾせば児戯 に属するも のである とし か考

へられ なかっTこのが 、今日では何う であらう 。園家が之を建設する 、公共園程が莫大な費

用{ f t交じて之を建設する と言ふ工合である。叉牧容人員も せいせ' い 三 、四千のものが 10

71[ ，或はそれ以上を如何にして容れるか と言ふ問題にまで到達 して居る現臥ーである 。凡 そ鐙

築界に斯〈の如き長足の進歩を遂げたものが他にあるであらうか。

斯〈の如き結くべき進歩を途げ1: のは猷洲大戦以後のことであって 、その様子には各闘

とも事情を異にするが. 何と 言つでも最も盛んなのは、米閥、満逸、伊太利、日本であら

う。米国の蓮助建築の僻んに浩られることは今に初めにことでなし大戦前からでぽある

が. 主 として製校・{ f 中 心として設備されて居る 。而もラグビー蹴球場、水泳場 、開育館が

長も多〈建設されつ h あるやうである。大事中心が米間の特色であり. 各大観 とも競ふて

19
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ｾ＠ 8  1t¥1  iIi ontcv ideo 蹴 球場〔米凶〉

第 9 尉il f-; tnckhけ 1m 局内J s 球場

第 10 悩I Ne w Y ω k ロ y グ ア イ ラ ン ト に あ る 巌 内 陸 球 場
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大規模の運動携を完備しゃう

と努力 して居るかに見える 。

濁還は大戦後の問民の策魂ぞ

スポーツに依って作興し様と

言ふ必要に迫 られに のであら

う. 摩校よりも政府が指導者

となり、 或は都市が建設者ー と

なって各都市に盛ん lこ建設さ

れて来 t: 。今日で も倫ほ各地

に大規模の競技場が出現しつ

〉ある。ヒットラ ー一波の者

はスポーツの訓練では闘家非

常時には役に立 にぬと思口を

言って居ると閉し、て居るが.

それでも 向ほ各地にii t られて

居 る。調遊園民の生活とスポ

ーツとは離るべからぎる| 綱係

にあるものであらう。先月も

ライプチツヒ市に Hi t l er  

St adi on と銘を打つに競技場

きへ浩ちれて居 るので . FFへ

多少の反射はあっても今後主主

k 増設され之が完成に進む の

であらう。

伊太利 も叉同様である。ム

ツソリ ニー首相はその施政方

針として地方各地に先づ競技

場と射幣場を設りて、青年の

鰭育と武術訓練を奨励しt: 。

叉先年羅馬市郊外テーベ} t - 河

畔に一大綜合運動場を計聾 し

て目下建設の途上にある。こ

の運動場は山紫水明の横犬な



地峻に所有運動設備を完備 し

ゃう と言ふのであ る。即 ち陸

上競技場は勿論 、ラグピ ー場

Ju 球場 、水泳場、水泳館、フ

{ トポ{ ル場、スケート 場.

惜育ird・- 青年訓練所 、屋外劇

場 、演説場( 屋外) 等を l ケ

所 に集め て建設するも ので.

第 11 1副 ローマ : Foro Ml 凶 ol ini 内陸上競技場調臨海盟

言は Y 運動都市 と言 ふべ き公

大な ものであ る。設計は ロー マ大接教授

J':nri co  n巳1 Debbi o 氏の手に依って成

っ たも のであ るが、ムツ ソリニ首相 自身

も時々現場に来て、 工事を指揮 される熱

心 きで ある。第 1 3闘は この運動場 F oro

:'¥[ u s wlini の配置闘であ る。

又最近 "F irenze 市 にも 宏大な競技場

を建設さ れた 。

J {の他 ウィーン、 プラ ーグ、ブタペ ス

ト等に も大規模の ものが建設 され1: が.

何れ も陥洲方凶fの ものは綜合運動場で あ

る彪が米同方的{と 異なる所である 。

運動建築の計壷に就て

［［＼， ｾｹ ド・ の 外Ｉｉｩ ｊ ｾこ 各県長からーｻ 闘づ ｌ 寄贈さ れ た Ｔ Ｗ の

大理石像が立 並んでゐ る

第 121胡 Deutscbeo Sport for um の-ms

l淡に競馬場 、陸 t 競技場 、7)く泳場 、f段育

母校あ り

( イ〉 位 育 館 ( ロ〉ラ y ユ ング トラ ッ タ

〈ノ、 ) y送球場 ( = ) 蹴球場 (ホ 〉 病 舎

ｃ ｾ Ｉ 野 外 舞 踊場 〈卜〉 野外普祭場

( チ〉球戯場

運動設備 t 申せば、 競技のル ールに従つにグ ラウンド ト 階段形の観覧席を治れば事 足

りる 講である。関育館 剖徐いて は設計ーとしては極めて1m慢なやう にも 考へ られる。 然 し如

何に 工合 よく 運動が行はれるか、 叉如何に 多数の 人を工合 よ〈 牧容するか、 叉如何に幾寓

と言ふ人 が気持 よ¥ 1 日をスポ ーツ策分 に浸って染む こと が出来 る様 にす るか と百 ふ所に

設計上苦心を要する。

この黙に闘して技術上非常 な進歩を しに ものである と考へ る。最近のもの には意想天外

の妙案が続々として現れて来 る。 これは総て の謹到j設備に就て同様であるが 10 年前の も

のとは較べ ものにならぬ進歩である。今悲 に之等の賠 に就て全部を指摘 する 諜 には行かな

いが二三の黙に就て指摘し、技術の進歩を示すことにし?こいと思ふ。

Dyc be St adi um これは米閣の Northwest ern 大隈 に先年建設 されに陸上競技場である

が. 従来は観覧席主申せば楕凶形か 、 U 字形 に配世しにものである。然しそれでは数院

2l 同



を? 森れる高居のスタンドをift ると場1人JZさ策の流迫力: 忠〈なるし、且つ見背 しい座席が多数

生す・るので . トラックの雨側に Tごり 轡 J出した櫛形にスタンド{ f 配置 して、場内に澗主主 fこる

気分を輿へ 、何れの* - 席よりも比較的印乙な〈見得る様に工風されにもので、この競技場

で約 55，000 人を牧容し得ると 言 ふことであるが、雌に米t.: 待て見ぎる良案である t 思ふ

のである。( 第 フ圃参!!(t)

Mont evi deo St adiu m この統技場は米閣モンテ ヴイデオ市に建設 され仁 、アメリカン

ラグピ{ 携のスタンド配置であるが、昨年間米 ? こものである 。ラグビ ー場 では 、 コートに

滑って周囲に 四角にスタンドが配置されるか 、楕凶形に配置されたものであるが . これは

コ{ ト を園んで、回! 形に配置し. コートとスタンドの聞には緩傾斜を附して観覧} 市としに

ものである。この配置方法によると 同心聞に ある座席は何れも岡高の位置 にあり 、附乙の

ネ比較的少し然もよく見得ると 言ふ考へから出脅しTこものであるが、之も至極妙楽であ

ると思ム。但しこの型式はアメ リカンラグビ ーにfごけ に用ひられる形で 、普通のラグビ ー

場 には、コートが細長いので何うか と思ム。 この競技場は Myr on W.  Serby 氏考楽の同|

形配置と同僚な着想、から 設計 されにも のであらうが、 Dyc he St adiu m と言ひ、Monterid

eo St adi um と言ひ競技場の最新の委でめると 言ってよいと思ふ のである。 ( 第 8 闘参)!1; 0

Ne w Yor k T  enni s  Court  第 1 0嗣は ニユヨーク、 ロング アイランドに出ぅl dこ小 さな 屋

内テ エス コ ート の闘 である。従 来は ｾ Ｙ 闘の僕に ＪＧｉｕ 長い室内にコー ト を並べられ る か 、 又

は天井の高い 四角な室内にコ ー トを設 けられたのであるが. 斯〈の如き方法では、i S. 聞の

採光 と夜間のJl H明に工 合の思い駄がある u 即 ちボ ール力強liいた り叉競技者が採光窓に商 し

て舷ゆかつに りす る欠結が生す・る のが普通のや うである。ス トツクホル ムmのコ ート など

でも夜間の電燈の光り には困って居ったゃうである 3 然 るに第 1 0 圃のコ ー トは . 規校は

ノ]、さし建物は組末であるがこ の黙に就て改良されにも のである と思ふ 。即ちア ーチ形の

犀線 をコート の長手の方| 古j に梨し . コート 閣の上部だけ を段違ひを造って . その段違ひの

鹿から明りを取 る。叉電燈もこの部分に設げて智光と同じt条件でコ { ト商 を) ! 賃らす ことに

する。斯 〈してボールの鼠li きや競技者の肢ゆさを lf!{ 去らうと するのであるが 、確に良案で

あ る と思ふ。

一銭にはこ三の例会示し1: に過ぎないが . 時Jj くの如き新工風 、新考奈が. 細々 t して現は

れて来る のは技術的にも 、貨に著しし、進歩をなしつ〉あると考へねばならね。

綜合運動場に就て 賊洲、殊 に大陸 方I直I に於げ る運動場は 、各地方の都市が経替の下に

設り られるも のが非常に多い、従 って選手のみの利用よりも 一般民家の利用と言ふ黙に重

きを置 いて計聾 される。夫れ には各1I! dの;ti t- 技場を調立 して設 りるよりも 、之をー箇所に集

めて設げられ る方が良いのは勿論である。 この一般民衆の利用と言ふ黙から綜合運 動 場

Ｈｓｰｯ ｲｴ ｦｯｲｵ ｭ Ｉ が敵洲方面で多 〈 行は れて う ｾて居 る のでめ る 。

以 2 2



綜合運

動場に設

りられる

ものは多

〈陸上品

技場蹴球

場、水泳

場. 開育

館. ).在球

場等の外

Paradies  

と栴する

!至。ト音楽

場ヵ; 設げ

られる E

がある。

これは年

同形の腕

第 13 ｾ， ｬ＠ ローマ

Fυ rO  Mu訓 11ini ＱＧ￭ｾＡｒ ｬｩ Ｇ ｾｬｬ＠

本場には 大競技場 . 小競技

場 、催球場 、 ラグ ビー場 、

球戯場 、〈ロ〉位育館 、水 泳

場 、ス ケ ー ト場 ( =- ) 野外

音紫場 (Ifl) 場入 手f 年，lJlI 練 lfr

1討会、野外 i筑 波 場 ( イ〉等

の設 けあり 。

場の周聞にスタンドが築迭され . そのー

溢 に柴盟主? 設げに もの であ る。叉! L' f ' 外i"t

附場 ( l i anc巳- Ring) を附設されにもの

があ る。こ れは仰が:} -Wm 位の 凶形の卒

地の周聞 にスタン ト‘ を設けた ものである

χ 1' oro  M ussolini の様に屋外劇場伝説

げら れに ものもあ る。斯様に各種競技場

と附係 して運動精神 主椛接な閥係のあ る

娯哲足場を設げら れること は極めて大切な

こ とであ るとされて居 るのである。

叉綜合運動場に就 てもう 一つ大切な E

は、 民衆の 遊 戯場ｾ設げ るこ とである。

これは競技の出来 ない者が遊戯をなし、

叉ハンドポール、 ドツ ヂボ ールなどのjijt

技以外の球戯 をなす場所を u; ・i <設げて世

t のであ る。 大都市 に附属する 綜合巡動 第 14 1川 明 治市l' 窓外苑円Cu:i: li ，'，i] 

• 

/  

/ ー
'/  
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場では九，ouo 坪位は少( ， e も必要で あると思はれるが 、設備としては何も特別なものは嬰

せない。只一帯の卒地に排水設備を施し芝械えとして置げばよいのである。

綜合運動場は最近肱洲、特に調逸方 l到に 於げ る流行であるし父、者1¥市 Tli 民の開育奨励に

は極め て必要なものであると思ふ のである D

我図 l三於ても最近綜合運動普通を設置せよとの獲が聞かれるやうになっ fこのは誠に喜ば し

い次第である。然しながらそれは敷地の選定に十分な注意を榔はぬと失敗に蹄する。宏大

な商積t ' 必要とする のは勿論であるが、叉その土地が風致上よりも、衛生上よりも周囲の

風儀上よりも非常に普 いことが必要である 。然らざれば、人が集まっ て来な いのは 'Il )論で

ある。少くとも日曜日の Recreat i on になる位の土地を選定する E が極めて大切である。

誌に一例があ る。硝逸のヂユツセルドルフと言ふ都市は大館が美しいI 1fj で景色のよい所

である。然るに先年郊外の回甫の中に相営大規模の綜合運動場 を設り fこが 、予が参観し? こ

時は陽春五月であっTこが僅々三四十人の人しか利用して居ない ;1託契 fこる有様であうに。 斯

様な次第で場所がよ〈ないと充分利用きれないのである。叉場内の設備 も完備しないと不

可である。

東京市が月島の製立地に綜合運動場 合設 げるとの話を聞いて出るが 、この意味か ら極め

て祁i案であると思ふ。何となれば、低滋で、 一帯の風致と 言つ でも何にも見るべきも のが

ない而して工場等の近い騒 k しい土地であるからである o 伯林の Deut sches Sport f orum 

でも、ローマの For o Mussol i ni でも、ー併の風景もよ〈叉、高燥. 除i静な土地である。

施政者に抜 に充分な注意を捕はれんことを希望する 次第であ る。

I X  2 4  



ヴア ゲ レーベ ル; 置従ク づ7 '

ス ア イ ア イ ア ム 設 計 要 義

ー

ー

-
尾 イ呆

ｾｾ 技場 建築 に 闘 する 詳 細 にｊＧｬ る 各 論は 紙 数の関係上省 略 し ｭ に 設計する場 合の 注 意に 止 め

た、勾I' i E論 、方 位Zえ照明論 zk. ぴ競技場 の史的 考 察は大に興味ある ものであり 街並ん では案外

普苦手の 問題字何; 研究題目 と して残さ れ てゐ る、 またj符来 テ レビ ジ ヨy の君主主主が如何に競 技 場

の建築に 影響を. Zk . 1ますか即 ち端 的 に云 へ ば 映衝 館宇劇 場で オリ ム ピックや、早 慶 職 を 見 る時

代を想像 出来る 、 ζ の場合 競技場 は何 んな 方向 へ泌 んで行 くか等面白い問題だと思」、。

運 動 競 技 の 将 来 一 一 運動競技は遠 〈ギ リシヤの昔 lこ於て武 術として護主主 しにも

のであるが武器の進歩 と共に武術の範囲を) J j t し運動競技 として別な殺展 守して来?こ。

我闘の相撲や水泳等 も金〈これと 同 じである 。 その環展振りは近時著し〈殊に技闘

では過去 20年間に於げる進展は 素晴ら しいも のであっ 1: 。今後何の程度 にまで殻展 し

2 5
1 X  



害事 1 圏 7 ムステ) L.ゲ ム鏡技場

第 2 園 。ケルン競技場鳥徹園

て行〈かは想像 し剣

し、 が 最 早 往 k 弊容 を

さ八伴 ふ時代 に到達

しに。 す べ ても のは

急激 に程 遠 して或 稗

度 に主主すると 弊 害 を

伴 ふ て 来 るも の であ

る。 ギ リシヤのオ リ

ムピ ヤ然の競技は千

年 も存続 し?こが 優勝

佐目指 す青 年主主の心

境 は 遂 に 初 期の虫nき

純情な く終身の祭事手

と生前 の 安 定 とを 制

的 とするに 至って側

敗堕 落 に陥 りオ リム

ピヤ競技 の意義 を 失

ふ に至って 亡 んに 0 ・

現 時 の高岡 オリム ピ

ック 大 舎 も生 れて 儲

か 40 年 に しか な ら

ぬ が 一 歩 を 誤れば ギ

リシヤの轍 を 踏 む お

それのあ ること は 識

る人のよ 〈知る とこ

ろであ る。

しかしな カも競技の開係者即 ち役員や選 手主主は スポ ーツの 精神 を 忘れす これを背 導 しす

べ ての 誘 惑やl摩迫lこ耐 へ 、一 方新聞 や雑誌は何 彪 までも これ を指導奨励的 に進 むならばス

ポ ーツは永 久に 策へる こ とはま 1: 自明 で ある。

I X  2 6  



第 3 圏 第β 回大曾場 -cパ1)) コロンプ・スタードー〈パ1))

2 7
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第 5 圏 第 9 回大曾( アムステ) 1 - ゲム〉アムステ) 1 - ゲムオリムピヴシユ・スタディオン

第 6圏 向 上

競 技 場 と 遊 戯 場 一 一 こ の医別は判然主し難いが St: adi um と Gymnadi l l m を競技場

としその他を遊戯壌としておべ、普通競技場は観覧席を設げに所調 St adi um ｾ指し遊戯

場は公囲内その他の場所に設けられに児童の遊び場や成年の悼育的遊戯場を指してゐる 、

庚い意味では公園そのものも遊戯場としてもよい D



Ｚ Ｎ Ｎ ＮＮ Ｎ Ｎ 申ｾｾＭ司円 時間申 保 Ｗ ・

ｾ次 ｦｴｾ Ｎ ＺｾＳ￼Ｎ［ 全 ｾｾ￶ ｩｍ Ｎ .  

昼、守、司、 Ｎｲｴ ｾ Ｑ およ ぜ Ｇ＼＾］刈 Ｇ＼ 町

，00' )  

第 7 圏 第 9 回大曾 〈アムステルゲム〉水泳場 、ソエムスタディオン ( 臨時的施設〉

第 8 圏 第 10回曾場 〈ロスアンゼルス〉 陸上に使用せしものフ、ソトポークラウドロス7 ン

ゼルス

ジムナ ジウムは室内に設けら れたも のでそ の中で遊戯を しても 競技場 とされてゐる、競

技場や遊戯場は翠に開育施設 として必要なる のみな ら宇都市計聾上各種の駄に於てこれ を?

必要とさ れる、こ〉ではステイデイアムに就い て而も その中の設計に闘する 要賠にけを記

すことにす る。

29 IX: 



競 技 の 分 類 一 一競技の分類の仕方も千差高別で分類書持者を喜ばすに充分ーである程多

〈の見方があるがそ の中で競技場を本位としたも の を奉げると

( トラック競技( 最小時間を競」、 もの〉

陸上競技 t

い ーノレ ド競技〈最大の長さ高さを競」、もの〉

( 競泳

1- ".. ( " ，/ '  、 。ポ ー ・ダイプ

* 上競技 i 飛込! 小

1  "' ' ' -' '  ( ノ、 ィ ダ イブ
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以上の中 A は興味の 中心移動画. 筏が樹首 に成いも の. 8 は移動面積の極 めて小さ〈ー

黙と見るべきも . c は移動距離が極端に長いも ので Sl adi l l m不要の ものである。

Stadi l l m の倫郭は A 及び B の場合犬々 の競技ル ールによりて定められ? こ る演技閤

( Fi l ed  for compet i t i on) の輪郭から割り出されるものである。( 各論省略〉

ギ リシヤで
ス タ ン ド の 設 計 一 一ステツプ式の段を日本ではスタンドと呼んでゐる 。

古〈は アムフイテ ア ト)1..- ( . ' ¥mphi theatre) と呼ばれ? こ 0 ・¥mphi  thealre 即ち段階 を設けら

れたところは劇場 となり 或は闘技場 とな れ 遂 にそのアム・7 イテア トルは闘技場、テアト

ルは劇場 といふ名掃に特化し1: 。古代ギ リシヤでは山肢を利用して欠凶形叉は馬蹄形の段

階が設りられ1: 。欠岡l影は多 〈劇場となり馬蹄形のも のは競技場となっ?こc ローマ 時代に

なると閲形又は楕凶形の段階をつ くる ? こめ大建築が造営されるに至った。

ローマ の コロセアム ( Colossel l mor Fl avi an i¥mphi t heat r e- A.  D.  70) の如きは賞に

鳩くべきも のでその C apacily は 87，000 人 と云はれてゐる、|止界ー を誇 るヤンキ ー・ ステ

イデイアム ( Yank巴e St adi l l l l l - Ne w Yor k Ci t y) でーすら今 日 65，00U人( 完成後は 90，UOU人)

I X  30 



.9園エピタウロスのJ l I JtI

第10圏 アテネのディオニソスの'1腸

3 :1 ｾｘ＠



であるところを観ても営時としては破天荒の大建築物であっ? こに相違な L、。

日本ではこの段階式の観念はなかっTこと見え近世までその例を見ない。

今日各所に出来るステイデイアムは各その競技によって形欣を異にしてゐる。その黒占は

ギリシヤやロ ーマ より進んでゐると云ってよい。例へば陸上競技場のオ ーバル型、野球場

の扇型等はフィ ール ドから割出され? こ合理的な形である。一歩を進め て観覧席の中で.最も

見物し易き部分を地大してメインスタンド ( Ma i n St and) とする方法はー暦効果的T める。

メ4 ンスタンド (Mai n st and or Gr and st and)一- Stadi ul l l の設計の中、で

金カを集注するものはメインスタンドである。位置、 方向、勾配、 等すべてに考慮を梯ふ

は勿論 この内部には普通次の室が採られる。

は 32

役員室 ( 0箇cials room)  

事務室 ( Bur eau)  

選手案 ( Athl etes roomυ r  COl Upeti もers room)  

食 堂 ( Refr esh menも or Rest aurant )  

喫茶室 ( Caf，の

浴 室 ( Bash ruom)  

便 所 ( Toilet )

使 丁 室 ( Servant  room)  

第11圃 7 テネのオリムピ、ソク競技場 〈古式の復活)



物 置 ( Ll l mber-rooru or ｾｴ ｯ ｲ ･Ｍ ｲ ｯｯ ｭＩ＠

特別な犬舎の? こめには

救 護 家 ( Reli ef  rool1l )  

賞者当ｾ ( State room)  

電詩集 ( Tel ephol¥ I' oom) 数例2士重責十個

fS信室 ( Tel egram room)  

記者安 CPress Ill el¥ rool11) 

機関J f )

電気象j ( Eゆ leeri ng r  

軍軍貨現像室 ( Dar k  room)  

防寒聖子i1 ( Tnpi sol¥ment  r oom)  

入場苦手溌E電所 ( Booki ng  Offi ce)  

其 他

以上の各室を按配するのであるからメインスグンドは一大ピルヂングである。従来の日

本の競技場に於てはこれ等の室の配置聯絡等は甚 ｴｾＧ 捌劣なものが多し相営工費を投じな

がら極めて効果の上らぬものも可なり多しこれは全〈設計者t: る建築家の運動競技に罰

する 認識不足に腸因するも のである 。

以上の各室を有つ大ピルヂングの屋根( 片流れ〉が即もメ イ ンスタンド t なる。メイシ

スグ シ ドの側には 役員席 ( Offi ci al s hox)  を設ける他大競技場には日本では特に貴賓席

( R oyal  hox) を設けな りればならぬ。

各室を? 糟ヤ Passage や Corr i der は充分なる注意が拶1¥はれねばならぬは勿論スタンドヘ昇

る階段は特に考慮せなげればならぬ。階段を止めてスロ戸プ ( Sl ope) Iこす ることが一時流

第 12圃 ヤンキーステイディアム ( ヱユーヨーケ〉

33 .I X  



第13圏 ヤンキーステイデ ［ アム ｾＨ ニ ュ ー ヨーク 〉

行しr: が、ス口{ フ. は第一而積を伶分 に照り不便で現に j泳列ニ寺球場の例に見るもその効果

が少しも上っておらぬ、矢張り勾配の緩い Staircase の方が勝るものであ る。

l X  :3 4  

メインスタ ンドの愉郭は内方( グラウンド側) は弧形叉は 弓形でも 良いが外方は葛練で

ある方が都合が よい。米岡某氏が殻表 しにダルムス タツ トの競技場の如き考へは一見合理

的のやうで あるが質際は不便であまり効果がな い。氏は時間的 lこ観衆の集 る分布石?測定 し

てゐるが これも常識から 見れば笑ふべき 英1': しきも のである。 何の位置から見れば最 もよ

〈見 えるか位はファ ンは充分心得て照る口競技 を知って居れば嘗然 すぎる 程営撚 なことで

第 14薗 ゲ Jl . . ムス夕、ソトの競技場



金 〈テ ーブル遊戯 に

過ぎぬ。物の統計を?

味る ことは惑いこと

ではな いが競技場の

場合は上調子なテー

フソL 遊戯をする前に

競技場の機能を充分

研究すぺきであらう

と思、ふ。

設計上の賓際問題

1  競技本意と観賞者本意

競技場設計に首り技術者を最

第 15置 時 調的に叡た翻案の集る分布

も間らせるものはこ の結である o プレイヤ ー本 意としての完全な ものは観官席 を都合の良

い位置に配することが困難色なるのは一般で あるo 甲子園の球場及陸上グラウンド或は明

治神宮外苑の陸上、水上の競技場及型f球場等は何れも観覧席の位置に失敗してゐる o まに

槻賞者本位に設計すればプレイヤ ーに喜ばれぬのは営然であ る。そ こで双方共に都合よ〈

建築的にま k めるのは技術者? こる建築家であり設計の責任もこ〉にあ る。従来のもの〉大

方は無責任なものであっ fこから良い競技場は向現せぬのである。この結双方の満足するや

うまとめるところに設計者として の i則前が認めら れるわ りである。

2 .  競技の理解

ゐ ｩ 技場を設計 するには第ーその ［Ｚｩｪ ｾ t支に充分な る王ill 加がな くてはな らぬ o 野球はいj うする

ものか、何ういふ場合 に何底力: 興 t  

味の中心となるのか、ラグピ{ は

何うする のか… … 各そ の演せ' ら れ

る競技に封し充分の追Jl. 解を欠いで

は良い設計は到底望み難い。 それ

は競技場の場合に限ら ・争ホテルで

も病院でもカ フェ戸でもす べて皆

然りで、そのもの〉機能を知るご

とが肝要である。

第 16園 ι 花園 ラゲピ一場

3 5
1 X  



会、 t:A'  ｾ ム l!l .. ・a. ・贋..・

第 17圏花園ラクビ一場メインスタンドプ弓ン

第 18週 間 上 院 衣 室

3  興味の中心移動

「興味の中心 」 とし、 ふ言 ｾは逃亡

tM:劣かも釘1れぬが要するに制裁の

flNが腕笥的に 一貼に合するもの旅

烏ｾを指すことで ＱＱ 史りに 「 興味 の 中

心、」 として世〈。この興味の中心

が移動範悶の大なる jbt技場( A) の

場合に槻究 j市の位置、勾配、距離

等を最 も考慮せな げればならぬ。

水 j-. 統技場に於てはこれが最も附

剥l である 。これる? 満 足に JI l ( 倣へば プ ランが起にし〈 燈形 になる。

4  競技時間と方向

大抵の競技は主: 聞に行はれるもので日j も午後の時聞が最も多し 、。殊 に優勝戦は殆ど午後

円淡前 に限られてゐる 。そ れ故メ インスタンドは日光を 背にして プレ イヤーに差支へなき

似置と高さを保つことは極めてムヅかしいことである。花関ラグビ ー宅街はこの鈷に附心し

I X  3 6  



第19園 プリモ・力ルネラ釣トミー・ルーランの世界主 量 拳爾 ｬｾ 塁手徳大曾場

たが それでも フイ { ル ド牛分をi法にす る。幸 に冬の弱い横防fごりにプレイヤーは許して t

t1.. てゐる 。

夜間競技の際はま た その照明法が容易でない。( 8 ) の場合は比較的簡単ではあるが水泳

場等にな る と 水 中Ａ照明は全然許さ れす 上方から ｭｴ す と Ｑ 皮 の反射があ りま ｴｾ 研 究 すべき問題

として越 されて ゐる。世の 中力;進歩するにつれて次第に夜間競技が増えて〈るから 今後こ

の種のJHt 明法が良市 目に攻究 されねばならぬ。

5.  車用と利用

競技場は一種類の競技専用でな ければならぬ。例へば野球場では野球. 蹴球場では蹴球

が行はれるべ きであ る。陸上競技場 を蹴球殺用に遺る 等 は良 〈ない。アメリカでは多〈こ

の例はあるが アメリカン フットポー ルは特別のもので日 本の如〈 ラグピー やサ ッカー粂用

はよろし〈ない。何となれば、それがにめフィール r競技の位置があまり 遠 〈なって陸上

競技の興味は牟減する。野球場で卒策でラグビーを行った時代もあったが競技が進歩する

につれて策用は不可能となってくるのは嘗然で ある。しかしながら同種のもの或は観覧席

のプランが類似のもの ':.tこめ lこ利用するこ主は寧ろ良いことである u ラグピ ー場でサッカ

ー・ ホッケーを行ふのもよ〈庭球場で、バレー、バスケットボ ー;1. { e 行ふのもよい。殊に

相撲場金拳闘犬舎用 に叉そこ で剣道. 柔道或はレスリング、フェンシングを行ふことは誠

に首を得たことである。

3 7
1 X  



都 市
x ¥ 

ι コー

闘
I..[? 

」 運 動 場

椎 原 正
ハ市

1 は し が き

「遊び」は児童の生活 の金制 であると同時に遊び場は児 ｬｩｾｾ にのみ呼ばるる運動場でもあ

る。 j笹涼111こる青年の活動的休養顎は原始的の庚場から始まった。成 人の戸外休養場廃は狭

義に云へば庭である。

遊ぴ場、既場、庭 、いづれも身心の動的慰安休養に資する 場廃で公衆的利用から云へば

公園である。

背の公閣は 二トー侯、士1- 族の庭l羽若〈は前lfi j社{ 弗閣の境内の開放から生れ fこ観賞本位のもので

あっ て、共庭には子供の矯の遊戯場 . 大人の震の運動場の一隅 も配置されてな かっTこ。

然るに最近造営され? こ都市公固 には、共の施設の内容 に於て隔 Ilt の観のある事は素人 t

云へども肯定する事が出来るであらう。

即 ち其の数量の増加と云ふよりも其の機能 に於て 、持しく明治時代より 大疋以後のもの

は一段の能率を主告げて居る 其れは昔の公闘がいづれも 静的慰安休養を求めるもので 、庭

閣は勿論公園 にすら等しく槻賞、享紫、修飾を主なる目的 としてゐ? このであるが、現代の

都市公園は各問主も先づ健康を棋株主して市民の健康榊進、開育の向上{ t > 第一義として観

賞、草: 紫、保健、衛生を第二義とし、都市美観修飾に至つては街路並木を以て満 足される

じ=' p. つ?こ 。

これが篤各同共慨賞本 j ，'[ のノト迄の風致的公闘 を改造し? こり、蛾築して運動場や遊戯拐の

ヲピ宣告＿計って居る、きれば現代は公ｼ羽即ち ｾｬ ｂＢ ￛｊ 場 の 慨を盆するに烹つに。

例へばｾ逸に於ては大戦後運動場の餓築の震には岡ブ ｊ の疲弊 にもかかはらす ・運動壌の蛾

築のtS; に多大の峨牧を. j ; } 1 l つてゐる。

吾が問に於ても明治時代に/ " 1¥来 1: 公開で建設首時のプランを有してゐるものは 凡 らくあ

るまし、。

是は賓に同氏鰐育の稜主主の上より云って! 伏ぶべき珂象であり、大衆の鴛の公閑が大衆の

要求 l 二割して禿分' i . 満足が得られる |人n手の もの となって行〈のは首然の事である。荒し都

市 公|材 の目的は蓮助問育ばか りではない、之と針} '1: 的な休養とヱミふ静的の一商は者11市公開

の ifi ーってなる fJ t 命の一つである。故に公闘内の運劫施設 も或 る限度を必要とする。即ち公開

の極類に依る地設の: I ，IJ 限も勿論の事であるが、? 運動場は大衆的な ものが必要であ って、専

門 技術運動家を封 Ｉｈｾ しに 競技場を多 〈要せないのである。

1) (  3 8  



) j ]1' 1ーとして純然 1: る競技場

を設げ て公闘と有機的に可j，:

ゴにさ せる事になっ fこ。なほ

1; t!. ￯ ｪＧＡ遊戯場 も兇 ｬ ｩＧＡｾ のｬＱｦｽ育場

として澗立. し? こ兇 _i i¥遊岡を

広げる事 も1必要である 。( 第

1 陥l参J ! の

2. 海外の現状

1i 代 ギ リシヤに 於 ては剛

毅愛問の精神を養成 すベ 〈

問民を獄、111l J的 に敬義場に 入

れ、 之を練腐 し而 して都 市

に於 ては土地の 1/7 't: 運動

競技の目的に供してゐ ?こ事

は 吾 k の夙に聞知せ る事 官

で あ る。明代に於て同様な

方針で努力を惜まねものは

北米合禁止問及禍ｾである。

次に其等の内容に就て1 : 11

介 して見ゃう。

ボ1寝台g 公団系企完関

第

p

州

市

俄

古

市

孟 ｭｾ 阜 筒令 司ｦ 王 ｬＧ 品

k.. ｾ ｦｊＮ｜ 園

鳴 き込
公

:司

。，、 世 @

宝叫主軸ｾ民
&盛与助d ，)

"， ...  定， ￞Ｎ 叫 勺ｾ ｾ曲 。
‘ 日・s、 百 出 @  

コ

系

統

図

。

。

与.: ! {¥: ' 1! : _・ふ I Ue... 、

1  北米合衆国都市 公園の分類

J .  f{I[ j蕩

2  児支遊戯場

商 積 2，!'i OO 坪 Î I外

有効宇係 4 分 ノ l 哩

7 才以下の幼和 問児 }  

14- 5才以下7才以上男 ト :3 [高分の別 あ り

耐 火 J

ＺｾＮ＠ 近隣 公 閑 ( 休養 セングー )

3 9
1X  



. $OUTH  .. " " . 印刷同抽 酬 明S

A R MO U R  S O U A  R E  

1
1  

I ヒ二ゾ| ご24己 己j

面 積 IO，0¥1O- 3 0，(I(l () 珂=

青 年 . 大 人の運動競技の

自然欣態の公園都立叉は

市外に院大の 而績を! 日め

州立公闘が常に代る 事a )

200，000坪以上

保有地或は森林公閑

4三哩

3  ｾｊ ｉｬ＠

何海湖畔等の水浴場

:t1E隆運動場

有効字問

有効宇筏

大公悶

面積

目的

4. 

;). 

G  

」

"  
占 . -

的
。

d

】一

ま

の

運動競技場ゴル フ 場

!: 日米 利加 の巾 fすの 運動 場 ( シカ ゴ〕第 2 1叫

動物同

是等の公間内の中で最も問

題とされてゐる事は児車遊戯

樹林間

街闘及公園道路

教育的休養地

植物闘

7.  

8. 

場 と近隣公閣で 、都市公闘全

面積の三割乃至四割充つぺし

主主張 されてゐる程こ の種の

公闘にプJ f t ' 注いでゐる o i前最

近にヨミつては規模の大なる「

れて県る 。これに劃して は他

主として児童遊戯場及近隣公

闘 に就 C記 する 事とする 。

芸大にアメリカ の児童遊戯場

こ〉では

スタヂオン」が盛ん に建設 さ

日に譲ること〉し、

、 τ 、円 、 ｦ ｩ ＨＧ｜ＺＧ ｾ

l，rd. ' い

て

υ

v《

5

4
，

ド

A
r

h

M

3
『

と
旬

、

o

h

Y

H

d

J』

及び近隣公園 に就 いて述べて

見 ょう。
運 i!i1J官官( 位 保祭 2 、 プール 1、更衣場及f止交家 を備」、)第 3 問

I X  4 0  



児 童 遊 戯 場

兇 ＭＮ ｩｩ Ｚ ｾｾ 遊戯場に就いて最も早〈

着 ｉ ｉｊｾ しに のは英闘である。是も

資際的に活用し張主主せしめにの

於て児A 遊戯場の起iJ t，iは 1i  111;  

公有地に設りられた設備である

紀の初期にニュ ーイ ングランド

ア メ リカにはアメ リカで める

セ Y トルイス市カーロ y デレ トハイト ;lli動場 にil : ける

徒渉池 〈フIく深 1 ｾ火乃至 Ｓ 吹 ｬ 日 Ｑ [到 i先i依す〉

第 4 1凶

1634年ポス トンに於て公有地を

児童遊闘 として設備し 1821 年

より 18i l U 年の中に ニューイン

グラ ンド及びニ ューヨー ク市に

沼守

電 時 t・T 宮

3[  

"t ｾ・骨子Ｎ

十干4

0  
:0 

d、

"  

ーー・ー ーー ・・・ーー一。
， 

.... .. ‘  

d

e

・
e

・
-
-

市 俄 古 市運 動場平而悩l第 51舗

I X  

41 

於て，}、早伎と連絡して屋 外鰭操場を設けに 。1868 ｾｆ ボス トン公 立 小 摩 ｦ 校の校庭 には 間接校

と込ｾｾして 屋 外遊閣を 設立し に。是は将 来の児童遊 ｼ 剥 として 可成 り有効なも のであ る 。



第 6 1品| ュ ｹ グ Ｗ エル ｹ ハイヂー の ｾｾｄ 己 生 年同

:' P O QT Pl 舟ITZ J UNGf Em- I HEI OE 

例 ，:I } 1 1 A 8 .' 唱。。

三5 c o5 i 事量 軍 司 - -

見 ｩ ｩ Ｇ ｾｾ 遊

戯 場 の 起

SAl として

被も民 t

tJGめられ

にものは

ポ ス ト ン

で設りら

れ?こ砂 瑳

( サンド

ガーデン

〉で あ る。即 ち 1885 年

マサチ ユセツツ のパ ー メ

ンター街の時拝堂の; 民| 人l

に砂場を治って多 〈の子・

イJI:が組手事堂に H¥J市しでは

遊ん ｦｾＧ 。官時の施設は極

め て間車な もので砂丘と

木製シャ ベルが伽へ られ

?こ に過ぎないが、 この制

県は橡想外に良〈更に ? ー

ケ jりIの砂反正念巡 るまでに

ー一白ーーー_. . . . . 3'. つに。営l侍は! 品: 作者 も

なく近 隣の姉人が ｾｩＦＧ ｾ 干し

第 7 1，;:' ¥ 同 l の;1ll illJ J場 てゐ f= Iこ過ぎなかっ f= 。

この施設 が 児l ii の他康強化 に及ぼす影智の甚大な るを認めら れて 児 ，iii 遊園の端紺となり

今日の如き Î- j客の完備しに 世界に1むを市ーれるものに 鑓越して来 1: のである。

共 の経侍方針は次の如 〈 で ある。

A- 管型経営者

豊富な財ブJ と丑1¥併力のあ ること。

B.  4立 置

壊主ｾな ｬｩ Ｇｪ路 に ｬ 討 せす掛か な償 問 ｊ｢ 曲賞とし 、 併ーも森友 Ｚ 秋冬利用 ＯＺ ＱＱ 来る 応

C  簡 積 l ，OOO- 3，UOO坪

D  秋谷人民
fi U- 2( ) ( ) 人

IX  4 2  



E 指 導 員

F 設 備

熟練せる指導員 2 人以 上

ｉ 品 Ｑ 桝な外柵 ｻｴ 位 ｪ らし入口は管翠 ｈ の者 ＱＱ 合上 Ｒ ケ躍を ｪｲ 当嘗とし内Ｑｊｦ Ｑ の自動閉鎖扉ｾ￠ＧＺｴ

げる、商騎 2，000 坪級のものは| 列昔I1 {t 大自由殿場と jiJ 児運動場女児運動場 、幼児

運動場 に分ち遁営な位置に二階建児童舶を設の る. 航は 屋内運動場粂詩話室長船祭

読 ともなる。 大厩問 、更衣室、食堂、男女別の便所、洗問所. 指導日家を階下に

誼き闘 ii 安. 手工室、集合室を階上に設ける。

水泳場及幼児の徒渉他を設置する 場合はこの館に接して 置 し 更 に男児k 児運動

場 . 幼児遊戯場には次のまnき遊具運動総を設備する。

( イ) 男児の部

ペースボ ール、 フットポ ール、スケー チング 、、バスケットボ ー}l- . 鰐繰具 、廻特柱、

アラン コ、卒均幕、4弟子聖子 k 滑り帯、7k卒梯 、餓様. 共他

( ロ) 女児の部

プラ ンコ 、 シー ソー、 バスケ ットボ{ ル . 卒均華、消り 華 . デツト ボール

( ハ) 幼児の部

砂箱、木j守、煉瓦、腰掛附プランコ. 共他

共他闘内 に飲用水泉 、手洗場、休茸亭叉 は藤棚腰掛 {t 設げる。

1，000 坪級及びぞれ以下のものにありて大韓児童館 を設げる、大型の閤亭を建設し

共の一隅を管理場 とし残りの成場は講話室ともな り手工室 ともなる. 雨天の遊戯; 場

食堂 ともなる 。

なほ前後の注意としては国内の美的要素に就いて Y ある。即ち 闘内佐美的 にJ&抜ふ

事によって 闘童の心に影響を興へ 、品位高f材、箕面白 な気分 を'.'1こY よはせ良 〈管引

きれ美しき感じの する遊闘を経替する 事が出来 る。

2. 近 隣 公 園

是は公園組織の本轄 となるもので地方的人種の運動に供せらる賞用的の公園である 。

きれば数多 〈を必要とし、市内人家澗密度の区域に是 を設り市民をして時間のか〉ら

ぬ近隣になければならない。

前にか〉ぐる第 Ｒ ｾ Ｓ 闘は この種 の 米閣の標準的近隣公園である、面積は約 ＲＰＰ 坪

内外で左下方 には 400 mのトラックがあ り、 上中央には婦人専用の運動場があ る。之

に依 り米閣の公園設計の原則なる婦人の偲育は必十之を男子主匝別して行ふ桜にする

方針が推賞さ れよ う。之は誠に安営な事 でそ の理由は単に荒恥心によるばかりではな

〈純開育の専門的見地即ち女子の開育には特別の組があっ て→般の観覧の 下に行はぬ

方が良いと考へるからであ る。

之は濁り米閣のみ ではなく濁逸に於ても賓行されてゐる 。
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更に料J待

すると 右

下方 には

腕し、芝地

が設げ ら

れ、テニ

ス其他?キ

積の運動

が問来 る

様 になっ

てゐる 。

叉左上 }j

lこは何れ

の公| 刻に

もある競

技取附凪

fil' iがあ る

この中には ｙ ｾ ｫ＾ Ｉｉｊ の 惜操 場 及び 更 衣 室 が 設 げ ら れて ゐ る。 共の Î J部には水泳池があ る。北

米では水 泳 池 の Ｑｮｾ い近隣 公 閣は、 皆 無 ｩ e云ふ! 原則が此彪でも示されて ゐる。此の水泳池は

多 〈の ものと 同様に 冬季に使用されて ゐて綿て無料で提供して ゐる。( 第4 憧l参J!(( )  

運動芝地 lこ而 して本館がある 。本iiff には I断舎安 、集合袋 、食 堂 、事務家、指導者住宅.fdl

究室長等がある 。米間の開挟間の普通の犬さは 20 m e  
40  mの方JI予である。そ してこ のF11

内にはコルク 敷の競走路が設 げられて ゐる。( 第5 闘参照〉

以上が米問 の都市公闘の現況で ある。

2  濁 逸

捕逸は世界大戦後特に 問 ｬｾ の 開育に力を注ぎ、都市公闘の外に純公園 ｔ こる線地計 葺 に 大

なるブ1 を悲しっ、ある 就 中市民の運動の震に 都市計繋法は市民 1 入賞り 3 卒方米/う?p.日

平方米の緑地を充 首 ・する準則とな ってゐ る。 共の 中でも 悌育 ｾ キ Ｚ とする公 民公闘の 稜 遊 は

度[l' i る幸子し〈、 老若YH :の別 なく之を利 111して ゐる 其の模範的 なも の としては シヤルJ l ツ

テンベ ル ヒー ベルリン のユ ング フエ ル ンハ イデー図民公閑がある 。 これは大競技場 fこる性

質 を?千すするも ので年 ろ大開休芸場 t: る性質 を多分 にそなへて ゐ ろ。' O! ' し普通の散策場7二る

に! とま らすして、身開鍛錬に3討する J模紅的の施設が優秀 なる造問術 lこ依って巧みに設 げら

れてゐる 。

I.X  4 4  



第 6 - フ圃 に示 す如 〈討然の催の森林中に 各極のスポ ーツ場 b; 集合配置さ れてゐるので

ある。 主車111 に沿って大地があり. 其の雨側 に浴場及び休養場が設げられである。そして湖

水の中央には美しい橋が美しい島にかけられてゐる。共の烏の小児の保養上の芝生があ り

共の周りは純水や花壇で取闘まれてゐる 0 '臼の南方には野外劇場が芝生に設げられてゐる 。

市北の軸 に沿ひて数ケの成大なる運動芝生がスポーツの練習に供せられてゐる 、共の一つ

には競技場が設げられてゐる コ

共の他是等に似たものでフランクフルトのスタデオン( 第 8 困参! ! ので . 面積は ilO ヘ

クタールで市街を去る事遠きに過ぎるが、大向然の森林中に設りられてゐ る貼で非常に造

| 判的に見ても問題となるもので大いに注目する償備がある。

3. 我 園 の 現 況

欧米に於げる現況は以上述べた通りであるが . 之に針して我岡の現 !! K { f 考へて見るに肱

米 の それと少なからぬ相違がある。 株 に近隣公闘 の 企ｦＱｾに主つては更に共の感を深＼ :-する

ものがある 。僅かに大阪の扇 IUj 公 凶 ( 13，000 絵呼) 東京の綿糸公園 ( J 6，りOU 僚主n がル

、是に近いものであるが未 ｦｾＧ￬ 梢ｊｊＡＺされるものではない 。

之に長! し兇童遊戯場は最近に至って遁られ f: ＱＱ 月治市 中 ＧＱ Ｑ ｾＱ の虫ｦｉき内容の充慌しにものが浩ら

れるに" I " : つ t: 。尤も児童遊戯場が我問で設 げられにのは l明治 44 年東京の淀橋有隣国を以

て始めとする。現在この! 主|は中之山公園 ( 大阪) 、日比谷公園( 東京) などの如き不充分

な|人l千手のも の よりなほ遥かに其の施設 に於て劣ってゐるが、この種の枇合事業 として|事|惜

の手でちf力してゐると云ふ奥山で而も草分であると 式 ふ功努 に依って特筆に似する。

む す び

J ' I . 卜. に依ってゆ〔米並びに我閣の都市公闘と運動場の附係を簡箪に述べ? こつもりであるが

結論として更に是等の雨者の側係を概括的に II") 考して見るに、時代の推拶に 依って近代的

都市公凶は運動場と不可分的な閥i併を有するに至つに事は挺ふ事の出来 ない事官である。

即ち都市公園計輩に際しでは競技場、各種運動場、児童遊戯場は重要な翠位となり 、従っ

て都市公闘なるものは是等をその有機的組織の下に置 〈事に依ってその機能を充分に強揮

する事が出来るのである。故 に今後に於げる我岡の都市公園もスポ ーツに劃 す る大家の七IJ

'債なる要求によって陥米のそれ等に這従して行〈のではなからうか。

4 5  I X  



ドイツ の森林 運動場 ( Rosen- ｾｬ ･ ｲ ｳ･ ｢ｵｲ ｧ 附 近〉

F イツの森林巡動場 = ( Aachen)

山 4 6



屋内プーノレを附設した瞳育館の一例

￯ｾＧ 茂出甲午民 ＱＩ

ま へ f)- き

認に謂ふ「開育館」とは、アメリカの “ Ｈｾｹｭｮ 剖 ｩｵｭ ペドイツの Ｂ ｔｬｬｲｬｬｨ｡ｬｬ ･Ｂ に相嘗さ

せて 、筆者が従前ーから用ひて居る、昔の「トI:j天韓操場」乃至「屋内簡保場」である、尤も

アメ リカ流の Ｈｾ ｹｭｮ｡Ａ［ ｩ ｵｲｮ が 主 として各種のｊＮ［ｒ戯等の 競技の 震に用ひられるに比し Ｎ ド

イツ流の 1・ur uhall ピは、北肱式の「開操」向 きに附来て帰 る様に J担、はれるので、般し く云

へば、この雨者をひっ〈るめて 「組育館」と 'li f- ぶのは無]'J I1. かもタ11れぬが. 筆者が従来取扱

って来1: 此種の建物は、概ね . こ のこ様の用途に殺用されるも のであったので . その問問

に不便も感ぜぬ催に、 誌でも「帽育{ 市」の用語を許 して民う 司i にし1: 。

ヨ たに、本稿は、限られ ｔ こ紙敢に ｾｦ しＮ故らに分り切っ ｦ こ ー ー般論 告＿展げる事を止めＮ研究

には 些か好い費料かとも思ふ故に Ｎ 一部は 他 の 雑 誌等 にも紺介 Ｑｾ げはしであるので少し〈

薫複の嫌ひはあるが、端的に質例を提供し、設計と施工とに就い て、回 途としに黙二三 を

泉げ 、民つ之が寅験の結，! ，l . ! : { f 調べ 、読者の御批判を得? こ いと思ふのである。

l !1lち資fJ 1J e  ｾｩ Ｎ＠ 11付来日 4 年か ら6 年にかげ で建てられた「第一東京市立中事校」の鴨育耐

とプールとであ る。

工 事 の 輪 郭 ( 幽及び潟箕参照 )

工事の場所一一

九段阪上、本特舎への哨おL ご方道路、- J; 運動場に接する 。

建物の目途一一

中等感校純度の 、中ろ. f. ; R戯{f: i =: と する姐 育館、剣道場( 柔道場は在来本校舎の - 自i

に包含して既に建て られで ある) 、 夏冬 を泊じて使用し得られ る以内プール、及び

之等に附随して来る諸室等. 珠算の闘係 もあ るが . 相営専I"J的訓練にも使 j付し得ら

れるものとする、叉外部と の試合の類 にも不都合なき様、且つ時に は特殊な外来者

にも公開する事が出来る事を要す る、因みに本校は一事級定員 50 入金標準とし 、月

易保年 . 20 皐級編成 になって居 る。

設計櫛要 一一次表の通1 ) . 納. 構造は全部蹴骨鍛筋コン クリート である。
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「 一

fui Ht ( I W)  

地 中 断 階 2  階 3  階 昔「

主主 名

~ 

昇降口、階段示、1・l
94. 8  

j比
民日 下 J

外 来 利 入 仁1 i  
12. 6  

y瓜
I司 受 イJ 8.1 

手土 J': lli tを
河二 3 0.2 

f (  闘 み
2 7.7  

長〉 4句 立工
5. 4 

イ児 I抗 9. 0 187. 8 

車11

jjl J  出; JJJ; 194. 7  

道

r，司 控 !猛 52.9  

Ii' J 更 衣 去十: 録 制 下 52 .9 

場

いa ｾ Ｎ土 問 ｩ j宗 家 17. 1  317. 6 

位
τl ムjー 十宅hロs  

1世

同 2持 ー只
:手・

45目。

脊 同 更 ヨ伝

"" 

65. 2 

同 苦 言 普 株 主
10.6  

揚

同 階 段 +: 30. 8 653.4 

プ.

ノι 上 書記

[i'l] 更 衣 討す 46. 2 

IITJ シ ャ ワ ー討〈 : <6.2 

i地， jIt¥ ｾ 災直中 ・ 45.3 

ノ"

入 1-1 、 附 段 前 15. 6 15.6 550 .5  

f息
593 2  75. 8 1，709. 3 

j二子に之等の室 のn:1の所謂動紘闘係を . 便宜上随l示して見る事にする。

前 lこも云つに通り 、こ の

慌育館は 、外来者を相蛍1飲

迎 す る趣意であっ?二 、特に

プールは、 かな り設備の充

官しにもの ｲｾＧ けに 、 Ｒ Ｎ 聞の

使用Tごりでは勿鰐ないと云

ふので 、夜間や休日などに

は比較的低廉な舎貨の下に

合員終l識で外来者を入れや

うとい ふ事で、 その話 、上

岡の様に 、外来者の動線と

云ふ 鮎も ｊ 苦 慮に入れられにのであっ ＱＺ 。こ のＡ助線闘を見る ｟ｉ Ｍ Ｎｉ 二、特に狩 Ｎ怠 す べ き鳥ｾＺＺｴＧ 基 幹げ

，x  4 8  



やうなら、

1. "吋交は 、ま'11.由あって‘ 各

思級は{I 川宵の普通教宅を持fこ-t.

総ての数告知立特別敬告をであり .

ｾ ｆＮｴ ￋ は 、 時間表に従ってＮ毎時

11¥1、' F1 の敬宍そから乙の敷宇へと

移り歩〈形式になってＡ計るｾに

谷戸l の技ヰ作品を;格納すべきロツ

カ{ を持って属る 、こ のロッカ

ーは、采剣道の道場着を始めと

して、一般の運動シャツ類をも

牧め得る大きを持つ矯に . 骨11育

前 Ｚｉｘｾ 設に首って、特に多数 のロ

ツカ{ を? 設げる事を省111約十11 ｾｾＱ こ

のであっ fこ。即ち、プー ル用ロ

ッカー Tごりは、外来者のも の と

策ねて、相営数を設備したので

あるが、その他は、儒育苦言‘ 剣

道場に射し、主 として外来的こ

備へて、比較的少数を設げた の

であっ 1: 。

2  外来者の中、プ ールに入

る者fごりは有料なので、特に外

来者入口を設け 、_. k 受付口伝

通る事にし? こ。

3 .  生wも‘ 外房長者 b. プー

ルに入る者は必らす・更衣告から

シャワー容を通ってからプール

に入る事にしてあり、之は Ｑｾ｜ ｾ

プーJ¥.. に泥気や岐を持込まぬ f誌

である。プ ール に 入 ら す そ こ

のガレ リーで見物する者は. こ

の)11員絡 には慣れすべ二、直ちに階

段 i ff-I.ってガレリーに H1 る嫌に

局内 7 ・- / 1 . を附設した鐙育館 f 第一: uf J;r 市立中製校〉

世1 1守 場 内 部・〈 向 上.)
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しにのもその矯である。

4  動綿は総て師路は往路の逆になる。但し、プー J q二入る前に使所があっ 1=ヵ: 、制路

に 之 が 省PI持されるのは勿論である 。

5  骨豊育場. 剣道場. プール の 3 者にf -J し. 剣道Tごりが正訓であり. 他 は随意科 である

ので使用時聞が簡突して動 線 が 甚 し く 交 錯す る泡: れはな いので・あるが . 室の配也は成る べ

〈之 を越げる に努めに。

6 .  ｾ 豊育携の棟と Ｎプー ルの棟 とは 、事情があって Ｒ 期に分れて工事 され＿こ 需に 、 済開

日夜 と沼過室とが離れ1= 札 断 面 聞 に 見 る 様 に 、 教 的l控室 、 シヤワ { 室 、プール刑! 1! 衣安等

の部分の天井の高きが無用に高 〈なっ たりし1=のは遺憾であっ 1: 。

7.  この外. 運動場に闘しTこ側に、バルコンを設げ? ニ。 昇 降はその雨端の階段 2 ケ所に

依る。

設 計 及 施 工 上 の 要 駒

世 育 場 一 一聞 きは、 内法でが-J 16. 30mx27. -l 0 m天井高さは銭背・トラス の 下端まで 6.70

バスケットポール

m 即ち、 銃i球の競技を主眼として定め、正規の棋をヲ| いて、その周囲に 2 m 以 上 の 袋 地

主? 残し得る様定めた。窓は二方の側光線とし. 床上1 . 90 m から 上に 2 段 に設' 1 . 通 風lて

オペレーターを111 ひる全廻縛障子とし、叉、態とトップライトや妻側の窓を避り、その紙

面積 は床商積 の約 ＱＨ ＴＮＵ に 蛍る。床は大引を コンクリート版にボ ル トで締付け‘棋太ｾ

架渡し? こ上 町防脅材炉提ヲ官、床板は米除厚き 2c m のものを下張主しTご上に橋板! 字き吋吋

帆 2を 吋 の ものを以て 二w. : 張りと し1=。壁は 、床から 1. 90 m まで特に板張 りとし、以1 - .

は モル タル 塗の上 に白セ メントを スプレ ー し1=のは 、天井岡を トマテッ クス張 りと し1=の

と共に青f響効果上告会事事時聞を短縮しゃう とす るに在った ので あ るが. 賞施の結果に見る と

まt:' 之でも吸脅材が不足して照 る様に思はれる。猶. 試合時の観賢の篤に、大約 120 人 程

を容れ得るガレリーを一端に設げに。次にこの窪に固定せしめ t=設備を皐げて置く。壁際

柱 聞 に 市ふ て、ポール棚 . 肋木 黒 板 ; 妻 墜に沿ふ て フオーム矯正用の 鏡、移動式の指師事:

天井梁 下端に名 種懸垂 運 動 用 器 具 類 取付の需の錨管 5 本、能球練習用ゴ ール 4 ヶ所 ; 床 商

には規定に従って能姑ー コートを隅 2 吋 の白線で拙い? こ ; 隣室階段室には水平手手洗所 、3 階

更次室長には銅製ロッカー 50 人分、パスケット棚，蓄音務室からはギヤレリ ー上 に向って

一 一照外運動場に向ってーーのスピ ーカ { を設げ Tこが、之は其後官会り使って民一るのを見な

し、。

創 ｾ ｴ 草場 一 一ー道場 ｅ 味の ｒ 貸さは内法で約 ＱＱ ＮＴ Ｐ m x  16.6，) m 天 井 高 きは梁下端まで 4.6け m

床 医 積 拘 180 平方米. 一号待級定員は 50 人故. 25 納となって一時に自由に鍛合ふ場合に

は極めて狭いものであるが 、賞際使用にはさういふ機舎は無いので 、之で事足って居 る。

向 って正面に床の間 . 右 側 2 列の桂に挟まれて控 席、左側同様の空地は、廊下粂更衣室と

1) (  50 



なって居るが、道場とこの廊下との境には廊下の方から使用せられるロツカ{ が並んで居

k 現在は殆んど全〈廊下として働いて居る。窓は雨側二方光線で床上1 . 85 m 以上、 面

積はこの柱聞を合んピ金床面積の t に過ぎ争、 特に 一方の窓は屋外‘ 運動場に商し?こバル

コンの蔭になるので. 総慌に符j暗〈、通風亦少しく不足のJ惑があるのは残念である。逝場

床は 、首初柔道場に於りる虫川 、稜僚を使用する考へであっ1: が、優良な殻僚鋼を得難〈

ｅ つ此種構造上各種の ｾｴ 知を解決するに必要な経費が無 し結 局苦しまぎれに園示 スケ ッ

チの様な構浩を考へ出し1: 。即ち、栴 5 寸丸太の太鼓に落し? こものを大引として コンク リ

ート上 lこ約 9Cc m聞に併列 、ボルト締とし、此上に同材の長さ約1 . 20 m のものを千鳥に

架り渡し芸大lここの第 2 の大引の張問中央駅に、相正 Pc m角の長物を架し、更にその上に

同材根太を配したのである 。比較的強靭な檎材の弾性を利用し、E つ枕木献に積重ねる事

に依って上下振動の勢力を吸牧させ様 と云ふ諜であっ1: 。勿論施工前見本を作 り、各種の

テスト をし1: のであるが 、そ の後 、剣道師範の意見に 聞〈所に依れば. 護保螺旋などを使

つ? こもの冶様に極端な開力が無し足営りは誼営であり、叉、嘗初恐れ? こ様な弾性の老衰

も認められぬといふ事である。床板は、米松板筈 ｉｊ で下張りをし ＱＺ 上、之と全然縁ｾ切って

杉板厚 さ 2. 1cm のものを傍突

付とし竹合釘で綴合せ て置いに

のである。壁は床上 1.80 m ま

で板張 れ そ の上は帽育場同断

ｴ し、天井のパネル Ｑｾ げはコル

ク粒吹付とし1: のは勿論音響効

果を考へ? このである。猫、控席

床 ＱｾＧ けは通常の ＡｬｴＺＮ 敷である。剣

道場への固定しに設備は、妻側

壁 に黒板、開育場の夫れと同じ

い覆扉付鏡、時席に 3 段 96 人

分のロッカー ; 廊下粂更衣室 に

4 段 200 人分のロッカー. 7]( 苓

手洗所師範室にロッカー 4 人分

等である。

ブール一一庚さは 、帆に於て

2 m のコース 4 で 8 m長 さ 25

m 深 さは 2. 20 m、3.00 m、1. 70

m 1. 25 m. この全容水量約 398

立方米の所調スプー ン型とし、日本水上聯盟の競泳用プ { ルの規定に出来る Tごり合致する
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事 に努めた。 即 ち、25 m e 云ふ コー ス長 さの公警 に就 ては、長き に失する 分は 2，月00 分

の 1、短 きに 失する分は 5，O(l 0 分の l 以下とし、コースの雨劉壁は完全に垂直に 、コー

スラ イン 亦完全に卒行に 、E つ問問は疋確 lこ直角なる事を要す るのであつ に。 その慌には

if¥者身濯で最 も信頼すべ き測量技術者主認められ る市の橋梁課首局を煩 し、泣形から鍛I l 7j

コンクリート 浩のプ ー; L - 壁慌に中 心 を移し. トランシ ツトで絶えす・精特・にi ! { l l定を制り . 特

に コー スの長 さに 就 ては 、壁面を艶f自の契掛タイJ L - ＡＡ ｉ ｾ とする 闘係上 、 葵の 掛 りやう に り で

も 多少の誤義が ｉ ｊ ｾ る の で 、 タ イ ルの選別を蹄重 に し 、 タ イ ル ｬＡ 占 の職工を選ぴ 、 現場使用の

ステイ { ル ・テ{ プは水上聯盟備付 の ものに合せて是正する 等かなり苦心 を拶bつにので

あっ1: 。これ程ま でに j輩格 を必要 とす る王11l. FJ l は筆者の虫fJ き素人 lこは理解が /"11.来ないの であ

るが、兎も 角以上の様な資力の結果、完成後聯盟の測定に依 る し 4 の コース長 さの平均

が 25. 0045 m 、即ち公室長 +0. 0] 8 % と云ふ事であった。 防水法 としては 、餓筋 コンク リー

ト聞を出来る にげ水特 に、 且つ作業組手を努めて 少〈しに」二 iこ、アスフ アルト 膜を施 し、

之を更に銀筋 コンク リート 唐で抑へ 、最後にタイル仕上と し1: 。因み にタイルは 、プール
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ｾＢ ム ・ ｴＱ タ ー

内面を白色磁質奨掛三六角 . 浮津港の手掛りは同品異型 もの. 周謹の歩み縁はカーボラン

ダム入モザイク ・タイル及び異型アランダ ム・ タイルとし1: 。プ ー)1. .内面 に就てはこのタ

イル で成功し1: が、歩みの絡は、硬〈て似体の恐れなしスタ ート 等の際指を切る様な事:

の無い結は成功であったが . 何限足蹴りが固過ぎる感がめるのは一考を要する。摘、プー

ル深きに就ては、ダイヴイングが 3 m 高さの - T' i l l t. : ' けと云ふ 、つまり 殆んど競泳専用プ

ールである事から、最深部でも 3 m に過ぎないのである 。次に このプ ールに封して上家

は. プール周溢に1 . 30 m 乃至 3. 00 m の歩みを取れ天井高さは前記飛込去の高さから

して 6. 00m と定め、採光は主としてトップライトに依 k 総じて特に冬期使用時に針す

る考慮を主として設計したのであった。即ち天井は 、冬期に室内外の温度差 一一最大 20

0

C 位までと仮定されるーーに依ド プール水面から上昇ーする水蒸気が最も露化し易い場

所である鴬. 露出に主主せ しめぬ機計算の結果. 最外側から云って、
j与さ 2cm のモル タル

10cm の火山砂利コンク リ{ ト、 アスフアル ト膜 . 10 c m の館筋コ ンクリート 版と し. 室

内仕上は最初Ｎ専ら保協力の貼ｾ重硯して茨化コルク 板 をＡＡ占る つもりであ っ たが、 Ｑ ｍＺ気 に

3討する保有力に自信が持てす¥而もその割合には高債なので断念し. 保温力、軽量にして

且つ取付法簡草なる事、水協に封して安定なる率、出来る Ｑｾ ｴＱＱＮ汲苦力に富む事、その ｩ 遜で

明る〈且つ相営好い色1芝公持 って居 る事、成る ぺ 〈廉聞なもの? こる 事等欲1長った僚1牛の下

に、途に伊豆 産の多 孔性にして殆んどｾ水珪 酸か ら 成る火 山 岩 、所 謂抗火石の ｬＡ 占付といふ

結論に到達、厚さを 3 c m とし. 梁 、パネルの寸法に割合はせ . 傍突付として強めコンク

リート恨枠内に! l 占り置き、次にコンクリート を流 し込む事 としTこ、つ まり抗火石の多孔性

を利用し、コンクリート中のモ ルグルで構造艦に !!内清す る惑 にしにので ある 。猶. 天井に

は約 1 7 mx 4 m のトップ ライトがあり、之は最も露を集結 し易い ので 、硝子を二重に使

用、下側の、即ち 室内側の硝子の下端部 には樋を設け 、水蒸気は 、この下側繭子主樋との

聞から雨裕子の間際に上昇 . 鵬て頂上部から外集中に 放散す ると 云ふ構遣 にした. 叉、高

ーの危険 を恐れ、最内側には硝子 の破伴落 下ｾ 受げる銅網の設けがあ る。 次 に 壁面 は 、 目

通りまでをタイル貼とし、その他は、なるべ〈繊維の長い石綿金入れ? こモルグ) 1 . - 塗 とした

が 、之は営初の試験 と相違 して、折角の石綿繊維が起きす¥議期しに程柔軟な商を得 る事

が出来なかっ? こ。斯 〈の如〈 してその後冬期使用時の成績 を見るに 、結露が滴下する事全

然無〈 、官会響はま ?ご心持邪魔になる程度に残るのであるが 、それで も此種室 内プ ール とし

ては可なりの好結泉佐得? こと信じて居 る。 建築工事で設備しに ものは 、プールに劃 しては

コース呑 説、深 さと 距離の標示 、コー スラ イン並に水球用ライン等を黒色 毛ザイクグ イル

で入れ、悶隅には昇降悌子を設げる事型の古川、 スプ リングポ ール ド1 ケ所 、浮縄 25 m

用のもの 3 本 ; 上家入口側には足洗場 6 ケ所、 飲用噴泉、反封側桂聞にはペンチ; ガレリ

{ は二方 lこ廻らし大約 200 人牧容 . その一端の飛込華は固定式とし. 下のプー J レから 直

接 に鎮梯子で登れる様になって居 る。猶、プールに附随 してシャワー室、浴室、 更衣室等
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があるが 、511] に取立て 〉云ふ事も無いと 思ふので省略す る。

序ながらこの1m育館・は前に云つに jffi 1) ，鍛'f l " 餓筋コンクリ ート 迭で 、その外壁仕上は 、

建物用途の闘係上、勇敢にコンクリート打放しとし亡。之は本校合の方が黄色砂を用ひた

モルグ J t - 控でめるのに比し、相色彩上の磁調を見せては居るが、鍛官ーで ある矯 に建襟が比

較的疋縦に施工せられ? こし、コ ンクリ{ トも j骨剤 として珪藻土や{ i ! 酸性白土の類を混用し

に〉め 、割合に 7]( 殺に打上つにので、その上をピシャン np きとしたので、開育館自鴨とし

ては 、一種纏まつに表現を持って居る様に思ふ。

機 械 設 備 の 概 略

援房設備一一プール用水加熱装置用のボ イラーに殻生しに低盤蒸気を利用し、プール上

家壁にJIi z付(1 1こ壁崎放熱絡に依る低鹿直接媛房の方式とし、之は民に直接身憶を近寄せて

; 肢を取る程度に過ぎぬ。間育場、剣道場等には放熱待を設げなかっ 1: 。

換気設備一一 樫 育 場、剣道場共他プ ール、更衣室等特に機峨的換気を計るまでもないと

見て 、入排気孔、窓等に依る自然換気に任せ? こ。

照明設備 一一関育. 場は綿て直接j照明燈、 3 0 0 Wx  14 燈、外にプラケッ ト 2 0 0 Wx 12 燈

計 6，600W; 剣道場は同じ〈直接) ! 日明で 3 0 0 Wx 8 燈、外にブラケッ ト 2 0 0 Wx  3 燈 、計

3，OOOW; この雨方ともメタルモールデイングを使用して配棋した。プ ールは防悦上金属管

l法蔽工事とし、特に j照明待具や分電盤筒等の防憾に留意し7こ。プ ールの水中j照明は我閣に

も東京電集合枇製のものを用ひた例がある事を承知して居 fこが、賞施上には色 k なトラプ

ルがT象想され? こので之を止め、頭上からの直接! 照明即ち 1 5 0 Wx  9 燈、 1 0 0 Wx 2 燈， 6り

W x 5 燈、計 1，8 5 0 W に依つ? このであるが、水中の限度. 水面の反射等線、て殆んど申分の

無い成績を穆げる事が出来? こ。

プーＩＱ，Ｎ用水虞理設備 一一プール用水は上水道 ｾＵ ｜ｆｊｾ し、そ の一部分は溢 水して下水道に

流れ去るのであるが、大部分は絶え十循環して使用される、この庭理の矯の装置は犬別し

て循環、協過. 如1熱 . 滅菌の 4 部から成る。即ち、浴7 ] ( は循濠仰筒の作用に依り出水 口か

ら吸 Ｑ ＱＧＮされ、沈綴薬ｾ混合され＿こ後、強過殺に入り、失に加熱総を＿通過する聞に、ホＧイラ

ーで 護生し ＱＺ 蒸気の鶏に 加熱せられ、 滅菌液を注入きれ 、そ の聞に毛髪 ｊｾ 他 の固形 物を除

去されて充分に Ｃｈ 新手Ｚ化した後 Ｎ 再ぴフ・ ｾｊ ｴＭ に 送り還されるのであ る。 今之等の猿置 に就

いて詳細を設< n 院は無いが、唯、之等の装置が、従来の二三の例と異り園産で情んfご事.

試験の結果 、ￌ｛ｾｾ 滅菌の程度が良好で 、 且つプ ール内 の温度 ＲＰ つ ｾＲＲＰｃ と云ふ要求が凶

滑に満fこされる事が分つに事をがlへて置〈。猶、経常費共他に就て書 t ぺき事は多いが .

既に議定の紙数も超過し? このでー先づ欄筆する事にする。
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ていつ1JL 形の席

回首

長己観

兵島回

観 費 席 の

一般に翻寛};

責主

の一帯見易い場所が局限されて来るから. 観覧席の形も従って liI に競技場主? とり傘〈帯の

様な事にならぬ場合が多い。陸 .r.トラック競技や競馬、自動車税争及モ { ターサイクル競

争などは出張お及び決勝貼が見えなげれば興味は大方削減されて格ふので、観衆はどう し

ても その附近に集まる。蹴球なとではセンター ラインを中心にして鍛がって行〈し 、1b'f-球

では本盈の後から 一品及三品の方へかけて集まって行く 。各競技によって観衆: の分布が呉

ることが間覧} ，'i ，'の j 診を決定す る一つの僚件である。

柵も仕切もない野原の真中で行は れる競技の観衆が

如何に分布されるかは多〈の人 ｫ のｾＺＱｉつ て ゐ ると こ

ろである。( 第 1凶)

第

一

一附

槻

衆

の

分

布

以

態

/  

r 号

ｉＮｾ＠

.  
-， 

-
， 

、

匂-一、

在来蹴球場は U 字 型 ( 例ペンシルヴエニヤ大易保

カンサススタデイアム 等 入馬 ｾＱ ＧｩＧｩ 型スタデイアム .

Ｈ例オハイオ大Ｆ［Ｎｾスタデイア ム Ｉ 、 拘 凶型Ｈエール大串

スタデイアム) 等 を普通としにが第 2 闘 のエー ル

バウルのお民にも見られる通り 制裁の分布がセング

E虻

1 1  
ーライン を中心にして拡Eがってゐ るところから、

氏がそれに相臨しに新しい形を試Ha dd巴nGavi n 

みて居る様である。( 第3 闘 ) これは四 、五高までの

制裁 lこ到しては立しいり れ共そ れ以上の多人数を牧

乙- 3「

零する場合は史に考へる官余地があ る様に思はれる 。

1b'f -球 lてでも本挫一段三段聞を蹟いスタンドを? とり 外

出f の方は簡単な木製ゾリ ーチヤ ーで情まして居 るの

が 普通である ｃ ｾ￬ Ｔ Ｑ｀ＡＩ 。

どこ から見て も同じ〈比える テニスやボ キシングなど の観多少の不同はあるが比較的 、

覧席はそれ{ f 取り省いて 一様に配置される( 第5 困) 。

ボキシングは 日本の相撲と主主ひその専用の観覧場 といふ のはアメ リカで も無いのであっ

て普通は室内運動場 とか観衆の多 い時は蹴球場の真中に草を こし らへて その周 りに急: ご l
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らへの精 子

を並べ るの

である。こ

れが叉馬鹿

になら ぬFZ

人気がある

の で 1927

Aドシカ ゴの

Soldi cr  Fi  

P.i d で行は

れ?こタ ェー

とデ ム プ シ

ーと の試 合 第 2 脳l エーノι 大引ス F デイアム 〈エ ーノレ パウノL )

の 時 は 、

めの定員 十

商人と棉せ

られる大競

技 場の真中

にリン グタを

置き 、 その

周りに得山

の席を排へ

1: のであ る

が、北側の

最後列の府

とリ ング と

の距 離 が 七

百択もある

と云は れ そ 第 3 問 カーネ' " 大JFL スF デイアム〈カ ーネノレ タ レセント〉

れが 日弗 で 買買されたのにからｾｾ <  0 リングの周りの急: 排 ら 八の指定席は 40 弗となって

ゐる 。 こうい ふ事は 我 閣に於いては 一 寸考へ られぬ事である ｃｕｾ Ｖ Ｑ 制Ｉ。

次 に第二の保子1" として敷地の形 が 概l道府; の形を制限する。成大な平野』に1-¥'，* るも のは文

何は ない り れ ど も 、 限 られに敷地に li Ｂ 来る ｦ ごげ大き〈 孤児用 Ｇ ｊ Ｇ ｾ 設 げるとか 、 高 低ー綾な ら

ざる場所に設りるとかによって その形 即 も卒面及 び断面に少からす11，IJ限 を うりる 。 敷 地が

5 7
1 X  
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せま いの に多人散を牧容す るにめ、ギャ ラリーを二階若 〈は三階 に設げ る必要も起る であ

らう。アメ リカのヤンキ { スタデイアム はその不整形の敷地 に うま〈 観究用; : ; e配置 しに例

である。( 第フ嗣) 勾配を利用したも のにカ { ネル クレセン ト及び カリ フオルエヤ大撃の ス

タデイアムがあ る。( 第8 圃及第9 困 }

大悟野球場では 敷 地の闘係、がル ールの通り lこ出来てゐるも のは殆 どないと 云ってい 、。

ルールにはホ ーム プレ ー トからバックストッ プまで 90 ｾ 尺 と 規 定 しで あ るに も拘らす・ア メ

リカ第ー と稿せら る〉ヤンキ ースタデイア ムは 70 ，央 jdら十であ り、我が示r[l }1・球場で も同

様 である。 ロサ ンゼルスの リグレ { フヰ ール ドは僅か 35 択しかな い。EP子闘球場は ルー

ル通り 90 択に なってゐる が、これは見る 方か ら云って越すぎ て却って而自 〈ない。普通

ホームプレート からパックストップ主主 60 吹以上あ れば挙支へないと 云ふ事になって ゐる



ても分るが

ヤンキース

タデイアム

に就いては

右翼側のブ

リーチヤー

が左翼側に

比 べて、は

るかにホー

ムに近寄っ

てゐる ので

これは ペー

ブル ースカ2

ホームラン

のHl やすい

ｾｓ＠Ｕ 闘ｉｴ 笑 凶ウィ ｹ プルド ｙ 反 ｺ 球事ｊＱｾＱＤ伊

様 にわぎと 潜 〈しに

といふ噂があるが そ

んな事はな〈矢張り

敷地の閥係で ある 。

野球場はあまり大き

〈する 事は観衆を増

すことに於いて宜し

いり れども 遠〈て見

に〈いと云ふ事にな

り、選手の方から云

つでもホームランが

出ない ので面白 〈な 第 6 岡 米関 Y ールヂヤース 7 イールドに於けるポキシシグ淑覧席両日泣

い様である 。ホームプレ ー トか ら列車f の垣 ( f ence) まで 350 択内外を最も適嘗 と考へる o

}l，.. ｾ ｽｬ，ＮＮでは最 Ｏ ｊ 、 ＲＳＵ 択ときめである。アメ リカ の野 球場では右翼側と左翼側のファウル

ラインの長さが多 少 遣って ゐ るも のが多いがやはり敷地の閥係であらう。ポログラウンド

は右翼側は 256 択左翼側は 286 択とな って居 りヤンキースタ ヂイアムは左右とも 257 択と

なってゐる( 第 10 幽) 大きい方ではワシントンのアメ リカ ン リーグ の野球場の右翼側326

択左翼側 424 択や費府アメリカンリ ーグの左右とも 380 択といふのがあ る。尤も時々ホ

5 9  I X  



i-i1 71自| ヤ Y キ ー スタデ イアム 烏 I!Ii kl/.':，]

。 1- :_) 11・ 40 r. 

」ーー ー」一ー｟｟ＮＮ｟ーー ー ふー ｾ 舟

TI 1E C OP. X EL] .  CRE H' E NT. 防i而I 闘

ームプレー

卜の位置を

鑓へること

がある。

方角に つ

いて云へば

蹴球でも野

球で ふ 叉

庭球でもそ

の ｩＡｪｬｨｾ 南北

とした方が

い〉げれど

も、敷地の

闘係にょっ

ヲ

ID 

ては遮営 lこ費へでも ま: 支八なし、。要する lこプレ ヤーが太陽 1: 肱惑される事少い科い〉の で

ある。甲子陸主主場は南北 lこlF-dl を t つであるりれども ヤン キースタデイアム は東西 lこなっ て

ゐる。人ｾ的に太陽光線をさへぎることが ｴ ｦＭ｜ 来ればどっちでもい〉ので あ る。

拡官席は更に第三の依干|ーとして競技場が一つの競技の外に他 のー. 二の競技 をも行ひ得

るかどうかによって甚し〈 その形を鑓へて〈る t 最 も多い例は制球場 と陸j て競技場 と結び

ついに もの で、 トラックは一問問分の 一日型叉は 400 米 、直線コ ースは 100 米乃至 200 米競

技に過す る犠になってゐ れば よ< ( 13fi 米一250米) その 中に 蹴球場を配置する 。蹴球場は

った陸 とアメリカでは その大 さが少 し逮ふが一周 400 米 トラック の中 に牧 まってしまふ。 こ

1) (  60 



れを凶ん

で U 字

型. 馬Uj'i1

型、杓阪!

型或は直

線型の限

ｾＧￏ ｊ 市を設

げるが桁

凶型の も

のは{ 去; 剖l

の! 失策が

忍 〈立は

暑 さに堪・

えられぬ位 である。陸上競技

場と蹴球場とはっきも ので特

に意を用ふるに 営らぬが 、i制

球場主野球場とを殺ね? こもの

になると少し面倒である 3

第 91"，1 カリ 7 オ ー = ア 大 会 ス F ヂ イ ア ム

u

p

T

m

 

ウ〆

大陸にはないりれどもアメ

リカでは大抵の野球場は蹴球

も出来 る様 になっ てゐる 。ア

メリカでは野球のシ ーズンが

すぎても蹴球はやってゐ るか

ら. 野球がすん fご後球場を遊

ばして置く のは勿躍 ないとい

ふ持主の経済的の考から と、

又一つは野球場は蹴球場より

遥か に大 きいので柴に蹴球場

がとれるので、共用してゐる

ものであ るが. これは観衆の

分布が注ふ難から見て観電所;

の配置についてはなかなか考 球 場比較凶l

もq唱

へねばならぬとこ ろである。 これが 一番い〉 といふ配置の方法:まない 様である 。デザイン

する入の考へ方による のであるが . あらゆる ものに適合 させるとい ふことは反 両から はて

6 1  1)(  



W 

十
あらゆるものに不適営なものを造るといふこ

一

t島
とにもなる から 出来るなら只一つの目的に封

して作つ 1: ものがー呑い〉のである。以上は

翻覧 ｭｾ を固定と考へて申述べ ＱＺ のであるが 、
合II

- "  
/ 、、

¥¥ヤーナ寸 L:  1 1  /  A弘、A

競技の極類によってその! 品質 j市 の 配 置 を 鐙

更すると云ふMy r on W.  Ser by 氏のやり方

は一苓い〉のであるが、頻繁に競技の陸類を

費へる所や大規模な競技場では府の盛夏の土fi

除5a A L L 州 P

に堪えないであらう 。f 第 1 1圃及第 1 2困) 小

きい競技場でj競技 と競技と の聞に相官の期間

w  

のあるものは組立式の観覧席で自由に配置す

れば最 も効果的である。

蹴球と野球以外に、競馬場. 庭球場、水泳

場 . 自動車競争場などはその性質上共通して

S  I  も ｉｾ＠ 設げられることは殆どない。

共に卒面の形が定ま つ? こら縦の形 をきめな

〈てはならな し、。 誰で も一様 に見え る事は最

も望ましい事であ るが、封倍とするもの〉勤

E  
F OOT9t¥LL  

きが大きい場合見え難い場所 も出来て〈る口

牧容人 員を出来る 1: け上脅す考へから観覧席を

第 11 [萄l 移動観覧市 案の 1 二府にも三府にも重ねる場合は殊にきう であ

る。これは劇場でも同援であるがJ視線の式によって席の勾配を定めるのが普通である。

ろ叫 l五十+c(イァ+す+ 寸 了)J 制園参) ! の

E 泊… . .1l 列目の観客の目の高さ

d
n… … 焦黙から n

列目の観客迄の距離

e，… … 第一列 目の観客の自の高さ

d ，… … 焦賠より第一列目の観客迄の距離

c … … 相前後せる列の自の高さの差

以上に於いて焦貼 0 はトラック の場合はその 中心をとる 事があ るが宜際は外側の走路のラ

イン上 3 択の高さ の所主? とつに方がし、〉様である。蹴球はサイドライン 、野球の場合はフ

ァウルライン又は捕手の位置にしてお〈が . それより手前なれば更に宜しい o d ，とe，と

のとり方で観覧席の勾配がきっ〈もなり 経 くもなる o e，を大きくして地面から自の高 さ

をウン主上げ7こ方が感じは い、 様である 。 しかしその震には d ，も相営大きくとらなげれ

ば勾配がきっ〈なる o C は普通 4 吋であるが帽子をか ぶっ ?二位なら 5 吋とらねばならぬ。

蹴商 d の長さはいろい ろあるが 2 尺 5 寸 ( 30 吋〉内外を遁首 とする。外閣の例を事げると

I X  6 2  
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(.ti 15 闘 7 ロレ ンスのジヨパ シ= ベJ 1. ＿ 競技場Ｈ部Ａｾ主席の ｉ ｉＺＺｩ入階段を見よ 〉

プリ ンス トy 大J }¥ス F デイアム・ ・・ ・・・ ・・・・ ・・・・・ ・・30日、f

グ ランドバ ーク スF ヂ イアム( シ カゴ〉・・… … ... :: onJ

カプ スバ - ? ( 市俄古〉・・・ ・… ・・・……・・…・・ ・…・34nJ

甲子 関球場( 大阪〕…ー…・・ -…. . … … … … … ・・ 25t n寸

前li宵外苑( 東京〉… 一- … ・・…・ . .. .・ H ・.. …・・・… 216日f

k なって平均約百O 吋 t な ろ。甲子留球場の貯; 勾配闘は第 1 3 圃の通 りで あ る。観賞席が

ご暦三府になっ 1: 拶令 e，及 rI， の怖を主警官に定めること じよって席の勾配 を求めること

が問来 る。 他のゲ ームで は大して問題 lこならぬげれども野球ではこ屠三屠 とする時は後列

で高いフラ イの見 去ないこ主が往 k ある。ヤンキ ースタデイアム初め二磨以上の野球場で

は殆ど この排があ る。 e，を大きくすればいヨが 、ぞうすれば二階三階の勾配が念になり

概裁に危レ感じを起させる主共 lこ建築費も多〈か〉るし、少数の観客は犠牲にしても デッ

キは勾配の緩い方がい 〉。間来れば二階三階などむしろ無い方が望ましいことである。

土記の式は列の教の少し、時は比較的簡単であるが列教の多い時は煩しいので近似値 を出

す 式がある。その誤撃は安全な方 に あ るから 義 支ない 。 Ｈｾｩ ＱＴ 園Ｉ

屋根は 問来れ ばあっ 1- '方がい 〉げれ左 も、 必十しも無 〈てなら ぬ といふも ので はない 3

野球などの様に暑い季節に行ふ ものは入場料の闘係もあ り、 必要とする事もあるが 、蹴 球

の様に春秋に多〈行はれるものに劃 して はむしろ無い方カ九、' : . e いふ人きへある。屋根の

ある場合はそれを受ける粧の位置を考へねばならぬ。柱はない lこ越し? ここ主はな いが費用

もか〉るし それによって邪肱される観客の教の多寡によっては有つでも差支ない。

槻 I斑j市内 の通路は義支ない映り列の後方にとっ 1=方カ: い h 。規模の大きいもので後方に

ーっと 、中途設か又は一零下の方に一つでい〉と思ふ。遅れて来 L 観客が通路でマゴマゴ

してゐる のは面白 くない。後方 lこあれば満員の場合でも 立っ て見 られる利径がある。

幅は 中途遜にあるものは大抵は列の備 と大差 な<. 1ノてゐるが、なるぺ< . 5 尺内外を可 と
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するヤンキ ースタデ イアム の後方通路の隔は 16 ｾ尺 も あ る。列 をつな ぐ 通路は Ｒ 尺 乃 至 Ｓ

尺で 30 尺乃至 50 尺毎にあ るのが普通で あるの多 すぎると 定員 が減する上 iこ出入に 邪肱

lこな れ 少 し 、と混み合ふ民れがあ る。概賀川; 一人営 りの幅は l 6 吋乃王 19 吋であ る。

概賢!市の形は以上の data によ って大開きま るのであるが外相上の鴨裁から多少の川凸

ロサンゼルス の リグレ ーフヰ ールド l など階数十二、高 さ386 r火も ある 塔 を建て 〉楳識 と

して戻 り、 一切 の場内に 閲する 事務は塔内で や り、観賀川; 下は クラ ブを設1 (11こ外全部公衆

ｾｾｦｴ するも の も あ る。

用に営て〉ゐる例も ある。

観覧席への出入口、階段等に就いて

観賢席の形 に次いで 重要な事は出入口で ある。入場は長 レ時間 に少しづ〉 行はれるから

問題はな いりれども、退場は一貫 であるか ら出入口 や階段の数及形 について は相蛍考へね

ばならね。理想、を云八ば全入場者が退場 し終 るまでの時聞が 5 分間乃至 10 分間位が誼蛍

である。即 ち依りに人の歩〈速度を一時間に 3 明 、前後左右の間隔を各 k 3 尺 として 、一

高人が 10 分間 に全部退場するには出 口の脳の総和は 33 尺あればい〉事になる。この割合
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で出口の幅ｾ決定すればい〉のだが、賞 ｉ 祭は出口迄ｊＩ通絡がスロ戸プになってゐるかＮ階

段になってゐるか、叉ｾり〈ねりがあ る かないかによって多少の加成をしな〈ではならな

い。叉周買の交通状態をも考慮しな〈ではならない。四通八達といふ所ならい〉けれども

ｉｉｾ 子園 の様に交通機羽の浪られ た所では早〈退場しでも結 局停留場で長い間侍 ｦ こされる事

になる。甲子園球 場ｾを建設 する時は電車の 総選カの話も 出て、結局出入口の肢を極 主に

少 〈したけれども、今から思へばつまらん事をし? こも のにと後悔してゐる 。

観覧席の出入口から外部への出口迄水平なれば文句はないけれども、かなりの濯のある

時は階段によるかスロープによるかであるが事情の許すかぎりスローフ・の方がい、。蚊が

多 〈あって. 勾配の緩 い段散の少ないものは階段でも挙支な いo ( 第 1 5 闘及第 1 6 凶 )

1肢の多い階段より幅のひろ いスロープの一つの方が場合によっては有効の事がある。 スロ

ープは場所もに〈さんとるし、金もか〉るけれども. 混雑も 少いし整理も仕易いし第一1悦

衆の気持が違ふ口スロープの傾斜五分の一以上としてゐるが八分のー乃至十分のー勾E が

ヰ存い〉 様であるコ *Il ¥は院い程い 〉けれども 普通 10 尺内外である口 ( 第 1 7幽)

その他観覧席下に設げ る各室の配置や切符氏場のことや附併設備など観覧席に品討論しに

惑は いろいろ あるりれども、 形 としては大瞳以上設いに所に藍きて ゐる様に思ふ。

( 昭 9- 7- 27)
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振 甫 訪子 {ij( 場 に 就 い て

池 田 篤 三 郎

名古屋振市防泳場は、昭和 7 年の世界『オ リムピック J 大舎 に出場して 、優勝せる本市

出身選手諸氏の柴容を永〈 紀念する市民泌泳場として、建設されたも のである。

場は、市内 東区千種1町元振市地位iJiに位 し、 その敷地i古{ 積 6，800 平方米。近〈東南一帯に

魔王 山の緑樹隣誌にる丘陵を控へ 、JモJ て高〈鋒立する向日7 } ( J ; 答と相封 して、頗る景勝の地を?

成すとこ ろ、市民好箇の蹄泳場? こり又競技場 である。

2  

場の中央なる 競泳池は 、長 さ50米 、11122米 、深 さは雨端部 1. 5米. 中 央部に於ては 2. 1米

を有する。 主開を? 館筋恨凝土ii 主りとし、側壁内 l印¥上宇部は霜氷の寄を避ける fこめ白 色磁製

『タイル』 を以って張れ下半部は白色『セメント、モルタルJ 仕上 げ、底部は「アスフ

アルト 』防水工を施して普通『セメ ン 人 モル タル』で 仕上げ. 水路の中心線 には ;K路棋

示の? こめ黒色 『タイル』を一枚rlJ に張っ た。か〈、側壁を凡ベ て白〈仕 i二げに のは、水中

l照明の効果を十分にするに めであ る。

- ;K路の隔を 2.2米として H rコース』を設け『コースライン』は俺 6 粍の鋼索に制浮

子をつけて常に水面に 索引 される やう に考慮し . 且つ共の締付には特別の金物を抜世 し?こ

から 、学手易 にJf Jl. 1寸げ取外しが出来 る。その k 、雨側壁 には、 6 米間隔 に 500 rワット」の

;K中J!it 明総- -1/1.1宛を取付け、夜間開場に備へである。

i/;J L l 本池は 、同i 種公認、競泳池となってゐるが、平日は瀞Jノh 也と して一般に公開する 。

3  

競泳池に南接して . Ｑ Ｑ ｾ 込池を設〈。そ の 構造は前段 競泳 池と同様で あ るが Ｎ 只 ［ ｋ 路とし

ての設備、即 ち『コ { ス ライン』等がな い。

長 さ21米 、巾 17.4米、深 さは問問より中央に至る に従って深 し 最深約 5 米である。

斯様に深 さが深いので 、池{ f :<き にしに場合地下水の汗: 力によって池が浮き上る のを 慮り

底部に安全会 6 {I討を取付けた。カベ て 、或 る程度以上地下;Kの浮力が附加する場合には ，

地下水は此の鰐{ f : j ljl し開いて地中に向 nl' rし、自然に摩力が下るから 、池は常に安定を保ち

得 るのである。

IX  6 8  

前述競泳池 と共に 、;kJ; k競技の設備をな す外. 何れの池にも消波並に表商浮併物排除等

の目的で四国に溢流堰を設け に。



飛込

ｔｌ ＿ は ［［ｉｾ

込r也の

商側中

央官官に

池に臨

んで鍛

筋混蹟

土i童の

四居的に建て高き 7]'( 商上 5 米 . 7.5 米及 10 米の固定式飛込台並に高さ 3 米の飛板式飛込台

各 1 ［ 法宛を取付 ｶｴＱ こ。此の外 、 東側には高さ ｬ 米の飛板式飛込台 Ｒ 基を設り 、 各 Ｗ Ｑｾ 板の支

承抜置は之を前後に移動してヲR i 板の反動を容易に力11減 し得る様工夫した。

4  

練習池は 競泳 他北側に観覧席を隔てて設け 、 似 ｉｊ 壁は銀筋混磁土で ｪ 主 上 底部ｾ卒混 援土

張り としに。長さ 25米 、幅20米 、深 さは 0.6米と i 米の深漉二段に調節することが出来 る。

主として児童及初心者の練習用に供す る。

徒渉r也は 、練習池の西側にあって rl115米の扇形 をな し、深さ 0.3米乃至 0. 5米、中央に噴・

Ｗ Ｉ Ｇ､苓ｾ設げ 、 主とし て 幼児の水戯壌に充つるのである。

5  

槻覧席は、競泳池及飛込池を繰ってｾら れ、 伎 に ｬ i寓人を牧容するに足る。 主観覧席は

11ji 泳他の西側に1 i ! ; 1) . 餓筋混獄土i量りで傾斜を二段に分げ 、高 〈なるほど勾配を急; にして

槻 Ａｩ 主に便にする 。 その他三方 の槻覧 席は 盛 土をしてその上に混凝土ｾを張り座席を土産った。

概覧席は 、特別j白人 競技者用J. 一般槻覧席に分れてゐる。外に主観覧席の「プ ール』 に

而i しに所に は、新聞記者席及『ラヂォ』放送j市を設げである。

主観覧席の階下には 、男女別の更衣室 、漉7)く室、浴室、使所等を設り 、更衣室には『ロ

ッカー』及更衣飽棚 1，000 人分の設備がある 。 その外同階下には俳泳場事務室、切符費場.

選手控室、臨務室等があり、飛込台下には指導員詰所が設げである。

!照明設備は 、夜間開場の? こめ屋外に毎卒方米約 2.5 [ " ワット 』の標準にて黙燈し. 其他水

面照明用 として投光裕 500 rワッ トJ 5 例及 250 rワッ トJ 7 例を取付け向ほ競泳池には前

記の女fI <、 500 [" ワット 』の水中照明探を全部で 16伺接置しに 。

6  

給水は本市水道本管よれ競泳池及飛込他には 200 粍管各 2本宛、練習池には 150 粍管

2 本徒渉池には 100 粍管 3 本を夫々分岐し、是より呼水を引 入れ、 向lま配水池 より 直接其

の飴ＷＮｫｾ導 いて利用し 得るやう に なってゐる の

6 9  I X  



紙 ilj 遊 泳 揚 正 而

同 競 泳 1也 と L飛 込:i也

7  

排水は線て自然流下 による コ

表面7 k は池の全周に亙って設け

られ に俗流 躍を通して土管に通

じ. 更 に下水本管に 導 ら そ の

他、 各地の最低部に設けに排水

管 よりも前記下水本管に連絡し

てゐる 。

給排水管の大 きは、 夜間開場

の場合、開場後r也を掃除して翠

日のrm場迄に給水を 完了し得る

限度に定めに のである。

池7 k の清浮方法としては、 浮

7k- t ' 絶え す補給し溢流壊から表

商 1)( -t' i従流させ 、浮・出:物を? 流し

1-1:¥す のみでな〈、時 k 池底の排

水省ユから排水 して池- t ' 宰にし、

水洗しに後に給水管 を開いて上

水を張 る。

池7 k の水質 t二就いては、常に

市111絡なる 水質試験を行ひ 、共の

結ｾｾに舷じ撹神式臨素減置、 ｩ 絡をＧ

U、って消毒 して居 る。

本併泳場は 、昨昭和 8 年 7 月 l 目、建設工事竣功を期 し、前 『オリンピック』選手及来

賓多数を迎へて盛大な開場式を翠行しにのである。爾来撒度の競泳犬舎が此所に催され? こ

が、各大舎毎に好記銘の続出を見1: 。

中に就いても 、50米自由型、 200 米リレ { 及女子 100 米卒泳の 日本記鍬が、賓に此の『

プール』に於て出され、更に最近 女子 200 米平泳の堂. . 1 < 1こる 世界記鋒の産み出され? こるが

如ｾＮ .t辰甫併泳場の大な る誇 として、誠に欣快に域えない所 である。

IX  7 0  
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大 阪 商 科 大 皐 の 体 育 館

此の舵育館は今 ｉｉｉＡ 新築成れ るｰＮＢｦ ｪ 科 大 事 の 大Ａｾ噌Ｚ

科と j¥':j 向 ｭＩ との ｛ｬ ｮ に介在するものでＦ っ て 、 ｾｊｉ ａ，

1111米手 IJ加 で 多 〈 設 け ら れ つ L あ る ス テ ー ヂ ギ ム ナ

ジ ウ ム の 形 を 採 っ た も の で あ る J.(; rlJ 心 が 大 法 iFij揚

と講堂策協' a ' . 1 - f i とから成るもので此の雨者語、f I 1̂ 々

別々に働らく 33 もあり 、ニく Hr - にね .)1、Il Uの 大 ス ク リ

ー ンをと1 ) r . : . ずして同 II¥' KJ f j ひス デ ー ジ で 行 は る

る￘Ａ 慰 霊 ｅ れを署員覧席で見ると玉三」 ・ ＺＧＢＩｾもある 、 此雨

者ーを中心として そ の問 W1 K は 25m の l i 内ォ、泳 j j j

［ｪｩ｛ Ｈｉｊ兵第 、 鉱君主主主 、シャ ワ Ｍ ｾ在 、 教ＧｴＧＺＮ室 Ｔ すが設け

られる 、 此 の 館 内 の i1I1I古都J11:l j )月に JY 制 l亡設 lリj す

る が 、 此 運動 場 の 床 は E主内; j ! 邸J の性' I ' i の j5; ι 特 に

床は J字放の ロ ックメー プノL 利 を 磁 っ て あ る 。

(  '1，¥士似o

建 築而{ 絞
1，767. 00ロm

ｉＧｾ＠ 言事

l  水 泳 練 習 場 270.00 "  

2  逮 刊 具 索
8 1. 0 0  11 

3  館、科銃器?主
守6. 25 11 

4  師寺工ffi
7. 25 11 

5  (.':j 商 it{) 銃 器 廊 150. 0コ U

6  同 右 ド 問 ノJ 一律 7. 50 11 

7  i運 動 場
472.50  11 

8  講堂粂程調史家
30:) .CO  11 

9  廻 り脱1; F  
195. 00 11 

10  1玉川1; 1廊下
67. 50  11 

11 シャワ 一家 15.()(コU

ＱＲ 製友 ｦｱｾ 60.00 ρ  

13  ｾ士官ＪＭ 30.0コ H

14 便 所
15.00 ρ  

迩動器具設備説明書

1  肋 木 別 紙 図 面 の 構 造 寸 法 に 依 P製 作 LFfr

定 の 場 所 に 締 着 L 肋 木 17欄 を l 注 と す る も の 1Ml  

同 13欄を I 辿 と す る も の 1 ; 飢にして各組共中火の

2 欄 を特殊構 法の 指 導者! 日数撹装泣 とした、 肋 木

各 欄 の 帆 は 中 心 距 離 l 米両さ 2.57 米 、主 材 l土木 列

良底無仰の 「ス Ｗ ・ノ ｌ ー ス ｊ 材絞 ， ｉｬ は木 正 Ｇｉ ｾ 絶封長 直の

槍; j ; j 梨、 純 r '7 : . ス. 1 5 1111塗の. 1- . ) ，r定 の 壁 面 に 締 若

肋木の ＨＮＧＺｪ さ筏朽の太 さ ｊ え其排 列 ＱＱｍＡ て欲 授のＱＧｾ

際に法書 I，':.i ]j百 を起 P悼と して施工し た。

1 . チェス トウエー ト 翻 節 自 在 の特 殊 併 症 を

有 す る 鍛 製分銅を援面白し て 何 れ も 肋 木 内 fi!l lに 取 付

1 ウ ォ ー タ ー サー ク ル 鍛骨・ア ツシユ ［ｪｾ張 り

の 「サ ー クル J を 前 記 の 特 殊 都 迭 を 有 す る 「 チェス

トウエー ト」 とコ Y ピ ネ ー シ ヨ ン 装 置 と したるも

のTfr; i 立の場所に 締 着。

1. 移 行 吊 議 環は可鍛銭〈 マ レ ー プ ノL 餓 〕製 LI二

厚 皮 谷 き の 物 に し て 環 5 jl11を以て 1 ［主 と なし各ｾ

は 7 2

に iili1庄司局内l のベル トを刊 し 紫 は 問 つtlji ｾ＠ f マ ユ テ

口一 7 ・J ｉｉ 道 管 ＱＮ Ｕ 料のものにして末 ｾｩ Ｇｩ， ｪ v: 高f民放城

向了「孔特製奇貨 を 附 し た る も の 梁 の 下 宿I K".  m下げ j 目

ｼ付 ［ｾ Ｇ 3  I1J  似 パ イ 7' 長さ 10.3米 を 架 設 し 之 K 絞制11す

l フ 弓 イ イ ン ゲ リ ン ゲ ス 設 は 司 鍛 俄 ( マレ

ー プJ l 餓〉本 '1 J手 皮 径 の も の に し て 各mt こ市低調

節の 「ベノL トJ をイナ L 索 は 四 つ撚 り「マ= ラロープ」

製 ＱＮ Ｕ 粁径のもの末端に ｉｾ : )侭:l J !<滋 1' 1 在の特製i 'Hを

付 し 、梁 の 下 町 に特 製「ク テン 7' J を以て五月期の ifl

111 を締 荒 し た る 特 殊 構 訟 の も の

I 六 本 張 水 平 銭 惨 梁 よ り 垂 下 せ しめたる 管

6  ｾ￟ 硬 ［ｦＡｬｫＮ ・ Ｇ ｩＺＨｾｗ 仲 ｊ Y/I4i より下垂する二本のl i A 紫に依

り床面に締苅せしめ床 Ｎ ｌＭＮ指定の位置に ｾｊＡｒ ｗ をフ ド司王

に緊締せしめたる特列、俳芯 、 銭 ｷ は袋入 ｩｪ￰［Ｉ ｾ￮ 恥 Ｑ Ｒ

米 4 0 m3C粍 の も の を 鈎 11..め メツキ

1  折 霊 式 銭 棒 折 P 盈 み 自 在 の も の に して床

而 装 置 の峨 J 1へ r :5' : / パツタノι 」を以て定着 し伐 材主

に焼入 ｦｦ ｴｓｾ倒 ＱＱＱＧ Ｒ ＮＴ米作 ＳＰ 粍鈎 ｬ 上めメツキのもの

1  パスケいj トポー ル パ、ソクスト 、ソブ 「ボ ー

ルド」 は給; j ; j ・ 'l'; }i! : 3 料侭1 . 2 米 、長さ1 . 8 氷 競.t
J

{ 先日

A : の花刻寸法にして 1" ペンキ 4 ｉｉｉＡｾ 老町 何 れも「ギ

ャラリー J ｬￎ百方に 以 ｊ ｾ ｾ 以て締清 ｌ 特列、構造より

成る E 式 ゴ ーノl f.J 床 iuj K 競 技mi111J線をなす。

1  パ レ ポ ー ル 悶 ポ ス ト 筏 l11f <ドパ イプ製ポ

ス トにして競. j " ! < 規定に( ! ( る正規寸法〔男子 j 臼〉にイ 1:

立 て 張止 i丹w等 一 式 、 床日i装 置 の 必 具 へ 「ター ン

パツタノl J を以て定着せしめたるもの。

1  梨縞li ..". : . ヲ阿つ: J t . - ! i り筏 3 料トー令品 ロー フ・

ｻｌ｜止のものにして ｩｾｬｾ ｹ ＭｴＧ ｩ ， Ｑ に可鍛 ｾ ｩｴ ｃ ..". ー プノl. ｾｾｩＩ 製 侠

令 具 を 付 し 梁 に 締17f したる「 フ ック J に( ! <り川、1ui に

緊 締 し た る も の と し !禁締「プ ロ ック」一式付曹とす

ｉ シーリンゲト号、ソク 装置 Ｈ 手動式 〕吊様 、 ｲｬ ｬ ｾ ｾ 京

市 俸 は 槍 付 符 4 料水王国民直絶釣無節の 卜. 勾: 材にし

て 吊 索 は「マ= ラロ ー プ」四ツ撚り径 3 料 各 8:<ド梁

下 所 定 の 特 殊 構 迭 の :nW導 内 を「ポ ールベヤリ y グJ

Ｑ Ｂ ｬＧｬ ｗ に依 り 滑走しｬｊｾ闘状滋自在装置のもの。

i，¥¥導の長さ約 12. 12 米 諸 細 川l1l i i の泊。

1 ヂ ヤ イ ア ン ト ス ト ラ イ ド ボ ー ルペヤり y

グ装置の特殊裕治「ピボ ッ トJ は場 内 中央 梁下 商 に

締 f[ しロー プ ラ グ 一地 ρ y ドル 6 霊を肝J)蕊せ しむ

不 ! 日時 li rノ、 y ドノl J を犬; 11'- Ｚ まで引 揚げ ＱｾＱ ・る技ｬｉｔ

1  様 窓 梯子 総 9 区宣IJt:.i 3 阪創 2 Hセ ク シヨ

ン」 のもの術無節無事庄の乾燥; j ; j を mひ 要 部 l工夫 々

俄 具 を 以 て 蝶:FTI しI ワニス J 51111塗 、梁 よ り 硬 索 に

て 吊下げ r :5' ー ンバツタノι j を以 て 床 面 装置 の決 J1-

へ 緊締 せ し も の と す。

1 縦 窓 梯子 縦 3 区富l'桜 9 m; 創 2 Hセク シヨ

γ 」 の も の，tt 他 jjij 日uf;it 窓t ' I : 子と同級 と し床 面 の 緊

締 方 法 l土t特 殊f，Yi;迭 のr :5' - y パ ツタノι J にイ' ! <る 。

1  盛 込 自 在f井行徳 構 造 寸 法 は別車J1; 肘l ITij に 依

ｐ 支 快 ｪｩ Ｚ ｾｬｩ ｪ 沿 メ ツキ ｃ ｬｘ パ イ ＷＧ 製 ｬ Ｇ こ して 頂部 に「ボ

ール ベ ヤ リ シ グ 」 治1li を装 置 L ! 設育 館 「ギャラ リ
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大 阪 商 科 大 祭 世 育 館 司 王 国 岡

1  三 面 姿 正 鏡 正而 l剖定鋭の幅1 . 2 1米 、 l.l j さ

1. 515米 雨 州 市 の 鋭 は幅 0. 6::l 5 米、 高さ1 . 515 米 何

れ も 厚 板雨前回持者のものとして「 オークj f ; J枠依る

み堅苦 ｰ なる民鎗蝶番ｾ共にて耐自 閉鎖 を御昔開 諜 式

とした 、 木古 ｾｉ は ｽｩｔ 色 「ワュス Ｑ Ｓ 回塗仕 ＢＮＰ

Ｍｊ 下町に Ｑ 反 ｦ 、 ｉ の ｭ 導内をｩＧｬ ｾ Ｉ伝し ｬ 長閑収 成自作の

もの 、 樹木は柿材無 ｾ￭ Ｂｪ無事 ｅ 木担 Ｑ｜ 良直の乾燥初ーを杭

ゆ型 に 削 り」て げ 「ラック ｊ 三 凶 主主イ ｊ ー ヒげ ｾｉｾ y; ，品に廻特

命共( マレープノL . ir1X製 ) を付 し桜木正:，低2土迎車事保作

なし Ｑｾｊ Ｚ る 構迭のもの。

ｉｾｊ ・

2&且

設 1}ni 明 細 書

パ レ ー ポ ー ノレ川J ポ ス ト

約 制

摘 要

l n;制1 j主のもの

13側 l 主I l のもの

具運 動 器

ν - 9  :--グ ラッ

ク付、 棒 8 本 、

索 8 本

l 組

1;f¥且

側

側

組

側

1

・

1

A

勺

4

・
1

5七・

ジ ヤ イ ア シ ト

ス トラ イ ド

横 窓 4弟 子

縦 窓 幼 子

昼 込 自 :(.E flt 行 持

三 荷 受 正 銘

'

3

 

民

H

H

株百i

l 組 は別主主に設

iiii す る もの と す

5  m 1 挫 の も の

正 式 用 1 封

練 習 用 1封

数

組

組

組

組

連

組

組

湘

封

員

l

l

β

2

1

3

6

2

2

名

肋 木 教

問 問

チ ェ ス ト ウ ェ ー ト

クオータ ーサ ー クノレ

移 行 吊 環

7 7 イイ y グリ y グ

六 本 張 水 平 銭 体

折 盤 式 銭 格

ノぐ ス ケ ッ ト

ノぐツタス トッ 7'

稀

竣イナ
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i束動運E事大科商阪大

180.  /1 

14. 2 /1 

11.1 /1 

18.2 /1 

4.  /1 

24.  /1 

16.  /1 

8. /1 

16.  /1 

162. 2ρ 

1，079. 4口皿

場習

柔 道 々 場

同更衣 * 袋 物 置

同 事 務 予 定

問 更 衣 J $ :

悶 師 範 裏

玄 胸 廻 り

浴 主 主 廻 り

j陀 衣 笠

促 ffr

廊 下( 折 れ附り共〕

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

 

1

・

s

a

-
-
A

-

1

-』

'

i

'

a

t

S

1

A

内

4

1，079. 4口皿

132.  /1 
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5. 55ρ 

16.6 5 /1 

180.  /1 

11 . 1"  

18. 2"  

4. /1 

240.  /1 

7. 1 /1 

建 築 市

内 需

l 角 力 JU

2 同 事 務 室

3 悶 洗 場

4 問 更 衣 室

5 剣 道 々 場

6 同 事 務 祭

7 同 更 衣 室

8  同 日市 ￍｦｉｾ譲

9  陪 k 競 技線管場

10  同事務宗教員寧
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運 動

主主' f .

腕 技 場 の 計

田

三量

主登.

信

( 1)  

武

本 怖 は 本 誌 「競技場建築鋭j の特il砕霊長行を機と 競技に謝する自然的本能と云』、言葉と 問主主計fで あ

し、アメ リカ合衆凶に於ける各組競技 場の言十m法 ることは 、殆どま主に夏めて論ずるま でもな い。

に就きて述べしもの である c 御参考の - J j } J ともな 運 動競技 ｬ 士 、 公衆の健康 、 遺徳及び 幸耐を ｾ 逃せ

らば幸甚である 。 しめるに奥って 7J がある o 従って、新かる目的の

|刈 l亡、本稿 は ために用意する土地は 、 決 して賛惇なもの で はな

1  Kar l  B.  L ohmann l' ri nci pl 也、 of  Uity ( 、寧ろ公 衆の生活に必要紙〈 べか らざ るもので

Pl anning， 1931 .  あ る。都市の運動場設置段、 単に 運動競技に3討す

2  Thc  Ar chitec LUl' al  B ecol ' l l， J an. ， 1931. る重要な機合を務 らしめる に役 立つのみならず、

3  'J‘ h巴 Archi t cct uml lt ccυrcl ， I"cb.， 1  931. 

を骨子として極め たる もの であ る3

目

I 都 市 運 動 場

l 沿 革

2 種 類 と 配 置

3 位 置

4 大 き さ

E 屋 外 競 技 場

l  競技場面積

2  o主席而 総

3  入口と 山口

4 波 留Ii

5  相暗 主 門

6  革占

皿 屋 内 競 技 場

l 設 備

2  特 殊 施 設

3 御覧者座席

4  室内勤線

5  建 築 構 造

6 日 光

7  ロッカ ー室

8  シャ ワ一家

9  機滅設日I i

I  都市運動場

三欠

運動競技のため の土地 の 自由 なる使 J+l は、i1li ・動

都市計5監上泡 常 な 施設を なすた めに も必要で ある

何となれば 、若しさうしな い場合には 、日寺が綴る

ｬ 亡従 って、都市内 の ｾ動競技場として巡滋なる自

由空地には 、ffi 築物が建設せられ、自 然 その敷地

がな〈なって行〈からである o l i J ! : 見々 られ る卵I (  

小都市内 に残 され見 itt Jl J 運動場とな って ゐ る 似 然

的な米 建 築地も 、{ 徐程注意 しないとな〈なって し

ま.ふ とと が多い o 都 市 の周 脳部 l主絶えず鍛張する

もの で あ るから 、都市の中心部か ら新かる土地へ

の距離は段々 と泣〈 なるのが一般の 傾向で ある 。

運動 競 技 の 場所が住宅の池 に取 って代 はられた場

合には数多 ρ 居住民によっ て、 其民主は 細 分 された

庭樹となった 官、 ｾ は 叉 、 会〈空地としての似Ｈｴ｛

を依か されてしま 』、 ζ とが多い。 ζ れ に反 して 、

自由空地 が 少〈なるに 従っ て連 動易に Ｕ 討するｾ求

が大となる のが原則であ る故、現代都市の官|;lt に

常つては 、深〈乙の貼に留意 し、将 来 に射する主主事iI1

と見識を以て司王を企てる ζ とが最も必要であ る。

1 . 沼 草

都 市 内 に 於て、u ! に運動場の滋反したの は 最 近

の 50 年!i l ] であ るが 、以来長足の進歩をな し、そ

の ｩｬｬｾ 性 は一 般人士によ 〈 認、 殺 される所とな っ た

ζ の時代に於ける活動性 を調査する時 には 、次の

如l き名手協の俊濯が知 られ る。即ち 、住宅或 は寺院

に附腐して治られた }fr の砂庭 S剖 l U g川 'den ( 1885 

乃 至 1895 年〉 が 最初のもので、運動場l ' by gr o-

山 ld ( 1894  Ｗ Ａｬ 歪 ＱＹＰＰ 年〉がこれに次ぎ 、 公ｊｪ，Ｇｾ

l' ar k が とれ に次いだ、。 その後 にあらはれたも の
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は、 Rυ chester ゃ Chi cag0 に出来た所の休養中

心R ecreat i onal cent er  ( 1905 乃 至 1912 年入

及 び、 それに美術館宇普楽堂の 設 備 の 整 っ た

Detroit ゃ Cl eayel and のそれで、後各所 に休 養

法が作成せられた( 1912 乃至 1914 年〉。後、地

方運動競技協同が各地に現れ ( 1915 7'; 歪 1918 年〉

遂に今日の如き也・界人類を救ふべき使用をもてる

競 技の指 導 者 た る 運 動 場 が 成 〈 設 立 せ ら れ る に

至 った 。 最近出現したる 国民休養協合 N 以 ional

R ecreat i on k ;soc i ati on I立運動場設立促主主迷動俄

闘 の中最も重要なものであり、運動競技ー界に先君主

主指導 とを奥へ 、新界に貢献する所が頗る多い。

との比較的短期間に、沼! il)j J 場設立 の背後 に 潜め

る観念立立に目的は大いに重型化 L 扱大された o li[! ち

今 や 、初期に考へられた如〈、立l . ! [yJ Jf-l Jsi揚 11J I'1. に

不良住居地域に必要なるのみならず、郊外にも よ

り必要と見られるに至 p 、事賃上都市全盛の住宅

地 に必要と見倣される宇うにな った。そして 、今

や 、都市計塗ヒ合理的であ Y l I . 不可避的であり 、

fl，J耳1に博愛的施設なりと のみ見倣 される に奈 り、

例へば 、 1930 年 に於け る Pl "ygrυl lnu anu 

]{ecrc"t ion  A出 oc iatiυ 1¥ of  A l1l eri 山 の調査によ

れば、各都市に於ける合計数 は 13，397 に及び、

1929 ｾに比して貨に Ｑ ， ＱＳＷ の噌加 を 示し てゐ る

有様で ある 。

2.  種類と配置

泡1m虫主主主主場の商談及び相互 の距南{ t は 、 そのs H近

の市民の性持、立立に一般誘致胸係による 。換言す

れば、 illi 効 競 技 場 の 積 額及び 配置問題 l工、TX る特

殊 迩 動1必の設備ある範l叫に{ 主む人 の年総に到する

考慮であると極言するととが出来 る。

3. 位 置

な運動場を希望する が、 一般運動場の一部をそれ

に割滋てればよ い。併 し乍ら 、組 織 的 な 宏大 な 迷

動競技場はも っ と年上の背年が使用するにも1 f であ

り、且校庭 を利用し勝ちなた め、 ζ の務I の鮪殺 は

儀り 主主泉が ない。築校附腐の運動場を以て とれに

充 て る 時は、E立' 皆、位育指導 、維 持 に最も [llf 利 で

ありJ l . 総務的である故、多くその方針を採川して

ゐ る。従って一般に 、/1、製校の位置は小製校先輩

m; 担動場の見地よ りも、極めて慎重に考浴して 、

とれ を決定しなければならな い。

ζ の現象 i亡倒して 、最近例へば 8∞J '; 歪 l ，oo:l

人 を牧草ーするととの 凶来るやうな大きな桜校が数

少〈建設せら れるやうな傾向にあると とは 、注;窓

すべき司王で、特に人口分布 の少い士山方では その油

製距 離が以前に比して 大とな ってゐ る。

3  )  小 昼 校 児 童 南 6 乃至 12 歳川 のFfr JP;小製

校 j運動場 は、最も主主ぃ家並ーからも }  ｉｾ ｉＡＮ 以下 の距

離 にあ らねばならぬ。小事校 の敷地に設 け られ た

淫動場は 、一般の 都市に於ては 、都 市 i運動場とし

ての継投を 一際 備へ てゐ ると同時 に、近隣の )G!N

J1J として も役立つ F うに計笠され てゐ るべ きであ

る。 そして特に、 主要幹線街路 、路市電車線、 必

滋から離れ 、戎 はそれに主主 ずる 泌E告がそれらをもな

切る時には相7守の安令施設を施さねばならぬ 。

4) 中等製校生徒南 12 乃 至 14 歳 I¥Jの j運動

場は 、 最も主主ぃ家庭か らも 1 p型以下 の距離にあ

らねば な らぬ。斯かる年船 の生徒は前者よ P もifli

杭が氏〈 、且lill 々の競技の行はれ113，る必姿があ る

.Il nち、; ! l i 動場 pl aygrυl l nd と務するよりも 、25f ろ

競技場 pl ay field 或 は競技公尉 pl ay- l i cl d l':Lrk 

主税はれる塑王立の もの、例へば、一自主総上競技場

庭球場、 7Jミ泳場な どの施設 を合んで ゐるも のが客

ばれる 。

5 ) 一般運動競技場 上級事校生徒及び その他

1) 幼 稚 園 児童 用 1  J'; 奈 5 室長用で 、例へば の 15 7'; 至 25 談或は それ以上の成年用 のllli 勤続

家の後降、匹ｩＡｽＱ ｊ 内署長厳にて取 ｉ 泊まれた ｾｊ 也、或 は 技場は 、砂くと も住居地 1 :平方 l盟 ( 640 エーカー

アパートメ ン トの尉娘など 、君主の近くに設けられ 〉係に、 ii J 村氏そ の 5 パ ーセ Y ト ( 約 30 エーヵ

ねばならぬ。就中、直劉の中央に伏す る運動競技 ー〉 の制合を以て、 これ を円eil ましなけ ればならぬ

主義は、 2 敷 地 の 後方 に 置 くべきであり 、新〈する 小 、 中 卒校に於け る場 合 と同様 、 卜品改築佼に於て

時に は、接近、鋭利 、安令上、或は維持 、監 督 上 もとの績の運動競技場を附属せ しむ るととは符策

非常に有効である 。 街路に面した主聖地をとれ に刺 である 。 ζ の御合はたとへ通事J i I i 荷量半径が !Yz J '; 

JIJ する場合も殆 ど前者主同様の主主呆を 有するが 、 至 2 叫とな って も一向差支へ ない。 詳しく云へば

児11U目として 配置する には 多少 の板雑 さが ('1'...;. 。 近隣地の 成人数を年少者と然 らざ るものと に分 け

2)  拳 校 児 童 南 6  J '; 歪 15 畿の児1江主主に事 JIJ 夫夫に遡する競技・或は運動施設を考へねばならぬ
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第 1 : 表 運 動 競 技 面 積 ( 成 人 用 )

貫主 技 函 存t 使 用 商 杉f

t; 手符 ( 米× 米〉 〈米× 米〉 競技人数

(  )  内は 8尺 (  )  内は吹

Ha' ebal l  27. 43 (  1透〉 9 1. 4 4 X  99民 18  

( 90)  (3∞ X 325)  

ｒ ｡Ｎ ｾ ｫ ･ ｴ｢｡ｬｬ＠ 15. 24 x  28.65 ( 最大〉 18.29 x  30.48  10  

( 50X  94)  ( 60x 100)  

10. 67x 18.29  ( 最小〕

(35  x  60)  

Rasketba l1 ( 女子〉 13.72  x  27.43  15.24  x  30.48  12- 18 

( 45 X 90)  t50 x  1∞ 1  

Rocci e  月. 49 X  2 1. 03  9.14 x 21. 34  2 - 4  

[ 18x62)  ( 30x  70)  

Bowl i ng'  g' l' een  4. 27 x 3 3.53  36.58 x 3658 32- 64 

( 14X 11O)  (120 x  120)  

C lock gulf  6.10- 7. 32 ( 直径〕 9. 14 ( 直径〕

( 20- 24)  ( 30)  

Cri ckE' t  20.12  ( 三柱門 r: U) 128. 02  ( 直怨) 22 

( 66)  ( 420)  

C l' oqll E' t  9目 14 x 18.29 9. 14x 18.29 

( 30x  60)  ( 30 x 6 0  I  

Fi eltl hoc key  45. 72  x  82. 20  ( 最小〉 54. 86x IW .58  22  

( 150x 270)  (l eOx 330)  

54. 86x 9 1.44  ( 最大〉

【180 X 3∞ 〕

F ootbal l  48. 77x 109. 73 54. 86 x  148. 02  22 

( 160X 360)  ( 180x  420)  

Handbal l  6. I OX 10. 36 12.20 x  15.24  2 - 4  

( 20x34)  ( 40x50)  

Hand tenni s  4. 87 x  12. 2 7. 62X 15. 24 2 - 4  

( 16 x 40)  ( 25x  50)  

H Ol' ses hoe  pi cki ng 12.19  ( 材開〉 3.05 X  11; .24 2- 4  

( 40)  ( 10X 50)  

I. acro.<;;; e  64. 01 x  137. 16 ( 最小〉 76. 20x 152.40  24 

( 210X 45::>) ( 250x5∞〕

77. 72x  164. 59  ( 最大〕

(255x  540)  

Paddl e tenni s  5.49  x  11. 89 9. 14x 18. 29 2 - 4  

【18x 3 9) ( 30 X 6 0 )  

Pl aygl' ound bal l  10.6 7 - 13.72 ( 直径〉 45. 72 x  45.72 20 

( 35 - 45)  ( l 50x  150)  

Pol o 182. 88 x  292 .61 182.8日x292. 61 8  

( 600 X  960)  ( 6∞ X 9 6 0)  

Ql l oi t ョ
13. 72 ( 材問〉 7.62x  24. 38 2 - 4  

( 54)  [ 25 X  80)  

R oqlle 9. 14x  18. 29 9. 14X  18. 29 4  

[30対 0) ( 20 X  60)  

8hll lReboar(1  3. 05x 12.19 - 15.24  4. 57 x  15. 24 2 - 4  

( 10X40- 50J  C  15x  50)  

Soccel' 45.72 x  9  1.44  ( 最小〉 64.01  x  109.73 22 

(150 x 3∞〕 ( 210x  3丘町

91. 44 x  1  18.87( 最大〉

[ 300x 390)  

T 引1 I 1i " 8. 23X23. 77 (シシグJν } 18.29 X  36. 58 2 - 4  

( 27x78J  [6つX 120)  

10.97 x 23. 77 ( ダブ i V)

[36x 78)  

T et her  tenni s  1. 83 ( 直径〉 6.10 x6. 1O 2  

( 6 )  ( 20X20) 

Vol l ey bal l  9. 14x  18. 29 15. 24X24. 38 12- 16 

(30x 60)  ( 50x 80)  
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第 2 表 運 動 競 技 面 積 ( 児童用 )

t; 手符

t34eAsκ  :  
技 而 -til 使 用 商 寺it

競伎人 数
( 米 × 米〉 ( 米× 米〉

Baseball 22.86 (  1 法〉 76.20 X  76. 20  18  

Basketbal l  10. 67x 18. 29 15. 24x22. 86  10- 12 

Cl ock golf 6. 10- 7. 32 ( 直径〉 9.14  ( 直筏〉

Cr oql1et 9. 14x 18.29 

Fi el d hockev 45. 72>< 82. 30  

Foot bal l  48. 77x 109.73 

H and ball 6.10>< 9. 14 

I-l or:eshoe  pi1chi rg 9. 14 ( 材開〉

Pa d，ll e  tenni s 5.49  x  11.89 

pl aygr onn<!  hal l  13-72( (  l 法 〉

10. 67 ( 1 溢〉

円 。 ｣ ｣ｾ ｲ 45. 72x 91. 44 

Tenni ;; 8 23>< 23. 77 

10.97  x  23.77 

T E' thE' r  Ｑｾｮｮｩ ，［＠ 1. 83 ( 直 径〉

Vol l 何 b:l ll 7.62x  15. 24 

が、 ク ロケ ー、 馬蹄校 、鍛環戯な どの白日 告、te. 粍

ｦ ｾ Ｇｫ 烈 な運動 を要 し な い 競 技 ＯＩ 施設を施 し て お け ば

あ らゆ る揚合 に利凡l す ると とが出来 る。一般 運動

競技場 を拳校の 外 に也〈場合は 、 これ を近 隣公 悶

或は 大公 開に附腐せしめ るのが終油 で ある が、 こ

れ を 小 阪 ｬ 書館 の 附 近 に 設 けると と も 、 ぢｾ［ 市 言ｼ 令 卜

5: f {を符τ たる方法で ある。

4. 大 き さ

運動場の大き さは 、製 校生 徒数 、現 作休 養施設

のf¥'L i在 、競技 の積狐 に 約する最小而fUな どの如き

綿々 の要 素 に よっ て決定さ れ なければな らな いが

運動場或 は競技場の大き さの撚併は 、和 々の人士

lてよって続々線々に 唱導 され 、現了仁の所 、殆 ど何

人 的規 約 に よって しか定 め るととが 出来 ない位 、

広々で あ る 。 即ち 、 近 隣地 Ｑ 児 ｚ 在笥 ｶ 、 ｽ＾ｾ る 時間

運動 中の人 l 人t言り 、35 乃 烹 200 卒方択を 標 準

とす るの有様で あ る。

運 動 競 技場 の線、而f J l を決定するに必要なる他 の

方法は、その製校の種類を仲介として間接に求む

る手段であ る。J l [ J ち、絞 被 上、明 に、思校の種類

或は階級はこの駄に倒して、偶有の特殊の要求を

示 してゐるのである。

比較 的 小而符の休養地設は幼稚闘見誌のた め に

必 要 な も の であ り、 その主要な要求は 、日 際 、雨

9. 14x I8. 29 

45. 72 x  100.58 22 

54.86x  128.02 22 

1O. 67x 12. 19 2- 4  

3.05x  12. 19 2- 4  

7.92>< 17.37  2- 4  

38. l Ox  38.10 20  

30.48>< 30.48  

45.72x  109.73 22 

15.24  x  36. 58 2- 4  

6. 10>< 6.10  2  

12. 19>< 18.29 12- 16  

除 、何iFfr 手 t t 、幼稚 な競 技、 自111笠地 、及び会商

品ff を取 り回む悶布l]-施設な どで 、 この陀l相官 は砂 くと

も 2，000 平方吹の面fUを包んでゐな ければな ら

ぬ 。 中 市絞 の運 動場はＮＱｬ｛ｊち 小事 校 ｾｾ￮ 在 に 必 要な も

の で あ り 、 小 ｴ 手 ｅ 校感 地 として は Ｕ 乃 寺ｾ 6 エ ー カ

ーが必 要で、中 、 1 Ｗ Ａ［ ｾ＠ ｉｾ エ ー カ ー は 建築 敷 地

他 Ｑ Ｚ 、 見 主 の 男女年齢 に ｍＮ ｾ ずる運 動 休廷敷 地 と し

て究 てねば な らぬ。

Ｑ Ｍ 紋 ｾ ｾ校 用 運 動 殻 ，ｦＧ Ｈｊ￟ は ｂ 乃 烹 Ｑ Ｕ エ ーカー

の而積が必要で 、内相[1) 1' .こ 湖町! 市の設備 があると よ

い。脊年男女に 泊 する競技場 と し て施 設するとと

は勿論である が、近 隣の見mの遊戯にも 適するや

うな官余地を取り置 くべ きで、有Ii 樹 な どの手段に よ

り比較的調立性を係た しめ 、，同製校 と分! l l ! tせ る場

合 に除 、運動競技 用F付属建築物を必要止する 。斯

か る競技場 の 商積 を大に なす と とは 、撃 に 本来の

目的たる運動 競技の機能 を果 せ しめ るに好都合な

るのみならず、公 闘 としても有効 である 。一般に

上級祭校の毅地 l士、斯 か る 迩刊」易 と合して 20 乃

奈 25 ' "ー カー がii&訴 で あ ると 詔ば れてゐるが、

校令を 合 めな い 場合には Ｑ Ｐ 乃 ｾ 20 : r . ーカーで

充分であ る。その主なる施設と しては 、蹴球場 、

士P.ffi 競走路、庭球場 、野球場 その他 を重量ふべきで

適 Ｑｩ ｾＮ なる自 動 車置場施設を忘れる ｅ は 出 来 ない 。

( 未完〕



1弔

ル

-

S

司
d

r

a

m

 

-

-

崎

日

内

-

H

可

，

町

民

-

V

4
v
 

'
h

'

 

a
n
 

--
開

i
m

a

m

-
n

，

叶

ι

r

z

'

T

，

 

，
‘

台
、

d

q

A

 

e

a
g

 

-

q

 

e

p

 

A

W

 

守宏

援 :恒

曹

&

，

f

閉 ま:

前l' 戸アイススーケ ト場

第 1 ｾ皆 』 土地 ｆ 持ｬｊＧＭ商閣

紳p アイススケート場
所 、休 憩祭 、洗面所、 便 所、 ス 外 ｾは石粉入モ Ｑ ＱＮ タノ ι 仕上 、 内線 は Ｗ ・ Ｗ

l 所 私 語'1' 戸市新聞地

ケ ート 場 368  TF 7  スF ーイ'J :.I-. . 床は人法研 11J し、 タイ /ι 、

l 表 家 o.tt 筋 混在進土建地階附地 上 3 階 建
ｾＢ＾＠ 2 階 表 家 は食堂及使E庁、 スケー ト場 プ ロ ックl [1 とす

一 部塔 家 附 37 主l'
淑E主席、休憩室、 {!Ii)fr 105 坪 8 ス ケ ー ト 揚は 軒両 ＲＳ 尺初 、 ｾＧ ［ｩ ｾ Ｒ 尺 Ｕ 寸

1  7，ケー卜 場 銭' 口鍛1bi 浪 凝土建中 2 階 附
ｾＺ［＠ 3 階 食 堂7Jz料到! 家 、 {!Ii所、事務主 に して パテポテ形架構と し化粧小E置法り

一部地階附 l 階 建 331 坪 7
35  :坪 63

天井口は{ I ! IJ に於て 20 尺 と し氷 i丹而 I:J:

計 建築面積
3伺 坪 7 塔 家 階 段箆

4j 平 13

中央にて 30 尺 J  

rlJ 12 問

l 各階 の上ド霊!l:7Jz其) I J 主主 官十 延面絞
567 珂，64 長 22iiii 264 坪 テ ラ ゾ人訟研 出 し 仕 t の

∞ 地 階 物 涯、機核家、同係 員 設 所、従 様 式 近 世 式 上に氷結せしむるものとす

01 
主主室、?字化村l 53 主ド 38 構詰E 表勇足陵慮桜迭としてt ; i さパテイ ツ ト迄 l 設 計 四村 i ] ' ; 築事務所ー

X  自ら I 階 玄胸切符 1:1揚 、更衣主主携11，1品預 39 尺 搭* にて 45 X とす l 施工株式令1 I i li 引也ま11
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課内I l l ，

大 阪 歌 舞 伎 座 極 上 ス ケ ー トリ ン グ 平 面l剖1土縦断面 凶

大阪歌舞伎座屋上スケートリンタ

1. スケ ー ト リ ン グ

A ス ケ ー ト リ y グ 71<低 面 188 雌 00

11:t 1豆張 . N 皮防水府施工配役・ 、ィプのIl¥J

は 、 コＧＯ＿リート 打 ち 、 テ ラ ｹｾ 仕卜

l  リン グ刈 附 jffi 路

日青ffi l'.1こコ ンク ロート 泣き スラ プ 、 ク リ

ン カー タ イノt. mf

i  所 在 大阪 Tli 雄 、ム千 LI 前

1. 設計施工株式合制; 大林市l

B ス ケ ートリ ンク-

A  ス ケ ー トリ ン グ J!iJl 羽jffi 路

B  ス ケ ー ト リ y グ及II渇通路

74 主F 50  

65 J: F  67  

37  :l'F 88 

1. ス ケ ー ト リ ン グ床

コ y ク P 【ト商 に防水層を施工 ・コ ルク 6
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甲子日d信 内 プ ー ル; 忠商随，1&2Ji

而凶

，' ! ・ 11  

甲 子 園 室 内 ブ ー ル

水泳 練 管場 としてまた 競泳場として年 中一定

の水温 を保 つ 温 度湖町l装 置 が 殺 ひ水 は 不 断 循

環浮化され澄み切ったる清水に _' RJUlは 日光 の

直 射 を謎 け雨で も夜 でも使H l する 惑 が出来る

l 所 在 阪前1

'

沿線甲子闘野球場東外野ス

!J y ド内

l 床 而 m 393. 00TI 三

l ス !J y ド牧谷 人 員 420人

l 更 衣集枚待人 員 550 人

l 桃 訟 鍬 ，!'t銀 筋コ ンク リート 治

8 7 'X  



. 0' 11' 1' 111' 1 冨富田亘Em-

H. 1 . 1 . . 田園田E

甲子刈 iH巡勤mスタ Y トコ'王国 li;¥1)!( 不Thi閲

甲 子 園 南 運 動 場 ス タ ン ド

陀 上 競 技 、蹴 球 競 技 、 F リケ ット 、 ホ ッケ ー

其他競技} 目 に使! Hするi Y i m動場 スタ γ ドは淑

賢者スタ ｹ ド宣伝Ｂこ方競技用に必要なる 諸 ｾ を

有する

l  所 在 阪 糾 沿 線被甲イ・ 伺

l 床 面 積 1 階 1，573， 178Ji lと

2 階 766.854坪

合 計 2，340.i32坪

l ス F ン ド牧容人員 18，∞0人

l 構 迩 銭 筋 コ ン ク リー ト2 附- m:

∞
∞
さ



倉南側及び東側の全景

南側より運河を隔て h 望む

伊 藤 忠 ア パ ー ト ( 大 阪)

倉正門と玄関を見る

構 浩 鎖 筋 コ ン ク リート 浩

外 装 薄 ク リーム 色 リソイト 塗

寝 室 畳 敷 きでスチールサッシ

ユと紙張障子の二重とな

ってゐる

窓 外部の窓は全部スチ{ ル

サッシ ユで寝室以外は一

重であ る

設 計 橋 本 建 築 事 務 所

施 工 竹 中 工 務 庖

8 9  J X  



3 階 臆 接 室 司

r J 貨 の 語り 平日風担E泣

きで 七と して 筑 間1[i;lJ

［ｬｾ 等の問 書廷に 川 ふ

I X  9 0  伊 藤 忠 ア パ ー ト ( 大 阪〕

個 1 陪 談 話 室

天井 は テッ ク ス ｾＱ 量 りとし

壁はパルボ イド塗 り

床を リノタイ ル張 りとし

窓は スチ ールサッシユを

大 き〈と っ て ｲｾｾ 撃を 充分

として ゐる

個 E主戯室及びピンポン室

天井は テ ックス * りと し、壁

は プ ラス !J -i!lU k. び テックス

'iIi ｾ＠ ，床をl . f 木 板 狼 りとす



一一一ノ ¥一一一一

li l ! 置 圃

図図

1 階 平 面 圃 216 坪 075

伊 藤 忠 ア パ ー ト ( 大阪)
91 I X  



2 階 平 面 圃 185 坪 422

3 階 卒 函 圏 185 十|ユ42 2

伊 藤 忠 ア パ ー ト ( 大阪)

設 計 橋 本 建 築 凄 務 所

施 工 竹 中 工 務 底



外 観

屋上露蓋

卒 面 園

4・

( アメリ力 ) ロ シ タ ア イ ラ ン ド の 住 宅

出国向きの住宅である。温室が一つのユニッ ト

となって居 札 一般農家に必要な如〈将来の蛾

張 に便利である。

保協し吸音 、耐火等充分考慮 されて居 る故に維

持政 、保険料等 も従って低厳になる。

陣屋根であるから無駄な 屋根裏の スベイス がな

し 且民根の上は休養 と睡眠 とに利用され得 る

( Al' chi tectul' al  l { ecord 誌よ り 新名種夫〉

建 築家 Hol den and Mcl angl i n 9 3  IX  



。

各 階 卒 面 薗

I X  9 4 別 荘 建 築 7 題 の 1

イ ン ス ブ ル ッ ク ω近〈にある

夫婦と子供 l 人のためのもの

( Mode m  弘 nfor men 誌)

より 本多正道以下同様

テラスを見上ゆる

建築家 W i Ui ｓｴｩｧｬ･ｾ＠
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各 階 平 面 圏

別 注 建 築 7 題 の 2一 一 夏 の 家 建築家 Wi l l i  Stigler 95 JX  



全 景

各 階 平 面 図

I X  96 別 註 建 築 7 題 の 3一 一 ヴ ア レ ン 湖 畔 の 家 建築家 Sommer l ad



4 ・2 戸 建 週 末 住 宅

ｾＭＮＮＮｬ＠

4 の 平 面 園

5 の 平 面 園

十一一20 5

• 
住 宅

別 症 建 築 7 題の; 22222Rぉ; k y 9 7 1 X
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1: 150 

7 の 平 面 園

6 の 平 面 圏

7 ・チユーり いj ヒ湖左岸に ある別荘

I X  9 8 別 荘 建 築 7 題の?
建築家 Ant on Recknagel  

建築家 Karl  Egender 
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国2  第

57. 60 111 X  24111 の炭rm。柱 6 本 でよ草

根 を 支 へ る 。

木 治 トラスは

スパ ン 24 m 梁 fll] pHj 4.6 m のもの

と

スパ y 57.6111 梁 間隔 24 m で 中 柱

あ るもの と

こ額 知 あ る 。 就 中 注 意 す べ きは スパ

ン 57. 6 m 高さ 5.5111 の 大 トラ スで

ある 。

h
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E  

そ の 構 造 法 の 詳 細 は 鍛 製 の 輸 を 木 の

トラス メ Y パ ー の 中 r: nに挟 み ボ ル ト

で 締 め る か ら 、 ボル トはテ y シヨ y

を受け 、鍛 輸 は シ ヤ ー を 受 け 合 理 的

"，こ 結 合 さ れ る o ｾ＠

第 1 ｛白 ｬ は大 ト ラスを建て始 め て から ｎ ｾ
4 日自の符良

質 ｾＲ 聞は内 部の Ｒ Ｔｭ の ト ラスが取
つくとと ろの潟良

第 3 [，話lは fsili 日のプラ y

第 4 闘 は 結 合貼 の詳 細 で ある

第 5 脳lは 建 物 の 桜 断 面 で 2 4 m のト

テ スが見える

r  

、

色、

ー
圏3  第

自 ｾＶ 闘は建物の縦断面で ＵＷ Ｎ Ｖ m の

トラ スが 見 え る

第 7 脳! は 57. 6 m の大 トラ スの詳細l

で メ y パー は 24 c m- 2 0 c mの けj

で 10 CIll の厚 み あ る木を 2 枚 乃

至 4 枚 を 合 せ て 結 合 貼 に 銭 輸 を か

ませボル トで締 めであ る

1934年 の 建 築

( Baukunst  und St，idtebau 誌より

岡悶孝 男〉

四己中
←二斗仁

」一也監」

ヒ 斗ーー ζ ミl 時

戸， + ..[ 

Otto Appel  9 9  I X  建築家

圏

高園自動車・自動自韓車博覧曾大鹿間の構造

4  第

(  f イツ)



第 5 図

第 6 圏

Mas j / ub f  ｾＮＵ＠

第 7 圃

l X  100 ( . . ."(ツ ) 寓園自動車・自動自轄車博覧曾大鷹間の構造 建築家 Otto Appel  



飛 行 機 よ り 見 た る 犬 阪 市 に於

け る 俄 装 遮 蔽 に 就 て の 戚 想 ( 2)

近畿防ｾｾ演習に於いて大阪 ｲｦｔ に於ける主要なる大建築物 、 貯水池 、 道路等 々 の ｻほ災

ｊｊｩｬｬ蔽の 質調ｬＡＮｊＡｫ況 を ｾＧ ｦＧ から視察するためｬＧｊｬ初 ｾ Ｇ Ｚｩ￭ ｦｴ を中心と し て各部委員 Ｔ Ｑ 名 が 大 阪

木 津 川日本航 ｧ，，ＭＡｾ 命 皇室株式合紅 の Ｎｔ Ｎ Ｍ ｮＮ ｂｙｏ 械に梁 っ て Ｗ 月 ＲＸ 日午 後 ｾ ，ｾＧＱＧ籾 ｩ ｬｬｬ ｊ を し

た、以下は伝日 f芥衆各委員 の感忽を 順序不同で. j g載 した、 なほ前 月の本託" ( 第J i 料

ｴｲｾ＠ Ｘ 披〉へも各委員のｾ恕を伺殺 し て あ るから紋我参 ｮ ｲ Ｈ ｏｉ Ｇ ｾ ￯Ｇｾ されることを望む ＿

伊 東
』恒

J ム : ｪｾｾ に い ｪ って 、 絢 同志 ｬ 土｝ Ｏ ーに不 ｦｦ に張 り政し たもの
H I  

であります。 之は統 治;21'. 行 で あ るの とその物皮 が

Ｗ［＿ 口 ＱＱ 飛行 ｉｉｉ 間約 Ｑ Ｐ 分 ｲｭ 別紙地聞記入の航路に Ｑ Ｑ 、なる Ｑｾ め見 ｩｦＡｑ｝ ｊＩ 効 果 は Ｑ リられな い ものと，思はれ

より大阪市外仰を高度約 250 m ＷＧ［ 至 Ｓ ＰＰ ｭ にて Ｚま す。 之は 京都 の 昆 ｾＷｊ｜ の［ｂ［ ￯ ａ ｉ ， に ｮ はれ た如〈絢 を

一周せるもの であ ります。放 に俗波或は遮織の ?，<"); ;  iAeれに 1: '1めに上下ニホ に して 変形にすれば;B; 献 の

泉を生ぜしむべき高度 ll fJ ち敵機襲来の場合 の想 像 j 効 果もあがり 1!J ! ヘラ或 けi'1j 伎 を結着する場合 には

わ ｪｬ 支 Ｒ Ｕ ＰＰ ｭ と は 栴 段 の 中日主主ある Ｑｾ めに、民 の効白 之を ギF必 になし1早られ 、又之を 支j ¥する 1.. に於ぃ

泉如何は淑察 L1早ず不明であり ます。又 高 度 不 足 : て併 症 t よ 17 .T) 剰J!!ii もit J られ るものであり ます 。

の伐め大 阪 会市に ｆｩ Ｚって淑祭する こ とは ｦｴ し ＱｾＱ Ｇー な

かったので、 と込に は航 路附近にあたれる もの二

三につ き観察 の結 果 及 びQ'eに 2 1∞m のお皮 に飛

行せるI r ¥" ' の終段よりして それ 守; ( !)i) .土遮織の 所 J切の

日的たる 2500 m 以 .l-. よ りの効果の惣イ裂 をも附犯

して置〈こと L します。

l 大阪 市 中央 市 場

之は そ の 中央部 に ある長方形平而の Ｍ ｾ物 の陸

賊根を主主料に て偽装を施せるも ので ありますご塗

料 の色は黒補色、その煎様は i貨物対; にて虫案せ る

も の にｾ屯れるも の でありますから干千々の制緩 よ り

しても 有効 であり 、更 に高度を: J j 1せ It 効果を柄す

ものと 認め ＱＡｊ ます 。 Ｑ ｩ ｛Ｑ 色 彩及び模様により舟ｾ fii¥1民

家 の] [ 照根とれ同して識別し1 h 1li 1 l 、らしめます。イ[1

し貨際の場合にはそ の白色蛍而をも同色或は友色

に塗装しなければ不可であ P ます。

2 府E軍合

紡糸綿にへラを結びつけた ￭ｾ 袋網 を 月 ｝ ゐたもの

であ P ます。 200- 3001l l粍皮の ji' :j 皮 か らで は き し

た る効果は認め難い と思はれるもの です が、iiX級

事担聖書の終段よ りすれば 、2αxコm ).!)， J-. の7，' :j ! 1 t であれ

ば効 果 ある ものと恩'1ft せられま す。

3 大阪城外首長

納を主J，てE去を遮蔽せる もので、蚊 I笠 I-_Yf百よりJ -f

川 勝 健

迷 採 何れを見ても生物 ｬ ｾ Ｎｾ に 於ける狩戒色 を 思

はせ られる tJt なものばかり 、 只だ桜 山の三列町i刊1

村' [ 刀 ものは 一考の t' I ! 地が干f するのではないかと思

ふ 、 それ以外参考となるもの皆 無。忠ふに京に 「

ペ イ ン テ イ y グJ に よる「カ ム アラ 」はill 築 物 の

場 合泡官? なもの と考へ られない ので なからうか ?

係 袋 之の柿 のも のにも伶り良 い ものは見 られ

なかった 、只首iJ 者 上 り;f-:l半;f と色彩と の 「コ y ピネ

ー シヨ ｾｊ を考 へ る事に依 っ て相 ＱＺｾＧ ・ ｗ ｈＮ｜ーすべき効

果 が1リられるかと思」、 、適例として は中火制l賀 市

場を Ｕ ｴｰ［ げ Ｑｾｊ る 。

遮蔽 之の都知のも のに非常に好紡果をnて 舟

るものが多い 、恐 ら 〈構築物の 「カ ムフラ J と し

て は最も通常な方法で ないかと考へる 、が然 し火

里占として はその遮献すべき主位のJ t J 主主に よ リ採用

不可能のもののある事で あ る、例 へ It 火気を扱」、

工 場 ，Ｇ ￬￭ｾＧ Ｑｉ＠ Ｇｦ能川中 の 河 川 、 港湾 ｾｊｪ［ ー々 、 今回の籾 ｩｊ ｕ ｉ

に於て 効果的 であ っ たと忽はれる のは 、柴山フj<j Y，[

f也、築港第 2 突出 、 ガスピノι 、!l t 際合等 。々

結 語 ノ 子 ＱＢＱ の阪管に於ける 「 カム フ ラ 」 が ｾｩ Ｂ ￬ｾ ・

に ｾ ｾ￬Ｉ 分 的且 つれ験 的で 、 何 ら の ｴ ｴｲ Ｑｊｩ Ｍｶ局 ｻ 王 ＧＱ Ｇ を持って

101 I X  



鼎ないでｾ物に依 つて は Ｕ 主体的な又は 司 ｬ 詩的なも

のに 過 ぎな い様なも の もあった様である 、 それに

しても作所之れに釣する終授は中日常の もので 「カ

ム フラ」のｾめのみに犯して肘る令制が大 ｴｊｾ 1，α氾

旧l内外 或 は それ以上である 、 も し申課で な く全都

市主要建築物に之れを気すとすれば1
f
tに想像以上

ｾ大なものになるの で はなからうか 、 然かもそれ

に依って完会に「 カム 7 ラJ が成功的に完成され

るえのであらうか? ｾｴＺ だ疑 ｬ まざるをｾｾｽたいと思 Ｔ ・

桁: 市律事起が大扱 1，α幻 11' W. 上の. [ 告か らである

と考へ ると 、果して iP; 1々 のm物 が敵の絞殺目的と

なるだらうか、 勿論それが} ! l ( る地帯、又はある地

隠 の淡翠目標とはなると思」、 、だから潟市ぞ位 か

ら見た時はも っ と重大な第 一次 的 なものは都市 令

砲の色調とか型態とか云ったもの 、戎 It も少し部

分的 に 入って 、 工場地帯＿とか事 ｬｾ 心とかピ問題であ

ると E. 」、。

散に 、f尽波、遮織の問題の中 心、は大阪の場 合最

も 特徴的である河川 、 河口 、 浴滑空手 、 布 ｪｾ 市制態の

{ 尽袋 、i庄献であるべきだと思」、。

円

H

7 月28 日大阪木津川日本航w . 総迭株式合制: .J -

RBV O機撚策、近畿防怨獄事却 に於 ける大阪市城建

物其他 の ｻ岱 Ｑｰｧｾ 忠蔽 欣況見 ｚｅｅ の企を問〈帯 、 同 ｉ 筑習

に参加一部建物の俄装 l亡闘し種々研究 調 査 を儒さ

ねばな らな かった玄揚 よ り欣然と して参加 し た 次

第である。が惜むら< I士同日 の飛行たる大阪市上

ｾｾを近々 Ｒ ＰＰ ＷＧｊｾ＠ 250 のお皮を以て一周する所317

ｩｾｈ 空飛行であったととには多大の失望を感じた。

何 と な れ ば、 j s号主遮蔽l
o

r施のため1 i i ' 巧王者ーが興へら

れ? と想定 l:t

l 律事担に於ける襲撃機 の高度は 1，0∞ 米 を 際 単 と

し己 む を 得 ざ る 場 合 に は 高 度 2，000 米 迄 に 封 し

侭袋遮蔽を f! 施 するとと。

2  m.，:曜 の時期は夜間、務〈は梯瞬時

等々々。

であり 、古n..s、るに 1t 施せられある (β 毅 遮i絞l士多く

は級めて一日草分に過ぎ なかっ たも の である。斯る

想定の下に l
O

f施せられた 一一而 も一部分である 一

一 俗 袋 itffi 蔽を晴天白目の下 、而 も 似 々2∞ 乃歪250

の Ｑｉｾｾよ り 観察した の であ る。 凡そ矛盾 な諾だと

忠 はざるを得、なかった次第であ るo 野 械的: J f . 揚よ

は 102

1) :観る飛行将校をして矢 It しむれ [1、 凡そ如何な

るfs接 遮 織 と跳 も耳? 破せられさ. るな しと公」、こ と

である相である o ffr r. 主を求められて 、来して JE伐

を作る苧有ゃ 、常人を して果して大綱を主主 L せ し

むる無きや否宇を恐れざるを符ない。航空E淑聖書の

機舎を奥へられた協合防局の苦手は多とするも 、遺

憾の情を禁 じれiz ない。

然 しながら前述のZli - 怖を念頭に泣き、事柄を考

察 するな らば 、幾多研究考慮の官余地は充分あらう

とも 、大般に ji'!- て良灯 の成総であったと断せZ ざ る

を ｱｾ トな い 。

冗 j折ピ，. のi位慌 の虫f I 告は充分目的を主主して居る

と看られる 。然しながら 、Jot際問題とし て果 して

建物の侭袋ｾ蔽を嬰する苧否干の根本問題を考 ｉ 怠

の外 に 於て考ふるも 、{ 内装 j J 主献を JoO祭にh施せざ

る可からざる場合務しあり とする場合 、共の矧 ntJ

は近代椴宇の tl 情 l士相 対 長 j切に亙る ものと せ ざる

を符ないoI D火W1h11の日 (ft] は令市 を暗黒 にするの

みが目的ではない o ｾ 耳目 下に不 Ｇ￬ｴ と災ならざる能

率を以て軍需工業: J " _ t ; の他の作業其の他 が進 行する

様訓練するが眼目である o ｦ ｛ｾ 災 ｩｩｬｬｩ 蔽に つ いて も問

機の事柄が ￑ｉｾ へる ｯ T(. 斯 ピルの遮首長につ いて 猫 考

究の係地のあるのは 此 の駄である。あの方法で以

て ＲＶ ＱＢなｾ 3 年なりの長 JYJ r: nアノ欣態の下に χ 斯

ピルの包符する諸機酬 が果 して 充分なる機能を災

都 出 来 る か、此 の型，'i が研究す可き !Tc嬰l!¥i 'i であり、

主互に吾等の疑問 の{ 絵地があ る。

純を以でした is終方法が感に行はれてあった。

自分は此の方法に非 常 lて感服した一人である 。1主

施の筒E庁に於ける m:然の効果については其 の1主施

があまりに部分的である こ と のｾめ 、 或は計賓 の

趣旨に不徹底の憾あるとと等の鴛め 、近 眼的な批

評 に陥る と とを恐れ 、主主に鮮述を避けた いが、3壁

際施工に於て非常' な刺駄を持つ方法て・あるととを

認めたい o ｩ￟ 袋遮蔽の根本は矢張り ｾｊ 闘の事物 と

紛はし〈するととが第ーだと思っ て居るの で ある

が、形と云ふととも矢怒り無視出来ない一つの要

素 であると信ぜられる 。形の俄猿に於て純を以て

す る方法は施工の自由 と云」明iに多大の長所 を持

っと 信じて 居 る。

迷彩は石I 成 り虚に使用せられてあ っ た。然 し な

がら 、あの色につ いて は多大の疑問を抱〈一人 で

あ る。 又 :fr慢的に考慮を要 す ると思は れ る構造物

にて迷彩の みを以 て満足しあ る如 〈見受 けらるも



のも認めたが 、例 へ ば 瓦 斯 lJl './!t の如き l土失蛮 !J i  の住友仲銅が ｾＮ ' ./グ ロスによ って運河 を遮蔽し

周悶の事情に 61E ピ其の忠世量的形獄 をも考慮する要 j て 、l王JPtl j の砂原 " 探せるほ最も成功したもの A

ありと思 はれる o IIIi r 大阪府1- 5. 令の如 き1:1垂 直篤 j ーであらうと思」、。

民によっても其の獄況 l切らかな る如〈 、直 t よ 1) :  Ｑ 大今恩 主 主叉ｉＡｬ， Ｇｪ の瓜 Ｇ 揚の ￭ｾ 授け 、 模擬 ｊ 材料 に布を

之を祈る時 は左手皇 制i終を ↑1¥1 ます必要はない。然し: JHひた λ め、風 lて浮動して 自に活き易くて 、之

2 千米の高度に於ても 7.1< L J ' 距離相?i1・にあ れ ば其の IJ 未だ円以の俗地が& るが 、 あの阿形成揚を不

立惚的形が寧ろ京大である o ＱＮ互に ￭￟ｾ 主 の 問題は存Ｚ 鋭l ! IJ 1 ; ょ形に侭袋 L た荒想は 、無難にして袈を符

しゃう 。 中央市場の如曹は )']:ft型的形は 問題と する 。 た方法であると恩』、。

に足 らず、zp: 而 的 形 献 と其の原根の色合が 問題 で

ある 、此民主の迷彩は成功であると f言ずるが、憎 む

ら〈は其の 'l5: 筋あま り小部分に過 ぎ、明j 販の E 舗

を符たるや否や、詑するに足る材料の乏しきを憾

む。

都市俗君主の問題は個々の直々たる建築物の問題

ではないと思はれる 。 問 題 はよ り大きな都市計 金

の 問 題 であ ｰ 、 都市 青 ｉ Ｎｭ の汗 Ｗ 方に 防ｾと云ふ一大

項目を稀入する必要がないか 、 穂市計ｪＱｦＮｲＮｴ防ｾ と

云ふ新らしい競而から 更に耳? 直される必要がある

と思はれる 。

都市防ｾ、失に防職術上手す Ｑ 々の意見があり得る

と思占、。 少くと も大阪市が?! l 現き れる時は既に消

械的防ｾと云』、ととが無愈味に終る時 ｴ ＡＮ 9 とする

清方もあらう。然して ｉ がらやがて ｴ ｬＮ ｊｽ｜のｬｊｬｾは成

層悶飛行機に迄官主主主す るだ らう。 都市侭繋が無意

昧であると云』、清方には未だ念には賛成 L 符ない

ｉＡＧ ， ｾ が 残る 。

喜 多 村 義 雄

I 過日飛行した高度 ( 2∞- 2 50 メート ル〉からは 、

￭￟ｾ 主 ・ 遮蔽 の効果を殆ど認められなかった 。 本

合の批判をするには. 少〈も 1，αわメ ー トル以

] ての高度から籾察する必要があると 考へる。

1 建物の迷彩に灯 、 その 効果 に到す る考慮を扮は

れたものが少〈 、中に は却 ってそれがた め存すー

を明か にした様なものがあ った 。例 へ ば、絵 樹

の存在しない工場政地内の建物 Iご、資・絞 ・椅の

豆色主色彩を施 されたる如き け、 その一例 である

むしろ周悶の 色 に擬 した色形 を 大 ま かな形 に 彩

色され たものの方が、良 好な る効 果 をあげて ゐ

た。

1  7.1<而の逃散は 、概 して成功して居た と思ふ。失

放 の一例 l辻、大 阪港 の コJI-!I 屑 に よる海面退; 蔽

で、悉〈 岸 に吹 き寄せ られてしまった。島 屋町

津 田 庄 三 郎

7 月 初 日 午 後 3 時木津川飛行場から遊覧 飛 行

機 に乗り大阪上容を一周して俗接遮蔽を見る 。 大

阪 港上よ ｐ 安治川左岸を朔 ｐ 大 阪 騨の上ｾｋＮ出で

淀川 を越えて方阿 L 天 守 閣 の 上 より省線の高架を

ｦｴ に見て南下 ｌ 阿 ｦｴｩ 野ｾ ｦ［Ｚ 地の上空 で 右回し一直線

l亡今宵 、 神守 、木津川を程をぎり飛行場に錫芳、約

9 分 、 との日風は1 " . 1 . 強けれど快晴、高度は 250

乃 ｾＳ ∞米。

毛馬の附門、柴島の 71<i原氾、大阪府際、御堂筋

空宇佐前日 見 て 廻っ? と内で ほ相営よ〈出来てゐたの

で、とれ らは飛行機上か ら見て如何であらうかと

可成興味を以てゐた 、所がそ の悉 くが期待に反 し

て失望した 、 たとへげ御堂筋の道路を遮蔽する布

が 風で ヒラヒ? と ゆれ依然在して美撲を凝らした

ＲＴｮ￟ｾ 首 除の白い路 市主脊い街路 樹 が私達の限には

っき習 問、被さ れる 、叉毛馬の 問門の71 < 路をか〈 ナ

筑に張 り自 まされた純の ｮ 円か らは ｲＮ，ｾ門を流れる澱し

い71<勢が 白い飛沫をあげ てゐる のがは っき習見え

顕 か 〈して尻か〈 きず と云ったあのi ( i i ' i 馬き方u，戒を

恩ひ出 させる 、大阪府E車の一角に幾らされたヘラ

の網目からも建物や忽迄もはっき P 見える 、只 一

帯 期 待 して ゐた柴ぬ の71< i原池がどうした加減か見

落 して了ったのが返す還すも残念、であった。

充 j折lJl './ !I の 宍色迷彩、築港第五突堤 の遮蔽及

其の近〈にあった工場の煩突の ｦ￟ｾ 主空宇特ハツキリ

殺 別 L 1早らる 、 しかしとれに高度が低' い加減もあ

るから 、 よ ｦ 米｝Ｉ［ Ｈｾ それ ｗＮｉ ＭＮ も ｉ ー か ち 見れば叉諮っ

た感 じがす るかもわからな ν、。

ｾするに一つ 一つ が周悶の歎況を考慮に入れず

伽! 々別々 なおを するか らあだかも昆虫 な どに於け

る瞥戒色 の如1 < 俗絞してゐ ると とが反って目立 つ

様 な反劉の紡呆を招来す る、で、 都 市 金 位 を工l い

て 、 或は ｾ殺 にー プ ロ ックを宿して 、 その プ ロ ツ

I 03
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? fJ に期間 の還 援 に麹際する fs 獲 を す る 左か遮蔽 1 であって、そ の跡先年の関東の防空言質習時の民間]

をする とかす れば如何であ らうξ 思 はれ る、それ i 側 の 努力と は比較 にな らな い程 す ば ら しいもので

か ら あ ん ま り色 々と絞っ た 細 工 をする よ り も寧ろ ι あった 。 ζ の ｦ ｾ 装ｩＡｦＡｪ首長は民 ｦｩｬｬｦｬ Ａ ｉ ｊ 努力の結晶の一 つ

大 ざっ ぱに簡単 にやってのけ た方 がよいかと も思 : の現は れ であ る。

はれる一例として鍬諮局を翠げたい。 と の意味 ｬ く 於て 海 山 の建 物等 に 俗 援ｾ蔽が 施さ

とれ は屋上に大般道路に合は してセ ピアの少 し 。れ たか らヰ日常 獄習 の日 的 は主主せら れた ので はある

滞ぃ日の 色で線 を引い てあった丈け で それ を見た : まいか。

時 は大 して設1まも引 かなかっ たが上か ら見る とと ・ 官3袋i!f!j 蔽 に霊すす るもう一つ の見方は 験 術上か ら

れが案外成功 して ゐた様 に思 はれる 、だ がし か し i す るもので ある 。

とれな どは今後 の研究 に侠 た ね ばならな い本は 勿 。 j ' .l :際の 可虫学に際 して今度な された俄袋 遮蔽 が有

論 であ る。 効 か ど うか と云 ふ ととにな れば、 ー も こ もな〈 会

今 回 I:l: 何 と云 っ て も始め ての試 み で あり且 それ ! 部 が大失敗 である。前者の見方 に於 て 相等 成 功 し

を統ー して指導する lil ll た る依 闘 もない 事故己む を て居る に拘は らず、 ζ の見方で は まるで問題にな

符ない と考 へ られる 、 しか し ｦ ￟ 夜 、 ｾ 首長 と云 」 ζ らな い。

との何たる かを ssUろげながら も人々に 1i{l. 殺せ しめ ! 迷 彩の 施し方 ｴ 疑 問 だが 、 ｾ 蔽をし て 居 る もの

符たと 云」、 丈 け でも 成 功 でみ る と云 」事で満足 し 。 に ｾ つて は な って 居な い ｯ 最も ひ ど い のは 悉 〈 が

ょうで はない か、 そ して次 の 日には必 ず もつ止組 燃鋭利 料 であ る。 英盤 をかぶせ 去り 、純 を張 った

紙あ P統 一 あ る指導 機 関 が現 はれ てよ り完慌 に近 り、 へ らをぶら下 げた り、 ! 蚊帳 をかぶせ た りして

づ < j;.t I亡今 1111はーの 給不 と考へる 日号、 との試 み 11 ・居 るo flt 築保護 の立場から最 も恐 れ られねば なら

必 しも従 事で はない。 ないのは兵 火で あるの l亡、 どれも とれも皆よりよ

玉 置 豊 * 郎

7 月27日正午 から 夕方 にかけて、他 の演習部員

= 氏と共に 粁ーと ほ ζ りにま みれ、大阪北小分 の11'$

2主遮織の1't 際 を地 卜ーよ り見事する 。

7 月28 日の午 後 前 日l亡行た充分な る縁側j知1殺を

持 って、今 度 は飛行機上より その1s渡辺;継 の有効

さを li tTIめる と とにな る。

今 I' !Iのf. s Y主遮献 が 成 功であっ たか、成功で なか

っ たかは見地によ って相鈍 す るらしい か ら簡単に

形イず け るのは 考へ ものの様だ。

その見地は こつある 。

.lf( 1¥司IMJが今 !日l の防法慣習に封して 何 を最も 期 待

したかに ついては元 より知る 所で はない。 が然 し

紡局 ｉ ｪ 防 ｾ 問 題に関 し て ａ ・ んだん に 民ｉＱ ｕ の 脇 心 を

l喚起さ す のが 口的で はなかっ たか。 貨 際飛行機を

飛ばす のが日的 だ とすれば、世主りに 飛行機の夜 間

に飛んだ数が少な 過 ぎる 。27日の晩 辺 〈迄大阪 の

最 高 建 物で あ る新世界 の泊天閣にがんBえっ たの で

あるが、 まる で飛行 機は来 なかっ た。 飛行機 は ま

るで来 な かっ たが民I l ll fll lj は充分に踊っ た。

今回の防主主演習に際 して、民Il ll fWJがlillt妄に その

む耳切に参加し て消 費した 令官1とJ1- 1J と時Il ¥lは英大

IX  ｾＰＴ＠

〈燃える や うな ととばか り して居 る。と れで はい

かん。

飛 行織 の上か ら大阪 を側敵 して直感 したの は都

市を 蔽せな いで、そ の中の建物 を部分 的 に蔽 して

何 にな ると云」、 とと で あっ た。回悶の 色が何んと

1ifJ: 鮮 や かなとと よ。 而 して都市 の色 が何んと無い

ζ とよ。

R設の飛行機 が大阪を波恕する のに わざわざ大 阪

披だりね らった り、瓦斯ピノι だ け をね らっ た り し

はし ない。 特 有1の建物 伊工作物だけ をよ己;蔽するな

んて係 りに考へが幼稚過 ぎる。

或る日の新 聞紙上に攻態. m: の飛行終校 の 談 と し

て fs 絞 辺;端正は なって ゐな いと 報 じた。

* の 日の矢田三同 じ新 聞紙 上 J''': 第 4 r. TI i I到の将 校 が

いや &れ で巾々 成 功だ と大 い に 婦問 して居 っ た。

前者 は政術上 の見地よ りの意見で あ り、後者は

防 gg思想立体 上 の見地よ りであ るら しい。

飛 行 機が森 日 出 の 上 ｾｧ に さし か λ っ た時 、 な ん

とあの 2 百尺か らある 14本 の大煙突 が 自然 の緋慶

紡 に塗 り称えられ 、而 も納を 被 っ て居 るで はない

か。 が然しそ れ は依然として矧 突 であ って外の何

物 に も見えな い。 随分 をれで4訟を働 けたのであ ら

うカ: どう カs と，恩」、。

それ よりも貨に日頃の 考 へを裏切っ たとと があ



る。 そ れ は 俗 装 に は 闘 係 な い が、思 っ た よ り 大 阪 。築協 合 に 此 の 事 項の研 究 を 進 め た き も のと 考 ふ る

の町 に主主地 が あ るとと で あった。下で見て 居 る の 次 第 な り。

と 1: から 見る の と は ま る で 巡って居 っ た。 との調 余 等 幸 に し て我 協合 主催 の 市 中 i岱装の 1t 際 を 政

子だと百予を の袋 夷 却 が まん べ ん なく泌 されたとき 苦笑し且 つ ｧｍ ｲ ｬｾ 制後に参 加し得たるは感謝 に堪 えず

直 接 建 物 を い ためる のは60バーセ シ ト位 で は な い 詰i皮 f，'ii々 300 米 突 飛行 時 IH]f並々 10除分間 な りと雌

か と 云 っ た 様 な と と が 考へ ら れ た。 部 市武 装 と 怨 。 大 阪 市 の大半を白 PEEK中脱聖書 し待たる は望外の{ 土

地と はZたして見1J 物 で はなさ そ うである 。 。合せにし て其報 告 と し て 総合 的 似 祭 を 下 ナ ζ と次

のｾｊＱし 。

波 江 悌

夫 1  .Xl I 市 制 物 の 峨 峨 に 関 し ては 須 ら く 建 築 家

近畿 地方防空獄習に 際 し者jlTnffi 造 物の(1;.>装i ! i l l 蔽

の 工 夫考案をｾす るも の 多 きを 認 む 、 従 って芥

<t'j; ffi 築家は限装i ! i l l 織に閲して相営 の腹案と 研 究

に闘す るj ! f施 の1 ' t 践を考書詩す るに多〈は失敗せり :  を怠 らざ る とと。

との 批5平を栄リ たり と銚 、今 回 の 畿は近 畿 地 方 I亡 l 吾土宇都市及其近郊の色調に就いて更 らに研究を

於 ては初 め ての 演 笥 に してえlt 造物の俗袋の虫日告は : 要 する とと 。

殊に其研究充分ならず或は; l t 筋 の指 導 考後 に 旅 り !  欧 ilH大 1/世の車，';，;lIH'Ii:せ る「カモ 7 ラー ジ」の色司自は

たるも の あ り と錐 之 れ をl'Il な る陸上税室長又は低空 否凶郷 市 Ｆ 近 郊に ｾｊｈ する に は今少 し 研究をｾ

飛 行 或 は 白 金飛 行 の 見 地 よ P失 敗 な り と の批 評を す る 事 殊 に 木 造 花 屋 根の 家 厳 8 制を 占 む る，都市

以て一 蹴す べ き も の に非ざる べ ( 今 回 、3! r践 に よ 。 1亡在 P て は 此命 記 局根 の 色 調 は 之れを考慮に 入

P て 更 らに 研 究 の 歩 を進 む べ きも の なる を信ずる れて可なり 、又 都 市 の 道 路 の 色調 は む し ろ 荻 l当

ものなり 、殊 に 夜 間 飛 行の 見地 よ り 見 て 又 雨 空 飛 ・ 色 に近告を 以て 黒 色 友 色 及び紋 色 叉 iよ暗総 色

行の研究により反面目の研究を引j今られ ざ り し ζ と ; 等 の 色訴j は干千凶郎fhの基 調 と して最も似合 よ き

は甚だ遺憾なりとせざるを得ず。 色彩たるべしと 考へら る、放 に今 111/ の仮装 rlJ 右

叉今位lのt l : 施案に見るも 夫 中々目 11¥'・ の 絞裂を1l ! せ ; の色 調 にある ものは大い に成功せるも の なるべ

りと考へら る λ を以て1主戦 ノJ 易 合に於 け る方 案 と : L. 例 へ ばr ｝ｃｊｖｲ ピノ ｾ J の色調の加l き又 ]cJ 前合『止

しては今 一層 の 工夫 研 究 なかるべか らず。 宏崎111]' ｾ＠ y  11 及 比 工 場 の ー 郊 の 如l 告は附 近 色彩

殊 に燥郊の投下による火災又は鈴火剤の被t ; ' ・を ! の法制を考般に刻l へ たる もの な る が如 L 。

考」、れは此等の俗 袋 又 はi!lli 蔽がl ' I l なる逃援に 非 ず 3く! 向総合 に1・f施 せ る 色 調 は 其F付近公測の一部と

して此等の火熱に封しでも中目前・の 考 慮 を加ふ べ き して 治 路 及 芝 生 の 色右手を考慮 l こ1]11へたる 如l きは

ものならざるべ か らず、又 職 時に 在 りては 少な〈 大 い に 研 究 せ ら れ た るものなるべし 。

とも雨 3 年 の年月を経過して其f BJ.XlI 市生 活 の 活 動 I  fs裳 ilill 蔽 lニfff 貨を !Nする を以て長年 Hの1!r械 に

力を阻害せ ざ る 程 皮の研 究 を裂 す るもの な らざる 遭 逃せる場合を 考 」、る u寺は ー: 時的 fs装 に非 ず し

べから ず。 て相 1;i ' ｊｕｊｦｭ の風 ｉｈ κＩＧＱＱ へ ｊ ｉ つ都市生活 の活 力 ｾ

吏 らに此等 の 仮装の色調の卯1¥きも者凶者iff ir の 色 : 阻1・せざる事を考」、 る を嬰するを1 > > . て処物令部

翻 を 研 究 し て 其 基 調 にある「力モ 7 7 ー ジ」 の色 白 のよ'，J li t>&J ，. ' .I-_ を塗料を 以 て塗 体 するの有I な るに

翻を 工 火すべきも のな りとc ず。 しかず、殊 に長 4ドJJIIU;こあ りては場 合によ リて

古文に岩人は今回の試案を綻、合税務 L 且 つ 意 匠 の 。 は共 俗袋を 努' 化 せ し む る 必 要 も起る べく 父ER 内

其 ｉ Ｆ ｾ 効果の適引を研究するｉＮ ｈ ｊ と して従来に非ざ Ｎ 生活の出'. 穫を: t -:，l旦せ ざる様の 工 夫 な かる べか ら

り しを信ずるものな り0 ・ ず 、此 の 見 地 よ り 凡 て 絞 済 的 に 長期 間 の 効果 あ

唯う らむ らく は 経費 の 貼 よリ してX 研 究 の 日 時 るもの を選燃 す るの必嬰を認む。

少 な 〈 し て 今 凶 の 傷 援 がffi 遊物の -J ' . ! Iに過 ぎ ざ る : Ｑ 都 市建物 の 俗伎は戦時に於て燥帰スは俊 ｾｾｕ ｉＧ ｩｬ の

か或 ｬ Ｇￌ ｩｾ 装の試案に ｦ 去 に してＱＧｊＺ械 の場合 の長期間 御見知を員長る場合を考慮に加」 ・ る をｾずる を 以

遮 蔽 に 過 す る や 否 や の 可 否 北 は 務 美 的 見 地 よ り見 て 可 燃 性 の{岱授は成るベ〈 避 け ざ る 可 らず、殊

て更 らに考併 を嬰すべきものあるは誠に 止 む を 得 ! に長期 n:j の 戦 時 以 況 に際 し て は J主耐久性の限装

ぎ る次第なる べし と信 ずるを 以 て 夏 ら に 吾等 のm: を工 夫 す るを 嬰 する 、此 の 見地 よ P して 現 地 税

1 0 5
1 X  
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後を なせ ば 耐 火性 ペ イ ジ ト塗 布の ｾ ｮ 曹 は 大 に推 Ｚ 1'1: 織 の 場 合 を 考 察 す れ ば其施 設 は大 に工 夫 を 要

都 ずべき もの に し て 英藤 縄 等 を非IJ f 目するは職時 i ずべ〈且つ民{ f 屯悶に亙るl ! i l l 蔽を断行せ ざ るべ か ら

の 初 期 、念 設 貨 絡 を な し 得 べ き も 吏 ら に 二 期 戦 : ざ る を 以 て む し ろ 絡 来 大 い に 研 究 す べ き 性 質 の も

時中 は大 に工 夫 あるべきもの なりと iaず0 ・の に し て 之れ を概設するの極穆を避けたき もの と

ｬ 吾閥都市の屍 ｴ は ｊｴｾ 尾根大部分を占むると雌叉 ｉ す 、 ｅｅＺ ろ者 等 は其数例として 今回 の遮蔽方 法のー

再生樹地併又は地域必ずしも砂なからず 、 放 に 近 ・ ｬｾｪ ｬ を記憶に 止 め ｊｴ 惚汗 ｬ の適否に就いて は 吏 らに 研

代 ill 築 物 η 屋 t を紘 樹 l :I を以て蔽んとするの方 究をｾずる ものなる ｉ ｊＧ ， を信ず 。

法は必ずしも不 Ｂｊ とすべからす 、 Ｚｺｰ時は段上庭。以上はＱｦｊＮに陸上 ｩ 祝祭及 ｩ Ａｉ［ｾｾ税務にある見地より 滋

闘 の 工夫 ありて然る べ く戦時; こも又一手段た り 生せる観察にして更らに研究を弘f ，べ きものあ 0

ｩｾｬ ｾ べし 、 則ち 厳じの樹 ｉ 止を配備公 ｩ 戎する Ｚｬ ｾ は Ｔ 乍 然 今 l引の穆 に あ り て 数 多 の経 伐 を 計 上 し 且 つ 良

ＱＱ 年 よ り して遮蔽乃目的 ｴ こ 悠ずべき手段として相 Ａ 面目に研究官施せる此等の Ｈ￟ｾ 主 ｩｬｦｦｩｷ ｟ｫの各合員上諸官

￭［ｾ｜Ｇ の研究をｾすべしと信ず 、 殊に戦時 に ありて Ｎ艇の 努力及工夫考案に劃しては多大の敬 ＱＲ を排は

屍ヒに土設を J住設する の 使 もあるべきを以て醤 ざるべからず且つ此与の1宝肱演脅に絶大の努力を

時の土厳f . H近に共ー扇 慾 1? を密閉するの n的にて 悩まざりし軍部及共筋 の術導者 ｾｬｦ｛ 去の良惨なる熱

粕こlーを貯滋せる如〈峰ヒに土主主又は総樹 1'1'1.を主主白窓に刻 して満腔の感謝 l亡地へ ざるものとす。

成比［Ｚ放する ｾ ｊｾ 大いに必要なるべきか 。

l 否 i必都市は近呼道路ノコ品目装歩泊の改善口に月に

主主み 、都 市 街 路 の硬化甚しき事J; 泉 市 内 にゴ' ，1砂の

ｾ地を得るｊ｝｟ｾ漸く少なく市民は殆んどコン クリ

村 井 進

ート 政 又 は ア ス 7 アル ト及 煉J Lq;字 l)7ill! 位の上を 飛 行 機 が 地 を 離 れ て 、約 30: : 1米の ?":j きで大阪の

t J 7 する様になれ P 、放 に一度非常・時に 際 し土砂、 街 が 見 ら れ る 援 に 成 る と 、 限に入るものは隊! 日j な

の 必 嬰 を 感 ず る 時 は 大 い に 不 使 を 感 ず る τh往々。〈波打つ屋恨おとJ : t の nu を泌って居るらしい細い

然り 、 氾 ＱＴ 、に都市 の 災咋的非常時に長する場合 Ｚ 滋でした。斑Ｍｾ演を受けた時を想怨する事より

に は平時 iて於 て共用意あ りて然るベし。 も王臣賞の此の; 曲集部i lr の ig乱 状 態 を恐し 〈思ひま

l 又正1 ¥築物を主主布す る主主料 J' U山の材 料 lこあ りても :  した 。切れ、道路 を 挑 ん で fyrせ まい詐 りに rttll 企んだ

非常時に念; 施する場合もあらんかなれ共平時 iこ : 庭 も な い 様 な み じ め な 街 を 見 て ゐ る と 、都 合 の 生

於て研究し其必要Ｚｊ￯ＱＮＺを貯 淑 する ｾｉｉ き は大いに 研 ｾ ffi の ゅ う う つ き が 、IEは れ ます。

究 す べ き 題 目 た る を 失 は ず o 飛 行 機 の 上 か ら見 た 大阪 i工、少 し 極 端 に 云 ふ と

l 吾 図 匙 築 物 は 其 完成 後 多 く は 往 築 家 技 術 家 の 手 j 大 きな 一 つ の ス ラ ム で す。

を陥れて庶務又 は財 務苦手の係 の 挽任 に 任 せ ら れ j 都 市吉")!l の事業が長い年月と多大の費用と 、人

建 築 物の 個 々の故 防 に封し で も 往築 <j j -=理者 ! 主事: 力をi { I l して未だ 、此 の織な 有 機 で す。

務方面の素人に任せあり 、 叉建築物の住民II に闘。 勝司ミを思 ;ま ざ る を 得 ま せ ん。

しても 責 任 あ る 管 迎 者 を認め ざる もの多し 、従 木 治 家庭の 多 い 事 も今 夏 驚 か された 一 つです。

って非常時に童話し往 々狼 狽 し て 不 服 の 災 厄 を象 ; 大 阪 が火 の 恐怖 か ら離れられ るのは一位 何 時 頃 の

る場合な き にあらず 、 しか も 近代的耐火 ｩ｀ ｉ ￭ＱｾｴｴＧ ｬｩ : 容なの で せう か。

訟 の高 級 建 築 物 の 災 厄 に 際 し て 却 っ て 共 災 厄 の r-1111市 を 守 れ 都 市 を 守 れ J とは 非常 時の標 語 の

甚 し き も の あ る 事 例 秒 なから ず、 とれ ば 建 築 物 。み で は あ り ま す ま い 。 そ し て 兵 火の 恐 れ の み で は

官 到 の 方 法 に つ き て 考 慮 を 梯 ひ 技 術 家 の 刺 用 起 I な い と 思 ひ ま す。

凡1を望む ζ と切な り今也lの演 習 に 際 して 叉 此 感 : 競 争はな〈 とも、主主主連の恐れな〈とも 、現 在 の

な き に 非 ず 。 : 都 市 は、色々 の危険にさらさ れ て 居 ま す。

1 河 川 港 湾1也濠土壁 汰 道 路公 尉空宇に糊 する 俗 援 に ; とれ が私 の機 上の 感想です。

倒 しては其 食 施せ る 部 分 小 規 模 に して此 貸 蹟 ょ ; 俄 装 遮磁 に 関 して は、た r 一 つ 「動 物 闘で見る

習 して批評を加ふべき事は甚 だ無 理 なる べ き を . 印 度の孔 雀 」 と 申上げ て置き ます 。

思 惟 す。



山 本 中 孝 2 州 制 矧 ( 1工大工場撃に封しても 、防空 を

J l!. 、

上ｾｾ よ り見たるｊＡえ 況

l 飛 行1'1:施 の方法

税総目 標 防法依' f 1 に於て仮装、itm蔽 工 事

税務日時2土P、時J : U 昭和 9 "1二 7 Jl 2 8 U午後 21時

頃 よ り約 7 分 11I J

天 候 晴 朗 に て 和 j乱、路銘な し

高度 250 米 内 外

飛行場所& 共順序 木津川飛行場よ り大 似 市11}

市 の外悶1司i を右旋lli す

2 一般欣況

前記の立n ( 低 誌 の税 総にて 、1Mほドli 席の聞係上

十分な る籾後 図 般にて之が可否に就て主J 1 ぷる は

常を得ざるものと思料するも自に映じた る{ 批兵

二三 を主J 1べん。

l 俄装工事は上空より自につかぬ様にする が 目

的なる放周I市! の色合と I鋭利を失 11 ぬ こ とが肝

要なり 、都市の屋上は一般に占思色なるこ とは

猷包前試薬したる者の座談 にありし彪にて 、

ｬｩｬ［ を屋上に致きＡｾ色化せる南海 ピノ ι 俸はｩＮＡ主蔽

として相蛍の効果あるととを見受けたり。

2 之に反し 、繭ぬ紡の屋上中翠に) 訟を交叉し 、

￟ｈ 近のｊＡえ況にｾ袋したるも 、 特極の色 彩を響

し、上 空 よ り直ちに自主見されたり 。

3 淀殿Wi li付近24IBJ 滋の俗装着主は限後時刻干高 lえ

に よ り中日t宮、 ヒ出来の様に思 l土れ たるも太陽

のー卜ーにある場合 は会〈光線を透脱し共効果砂

きの織あり。

滋 J与なる色彩と簡易 なる材料に就て向ほ研究

の自主地あ官。

4 府 阪 の大建築物を 1! S 淡湖を 以 て斜に 張 ら れ、

庭内倒木と の調利を凶 り建物 D 際協 を 無 く し

たること は 反に Ｑ 英 ｾｔｩＡ 的 。 も の と思料せ ら れた

るも 、斜 ヒ主主よ りの税終に於 て 白 壁 を 透 税 し

共存在を知1るととを得た り、綾なるi . ! 主滋紺j を

以て被』、と とに完J';! 立せば一層良好な りしなら

ん。

Ｓ 将来に闘するか ｩ 見放に感地 ｾ

ｬ 卒茶ーより防空 ｬ こ到するｦￆ装ｾ蔽工事を谷易な

らしむる 手段 として、 市街 地 建 築 物 法

第十俊 ￭ ｾ 商位 ｬＧｩｴ 指定 」

第十一保 「建 物 ノ高 サ主主地 = 閥 スル 規定 」

等を活用するの量生地なきゃ。

顧 慮 し ili 物 の構 迫、設官1 i 又は敷地に闘する 必

要規定を設くるの必要なきゃ。

Ｓ 防 ｅｈ 兵日正共 他校時必ｾなる ＱｦｉＺｾ 物件の 遮首長を

主宰易 な らしむ るｾめ 都市内外 に亘り 紘池々区

公 ｉｾｾ 、 民場ｾｾ数多存置する計案を嬰せずや ｯ

' <1' 口北端2士大手前の正: ，射砲陣地の主色彩遮蔽は

附近の草木を手IJmL 、粍めて巧に容易な る「

カムアラ ー ジ」を 1t 施 しあ るを見、特 に1iii 感

せしffr な り。

4 戦 時 限談 、よ! f f i 術工事施工 の指導者 の演 練 と し

て! 八致地 J.[!; 又 は美観地匹内往築物の取締に於

て、環境の l凡数ゃ 、1苛街わ也裁苦手の字義に lli

きを泣き 、J j 三時より之が指導研究するも亦ー

訓練な らずや。

Ｕ 敵機に釣し ［ Ｚｾｾ市の主要 ＱＱＱＱ 久は著名 目 療を秘匿

する と と は ｉＡ ｊｪｾ 上良に必要手段のー っ とせば

平時より之等 ｦｾ 絞ｩＡｩｬｩ倣工事 ｉ ＮＺｬＺ 軍 部の統一 せる

計鐙の下 lこま象めは物所有者に指示を奥へ 、動

員に際し遺憾なき配 !91ずるの 用意を ! Nせず宇

6 詰凶の如l きfs装i . ! 主織の筑行は戦時の空襲に劉

ｌｍｾ し て 効 果ありや。

司王紫と典 l'こしある特; p J i の心理H! k 態にある図民

として 、 叉木浩建築の都市の :¥!;H援として泡蛍

なるや 、 研究のｾなきゃ。

山 口 久 五 郎

. Aに角 二度目 と云」、飛行知設と其の伊J れ も が 協

合に依り飛行した f-l!iだ 。

一回の場合よ ｐ は ，ｦｾＧｍ・ の 成果をｬｬｊｃむべ〈木書 官 へ

向ったが ｗｬ 待 ｉ ＺＺ ｬｾＧ ら れぬ。

Ｑ Ｐ 分の Ｉ ｉｾ 行と抱負の多党と高度 の ｉｍｊｦ ＭＱＧミ で・・ Ｎ Ｎ，

bt 一笑.1)止の海岸と海面の 1:11分

中，と市場

大阪市政

日IU凶 μj 令部凶方I l lut : 迭の- 1l 1i

大 阪府除.

3じj折ピノι

等の辺j 依は先づ成功 だ。

然し 之れ とて も一段の努力を要する 。

大 今民 放射道路起型占

御 堂筋 淀屋僑 寄 りの一部

今 椅 と 中 ノ 均 公 闘 に架け た る 河川 の カム 7 ラ

二ro7 1 X



ジー ; 米の高度にて京阪市l J Iの上主主を飛 行せ る際、大阪市[

等は統制j あり之れを具般化すれば牧狼ある部分 。上空より槻喜美せる紡糸とは大いにその趣を児 l'こし

だが風で動揺して居た様だ( 迷彩を一段と考へる t てゐる 。従って ζ の報告に於ける儀袋j ! f u 蔽に就い

姿あるも〉 て の 淑 務は爆継 機が ｧｾ ｭＺ を行 」、に過 Ｇ￭￮ｩＧ・なる高度た

袈す るに 以ヒの tjS分は t る 2，500 米 の よ?g よ りの淑聖書と l土問じ〈飛行機 k

l 四l舗と調和の あるもの ｪ よ り の籾後とはいへ倣めてその 性 質を Ａｪｾ に する も

2 統制のあるもの i のであ るととをお断りし てほ〈 。

3 依り技巧を施さざるも の 2  飛行コース

空手は反面白に 11 . つ研究に依するものと思料 す。 : 風向の関係 1'.凶方に li' J ひ大阪木津川飛行場を 荷量

次 は 意見だが今回。 is以; 岳地tに I.i: 陸 大阪湾 iーに出で大阪rlt 上貨を北進 、安治川河口

J  '111; 上人士が局? 略的に然も民告的に無統制j の下 卜. 生より舵をJ l [ :1ヒにと p 、住 友{111銅鋼管アルミュ

に多 傾の費用を泊、i ' t せし総あ りや否や ウーム工場 、{i 衣 製斜 工場等の重工業の上怨を過

2  11;: が有する 空襲知1: ; t : t の合純化 ぎ、 日本 染料舎紅、東洋紡絞合員土等の工場の l'. 鋭

3 拳究的反面白な述通Eの組少なる・h よ り北方新能川を望み 、南方中央卸賀市場、大 阪

等は泣織であるのみならず此 の 百 ｪＨ 管の意味方 Ｔ 列ら ｾ ]LJ 針合 IIU: 瓦i Vf : Sl ンク 1えぴ大阪市中央部を法撃しつ

ぬo ｾ大 阪際 Ｑ ＴＮ ｦｫ に出 で南方 に堂島 、 土佐 郷雨河並 び

少〈とも将来に於て ・に中之則的近のT . ; j/奇建築物を備隊 L 、そ れより東

此の不備を有fi ひて十令を !91せねばならぬ o 方に向ひ 、泌 < :11 : 方に毛馬の 111"J f"1 を皇室み、淀 ]11を

1 怨と云」、事は世人の耳目より離れぬ様に充分 . 超へ 、舵 を 来I村方にとり 大 阪工廠上主主 を南下 し、

再検討し税 、 ｦ 白、ｾｬＡ的に ｊ 玲ける統制 あ る俗装述 。 東にＮｷ兵』易及び河内の卒 ｪ 京を、西に大阪妓 、 第四

織 の研 究 。削i岡兵' t " 及び大阪府総合を隊下 L 、更に南下して

Ｒ 自然を利用する恒久的遮蔽 ｴＺｾ Ｎ 泣のゴｾＺＡ事 . 大今里 の放射: t ' f . 交叉鮎を東に望み 、天王寺法び大

3 建築家と云」、立場に於て非常時局と吾人技術 王寺公関上 ｾｾｉ 亡 ｬ 比で 、北 方に南海ピルデイ ｹ グ、

の再吟味 ｉ 大阪 χｊ 折合証 ｉＺＩｇ 斯タシク三ｾ｟ｊ［を主主望しつ λ 凶商工

4 古iJ 各J ] ¥にt. ¥¥tずる見地より う 呼人使命の治捗主主逮 Ａ 場地中 ｬ＿ の ＱＧＮ 伎をお Ｑ めて大阪木浄 川 Ｉ ｉｾ 行場に Ｑｭ 注 。

を1 m寄せぬ闘心 以ｼ 大阪 一 周にｾせる ｬ 時間約 Ｘ 分 、 その ｉｉｕ 聴日後

以 上 より して将来は若人相"i;i ;の考究を嬰ずる事 に、篤良保協に 、記録に とい」、慌しさ 、飛行前出

火は州 っ きりした 0 ・中より縦妻美せんと t控訴Zせるもので迭にその機をょた

方法は色 々あ らん飛行の感想 に: 古見な んて的外 。せるも のの多かったのを泣憾に恩ふ。

れだが必ずや向感の ーlゴあ らんと信じて錐を捌< 0  :  3.  ｩｾｾ 及 活 ｪ 蔽を施せるｾ築物及び構築物の飛行機

横 山 主孝雄

J .  7 月28 日午後 31旬、大阪 i li に於 け る 俗 民江主蔽

のま ｫ 果を ＿ｾｲｉｊ より限後せ ん とする目的を以て大阪

木洋川飛行場より日本航得 Ｇｨ ｴＺ ＡＮ 孟 株式合 ｉｾ｛Ｚ のスーパ

ー ・ ］ ・ パ ー サル六人米』長谷 ｊｉ ｾ 行機 に分 米 、 大 阪 市

の上空より ｦｬｾ 装ｪＡｦｵ ｪ 依を施せ る ｩｬｩ 築物 Ｚ， ｗＮ ｬ￟ に桃築物

のｊｴ地調査を行」、。 ＱＱ ｾ 行骨ｾｦｉ Ｚｕ 短時 ｉｉｮ な り し と 、 高

度約 3J O米に限 られたる闘係ヒ 、機 k より似たる

各額建築物 は 山卜. よりとれを槻たると 略 同様 の視

を曇し高層住築物の壁面その他特典なる形燃及び

色彩の主lt 築物並びに構築物苦手を倣めて明般 に名 取

する と とが出来た。との車占去る 7 月 18 日、約2， 1∞

'X . I 08 

上 よ り制後せる ｾＩｕ 必

l 住友{中銅剣 管アルミェウム工場

鈴泣 ｣ ［ｳＺをイ記 ｉｈ｝ 燈火作制施行の折 、 火光 の ＿ｾｲ ｬ Ｎ Ｑ よ

り; {i ' ｊ 反せらる ｌ を防〈・ｾ九太及び巡鉛鉱鍬板を

以て ζ れ を| 省総し完令にi I l l i 蔽を施せるものは 、

その用 材j町1，(1の工場正t 築物とI f IJ ーな りL 錦、機

卜ー よ りとれを識別する とと が凶雑であった 。 01

し乍らとれ が ｾ織の完干 ｩ ｬ 主 夜 ｉｉｕ 作業中のそれを

ｾｾｲｬ ｬ 上 り淑喜美せる紡ＮＡｬｾに伏ーたな け ればならない

ウイシチ室を絵、賞 、織の 3 色迷彩によ り俗 絞

せるものは 、 その色彩周閣の色彩 と異る銭 、建

築の小すよる御j合に機 l二よ 曹は明肢にこれを認む

る ζ とが出来た 。

その他 太政 'T:・鋼 、 クレ ー ン附近の俗装あ りしも



短 時 間 なりし袋 、 とれを見務す。

2 住 友 製 鋼 工 場

病 院 の 屋 根 を 賞、約 、怖 の 3 色 迷彩! こよ り俗装

す 、前 述 の 守イ y チ家 よ り大な り L 1t と 、そ の

色彩の明度大なりし車内果、何j 近に Mk地中目鴬 多き

に拘らず比較的明阪に とれ を認めるとと が 出 来

た。

3 住 友 電 線 製 作 所

主主地の -1:1¥を遂に コー ルタ ーノι を塗布せ るもの

にて夜ひ 、 テ = スコートの小を布に黒色塗料を

施せるも の にて 3設計[ め、 m近 の 民 家 に 類 似 せ し

むるやう俗装す。最長地及び』染地の商絞が上述の

{ 合装に よりて 縮 小せら れたる錦、P i J l 市lが工 場又

は民家なるに 拘 らずi則合に目 J'!. たず。

4 大 阪中央制l賀 市場

rl' 央 部 の ー小 部 分 を 附 近 の民家の j じよ費根と泣路

とに非it f l ' J . せしむるやう f! S 援す 、 そのよ<JI 平lが次白

色 の 大 建 築 なる鏡 、 ζ の 部 分 の み 特 に 目 立 ち た

るも司、場金 也 を同様の言 ｬＮｲｊ の 下 ｬ こ ｦｬｓ ｾ 主を 施す場

合 は、次 白 色 の 大塊 は 恐 ら く 完全 にF付近 の民 家

の中 に!野消 し 去 るであらう。

5 東 洋紡 新 工場

工場その他を宇1昔、背 絵、背 、古E空f; に よ る主色彩又

は俗 裟 綱 、 綱、道 、隼号事に よ り各組俄装を施す

迷彩は 附 近の色彩とう ｉｉｾ る ￭ｴ 却 っ て Ａ ｖｊ 瞭 に ｗｊＮ 知 さ

れ、そ の他の各都 ｦ 丹波はそ の ｩｬｩ 築物小なる Ｑｾ 差

耗放泉なきも の と 認 め ら れ た。

6 大阪 Ji )折倉市t 工 場 及 Iじj折タン ク

工 場は 柄 、黒 、友背に よ る 3 色 迷 彩 及 び そ の 他

の彩 色に よ る係援を施 L 、JLJ 折!J '/ !I は 3 基 の

中小なる ｱ 去のみを ， ｾ｢ 正 、 録制色を以て迷彩を

施 す 。 高度 の 割 合 に その1，i ' t R主主方なり L 録 、 卒

而 的綴 祭よ り寧 ろ立 市 的 獄 後 と な り、 3じ1針タン

ク ＳＢ まとＺｊＮｩ｜Ｇｩｾ慢 のみ よｦ［ｊ 陀 ｬ の 低 音 ｩｬｩ 築物 ｴｯ ｾζ 突 出 し

て明般にそ の特 徴 が識別 せら れた 、 光 線 と 高 度

の 関 係上色彩よ ｐ もその形般 と Ｑ Ｚ 次ｾとがその識

別 によ り重大な素| よl を有するもの A 苧 う に 感 得

せられた。

7 大阪支斯合最上 ピノι デイ y グ

建 築 物 の前半 を 線、然 、制 の 3 色 の 蚊般 を 以 て

ｾひ ｦ ｦＮＧＤ渡せるも の で機上 よ りの ｎ Ｚ ￯ｬｉ 闘係古 ￭￮ 記冗［

斯 !l ＧＯＡｉ と ｾ各同様な り し錦 、 ｩｬｬ 物は殆んど立Ｑ￹ ｩ

的に; ( IOJ 反せられ た、 併 し 乍 ら俄袋によ りその大

な る 白 色 壁 而は中目前その 効果 を 削 減 せ ら れ て ゐ

?と。

8 御堂筋〈北部のー郊〉

中央道路市 上 を丸太 にて相} を組みそ の上 に黒布

を掛 波して厳ひ民家 の 賊 根 lく {β i袋す、 とれは機

ｊ ー よ りは相伐のｾＧＺｊＩＺｬＡｾ［＿Ｈ認めら れた が 、そ の ｦ ｦＮＧＤ装

材料 及 び 方法 には的多 〈の考慮が必嬰であらう

9 毛 馬 l制門

進 /えび綱 にて II，'，J 門 J il. び流れを桜ひ附近の堤防に

類 似 せ しむ るやう俄渡す。 機上よりの距隊法方

なり し鴛俗授の槻j呆を判断するととが出来なか

った 。

10 大 阪府聡令

壁而i の一部を へ ? を 附したる fs¥及綱 に て 覆 ひ 、

その 一 部 分 を 紘 色に主主布し、 11付近 の紋 地 に 近 似

せしむるやう俗獲を施す、そ のfs 装f.!5Jfr 建 築 物

の 一 部分な ｐ し 錫 ￭ｴｬｬ ｊＱ￹ ｩ よｾ l，四たる IIorは効果なき

も、i E百{ より 淑たる時は相官t の 効果 が あった 。

股上の道路に相営するケ [11 を除者主主色を施せる

廷を 政者壁而[ 同様級地に類似せ しむ るやう俗援

を施せ る部分は滋路に' 1i i ・る1¥11分 rl "の IIJ 狭 小 な り

しf誌と 機 上よ りの j脱税lの角度との胸係上殆どそ

の 効 果 を 認 め る と と が 出 来な かっ た。

11 大 阪 城

大阪妓外首長の 一 部に 網を夜明渡 し Ｗ ｾ 而 ｉ を 遮 蔽 し

て 附 近 の 炭揚 に 近 似せしむるやうf f . ' $ 袋を施せる

もので相? 守の 効果 は認められたが! ] 、部分のみに

ては充 分 そ の日的を主主し符るととは不可能 と感

受さ れ た、恐らく外首長令部を遮蔽す るとも大阪

主主附近ー特ーの特額 な相 貌 を有するー問地を供r : u

敵 機の限よ りとれを j殴れしむるとと 11 図nなる

技であらう 。

大 阪城 前 の 股 場 に 丸 太 と 笠 子 と を 以 て 仮 設小 E置

を設けたものはとれを識別 するとと が 出来な か

っ た。

12 大 今 照 放射 道 路 交 叉臣由民場

俄 装 材 料 の 不 明 な る も 成坊 の 存 在 は 明瞭 に認め

られた 。

以 上は￭Ａｓｾ主遮蔽を施せる構築物 、 ｩｬｬ 築物中機上

よ り 、 それを淑 妻美 ｌｾ Ａｪ た るものをコ ース 順に ｾＱ

皇居し たも の で あ る が 、 ζ の 他 に 特 に 目 に 附 き た

るものを恕げれば次 の如 L 。

中央m信 局 、大 阪帝 図 大 挙器 製 部 2土問 11f . j 周病院

朝日ピノレ 、大 同 ピノレ、市 隣 合、堂 島 ピノι その他

中之島一 平皆、大 阪 際、天 王寺 、南海ピル 、大 阪

r 09 fX  



充 斯 、 大 宮 供 給 所 瓦 斯 ! J ! / 夕、: l t 他市街地中の! 所 初三色迷彩左 手持する宮町、緑、摘により的線的

大工場等、 j  に主色彩を施ずは和泉に於て却って狩戒色となり

4. 総 括 :  lfr J羽の目的と I' . I 相反する紡果となる、原野に於

ｾｲｪ ，より被たるｻ岱君主［監獄に就いての研究は ＩＩＱ［ 稿 ｪ ける迷彩 そ の 他の ｩ￟ ｬ ｽｾ と 都市に於けるｻ母校との

に於て とれを許述する 磐であるから 、以 下 約 300 ! n日に l士根本的な中日興がある舎であ る。

米のト笠より 観 察 せ る 紡 泉 の 感想 を簡 越 して紡論 6 色彩による俗伎 は ｊｾ ー に その色 彩の種類のみな

に代へたい 主恩ふ。 。 らずその明皮/えび形獄 、商絞等を考慮に入れて

I X  1  [ 0 

I  筒々の ＱＱ 、建築物及び構築物に無統制 ｪ に ｩ￟ｾ 主遮 Ｚ 計mせちる可きもの である。

蔽を行』、 ｉ ， ｾ多豊容 ｉｊ 合に効果がない 。 ｻｾ絞遮様Ｚ 7  都市 に 於ける ｦｾ 袋遮蔽の研究 ｬ ま都市に於ける

に闘する研究機闘を設置してとれが翻j ! f 研究を. 耐火、防火愁 Ｎ ｾの 促進を前提として初めてその

行 lま しめ、旦統 制、指 怒 の 任 l亡常らしむる必要・ 存立と意義を獲得し符るもの であ ると思」、。

が ある 0 ・ ( 昭和 9 <1]三8 月 4 日〉

2  ｩｾ 茨遮蔽は都市会恨の大局的見地よ り とれを

Jt 施 す るを要す、 都 市青I.mの1' t施に際して は都

市 防護上の立場よりも務め考慮せられるる必要

がある。

赤日 田
ヌHと

sl.. 

3  il合摂遮磁 l亡伎 j 日する材料 は応i l! IJ として不燃性 j 初 めての飛行だったせ い か、あ る物珍 らしい大

材料たる を要す。有事の際その行動を ｾｲｕ Ｇｴ ｩ l 、 ; 都mのE尽力的な併I隊 問 一一それ は; 也君智大都市のも

又 は そ の 被1f を助 長せ しむる創1き材料及び構 造 ; つ 必然 的 な関号事的飽和l の形 相 で す ー ー に 今 夏 な が

'i:l ーはとれを使用せざるを可する。 ら邸側されてしまひ まし た。

4  ｾ竺地緑地 ｊ 及び街路 、 阪場等Ｚは成可くその自［ 偽装遮蔽 に闘して、私 の見 た限りに於て は、 ー

尚w . 地としての俄f j [ を大なら しめ 、単 な る 皮 相 i 般にf I l i l々の建物 の背心、 の是色彩も残念ながら明彩 た

的な ｩ￟ 君 主遮 蔽の籾念より徒 ら にとれが倒ｦｪ｛を ｩ 成 白ら ぎるを Ｑｾｽ 1.よいような紡呆になって居た様でし た

少せしむるやうなととがあって はな らな い 。 : もっと も 300 米の低空飛行だったため で もありま

5  俄 袋 遮 蔽は保護色と同 一概 念 の下 に施 行 す る ; せう が、もうす と し何とか出来ないものかと思ひ

を要す 。都市に在つて は その基調色無は 次色 ( : ました。しかし大阪総治局総令の様に色相明度 尖

瓦色〉なるを以て黒次色又 は荻補色、鼠 色空宇に j によ号J li，l lに順際 し て 保護 色自力 闘停にあ る建物 は極 め

彩 色 俄咲を 施 し、 その直 劉 も 周 悶 の街 路 に中日開 j て 成 功 して居て 、今 一心、 Mass. の分解に窓をそ A

I隣せしめて行』、を要す、市街に於ける建築物を・げば時l分 のないようなものもあ P ました 。



曾

f愛 貝 曾

常 務 曾 ( 第101"1)

報

rll f ! : に閲するf ' I : !IJ);認

! 大京 n n新 rf! 市HJ' 連行「前f < ( { ，¥闘の現勢」眺入に閥

ずるi ' 1一 手? 決

日 時 5 月21口午後6n引O分 - 8時 1 協合に附するな見! こ到し 間半干の1' 1ニ 可 決

ｾ＠ Ｚｦ ｴｾ＠ ｾ月 ｩｾ 倶然部 Ｕｊ ｉ ｊｗ ;  1 合 口 設 術

Ｚ ＱＱ 席者州市松［［ｦｾ ｾ ｴｭ 阿部 : 報 告

常 務 今 林 弁 .1". 洞j ｲｬ Ｇ ｬ 翠前 Ｗ Ｑ＼鈴・ Ｑ 洲本 、 Ｇ￬ｾＧ ｩＱＵ 、 ｆ 点列場 幹 事懇談合に関する報告

木 事klI1 新，r， 1 都市武技促進委員合終週報特

［［Ｗｾ＠ Ｔｾ＠

1 間 的Tli に於て防火建築材料陳列公開討犯に闘し

同市長 lζ 建 設 の 件 阪口幹事 凶席説 明

陳 列 易 幹 事起 草の 」提案のととに決 定

2  Ｖ 月 ｗ ｾ 舎に 闘 す る ＱＧ Ｑ 二

次回常務令迄に主詑に於て考慮す ると とに決定

3 評 議員合 開催 日I反決 定の 件

5 月25 日( 命、評議 貝合 開催、同月 28 日( 月 〉再 度

招集のW: 定

Ｔ 協 合 ｾ ｉ ｲＭ 詑 Ｈ 庶務Ｉ 1 名採用 に闘する件

未 決定作耕 者雇 入 れ の作承認 、1;'，J常務 及 陳 列場

幹事の恕談合 を 5 月29日( 火〉開1mのととに 決 定

5 住宅委貝舎よ P 要求の速記者使用 に闘 す る 件

続 腕 に於 て考I ] ! . し次回常務 合に提案するととに

決定

6 合員詮衡

7  )十|河合長命 父逝 去 に付 司3旬 、供花、其他 に付 打

合せ をなす

報 告

1 四月分令官|報 告

1 都市武装促進委員令終 過 報 告

懸賞航ｾ貫主計 ｭ 案はが ｩ 考慮するとと Ｑ ｩ ｾＧ 遺書合 承 認、

常 務 曾 Cti川凶〉

日 時 6月4日午後5 np:J 分- 6Pt 30分

合 場 ｩｬｬ ｾｻｾ ｦｮ 主将古 ｩｩｊｪ り宗

:H I，!官者 ｊＮＱ ＱＱＱ ｾ＠ お虫f 松 宗 ｾｴｮ ，［＠ 間対1

議 事

常 務 井 上 向li rl'i 事 前 水 秋 匹1 1Il1 

i W 新名

1  6) ]  1i' tl 合に腕する 件

法隆寺見事と決定

l 務、丘土地建物株式合制よ !J { 上宅代令支扮延期]方

常 務
醤ｾ CUi 12回〉

日 時 6月18 日午後6時20分一 日時 10分

令 lFi ｦｴ 者 ｾｦ 見事特有 ＱＱ 別Ｊ

! 日席者 :flI 1.司1. }-I'・問 ｾ 野 松室 監 事 阿 部

常務 弁 卜 浦 中海 渡部 清 水 平

塚

議 事

1  7月例舎に闘す る件

部I積 最近飛行機の if!j 歩 と 其 現 般 に 付 て 講 演

者m郊に交渉

1 職 員 E 牛 期1 t 奥及司君給 に関する件 決 定

1 令貝詮草野

報 告

1 都市 武役 (足 遜害容貝令将過報告

1 材 料研究合 関西支 部 創立総令関舎に付代表者代

縄出席 に倒する件

1 建 築 倶祭 部 事 務員 に坂 本 一 男 採用報 告

常 務 舎 ( 第 13匝1)

日 時 7月2 日午後7時20分- 9時

令 場 建 築fJ l 紫対l別 禽

Ａ 日席者到 Ｇ ｉ ｉｾ 片岡Ｚ￟野

議 事

75・ 務 井 上 li1i 中海 渡 部 清水 鈴

木

Ｑ 大 阪市内に於 て主ｾ Ｚ聯隊ｶＮｲ，司令部 新総令 ｩｬｬ 築に付

之を ｾｊｪ 勾ＺｕＺｾとして完成方本協合に依ｦＮｊ ｬ に闘す

る 作 可 決

ｰｵ＿ｾｭｾ 委只千＿を特設するととに決定

ｬ ー有 ｉ ｾｔｬｩ 防火設築 の ｴ 反射［ｾ胸に附する ｛午 ｩｬｬｾ 災に イナ円

本 ー Ｑ ＮＮ 木 ｩｬｬ 築日 ｉｾｪ ｾＱ 業者聯合 合 よ り ｦ 六ｦＮｊ ｬ の 作

賛 成 立JII l! 1各する こと

l 金関布11市問題 合 議 第 4 ｾＱＱｾ ，ｾ合開他に附する件

111 .x 



法 制、 都 市 計担11聯 令 委 員 令 に 附 託 す る と .':1'亡決

定

報 告

1  5月分令青l 報 告

1 都 市 武 技 促 進 委 員 合終 ; 酎Wf

1 懸賞論文及ポス tJ - ji司家守I l ' 流決 定 の件

常 務 曾 〈 第 14凹〉

日 時 Ｗ 月 Ｑ Ｖ 日 午後ＶｩＱＭ ｾｦ Ｍ Ｘ ＱＱ ｾ ｦ

合 場 建 築 ! 具 製}守s別京

出席 者 理 事 松 祭

常務今林; J f : 1・古fi rl

'

津 波 郊 箭

71、 平 塚 秋 1 ' 11 新名

;民 事

l コ y ク リート 間給) j ! f 設i l l : に閲するイ午

( 小5マー原校側l 委 員 長 出 席説 明 〉

日本 ボ ルト ラ y ド、セ メ y ト同 業 合 長 l亡依i ! i i i!1主

官主主主のとと

1  7  Jl 例 舎 に 関 す る 件 ｽｊ ［｛ｾｉＧｊ 決

1 原臼井恭子採 用の1 ' 1' 可 決

l 合 員企衡

報 告

I  P[f利 9 年 度 第 1 ＱＹｊ 千 ￬ ｾ ｩｉ *会3電線作

ｬ 籾￯ｉ￭武 差 別 足 立 ｅ 委 只令 ｦ 別仕 Ｇ ｉ ｕ Ｑ ＱｾＭ

常 務 曾 CWI 5[ 1I[)

日 時 Ｘ 月 Ｖ 日午 後 Ｖｮ ｾ ￭ ， ＲＰ 分 Ｍ Ｗ ｮｰｏ 分

令 場 建 築 材 料 陳 列 易

出 席 者 ｾ事 :t;;!IIj・

常 務 井 上 自!j' 71< 鈴 木 秋 回 加 藤

高 橋

議 事

1  ｾｾｩ ＿ ｾ 建築 委 員合 委 貝ｻＯ Ｈ 腐の件可決

1  日}j; i: iF. ，I ! ( l 氏より照令 に係 るi!，t作品引 に 関 す る件

数 化 委 員 令 に 附 託 す る と と に 決 定

l 都 市古13!i IIJj 火 地 阪 のおi大 放 促 進 完 成 を 期 す る 1;b

主lii [j J言|犯 の件 未 決

1  nヌド ボ ルト ラ y ドセメ ン ト吹 技 術TI よ りr r n. 舎に

f!i:る 本 多i;l ' 於 け る百{ iX[土 'i'1;f;J にs，'.1す る 調 詐.の件

災 穴 強度 委 只 合 に 附 託 す る と と lご決 定

ｬ 職只合ｾ ｊＨ万 ｉｔｃ 令 訂 作 〉 震 ＧＡ ｾ ， ｬ ｜ 願 日 ｩ の ｦ� IIJ lJ ，と

1 雑 誌客 J! 骨に 制 する 1'1・ 3可決

l 合 員;詮衡

ｾ［�Ｈ＠ ｾｾｩＧ＠

1  6  fJ 分 合 計 報告

I X  1 1 2  

1 都 市 武 技 促 進ZJ-;. 業 令 計 報 告

i 建 築ZEL令 より 羽生n K係る改i E市 街 地 建築 物 法 中

おii 8  ｾ誕 の 施行 ｬ 亡 腕する建議の ｩ 午

緊 急 常 務 曾 ( 第 161111)

日 時 Ｘ 月 Ｑ Ｕ 日午後 Ｕ 時 ＳＰ 分 Ｍ Ｘｮｾｦ

合 場建築Ａｊ ｬ ｾ 終日間 ｉｊ 焦

11: 席者担問干 高野

議 事

Ｇ￬［ｾ ・通告 rl "'i ，皐 む!r7J< 鈴 木 秋[ 11 1J nJ W 

新名

ｬ 企図都市問題令議官ｾ Ｑ 議題関係ｉＡ Ｇｉｾ ・ 案の件 修

i F . 可決

常 務 曾 ( 第 171' の

n  ｮｾｦ＠ 8  rJ Ｒ ＺＩ 日午後 Ｖ ＱＱ 寺 Ｕ 勾 ｽ Ｍ Ｍ Ｘｮｾ ｦｬ ｏ 分

合 場 lli 築 IJl訴さ)';iI5) IJ主

11¥席;r，. f' H  lJi- :t;; 'Il} 

常 務 今 林 井 1' ， 浦 渡 部 品!f7j ( 秋

間

議 zJi-

ｬ 会凶 郎 市｛問題合議第 Ｑ 議ｬｉｩｬ胸 ｦ 守 ｩ 質問要項に ｾｊ す

る1tb合 川 終12見 に 関す る件

1 企 凶 ;Xj:市 問 題 合 議 第 4 回 総 合 に 出r . ?i安 貝 決 定 の

イ午

Ｑ 建築 ［ｦ［ｊ・ ｾ ｱ ｍＡ 列揚 ｲｾ Ｎ ｊ ＺＡ ｴｾ 後の 岱到 に 附するＱＧＱＧ

1  9月例令に| 制するイ斗

l 千? 設共他笥・JW，( 災干i " :xr皮 〉に 附 す る {'I

l 合 口詮 衡

報 告

1  7  J 1 分合計報告

件 員 動 静

入 曾 者

曾 員

ノl、林 政 一 n[I ;(" 大 阪市 住 吉区 X 王守 111]"3170

生駒 一 刻 ｬ ［Ｈ Ｚ｜Ｂ 大 阪 市 住吉｝Ｎ｜ｾ { i  ;'i ll 1j" 11 08 

i! i  't，J'  i'古 f p;{ ¥ 大 阪 )(j 蛍 能君11箕荷村 太 字牧 務438

似川ｦｊ ト ｻＧ ，・ Ｉｾ 京 大 阪 市 凶己主川 区 ilfii工.1-.1 ノ94

波記量 久 j.W沼 市1・戸rf i3W飾 区 千 守町2

白 川 秀.f.'j n衣 大 阪市 東r u; 午入町 756

大 内秀 Ｍ ｊｾｉ［ ｦ ｜ 大 阪 市 天"" 三，'i' W; .I'.; 之?引 Ij" 12 合 川

"".:1 1λJ  



普 通 貨 助 員
"i'す干 2主君 111 口 際佐 波 郡 防府間f 三 田尻鋳物問

名:'{滞1 俊 二 君 ｽ［ｃｾＱｾ 市上京 ｛ ｲ Ｇｲｾ 大勝可 ｴ 鷹司町 ＳＶ Plf 

i' 可岡 義 一 君 利息T成 鏡 北 道 F!妥興君g新! ム. ' i 1u 新' i <- :  nl J る炎 k 虫l; =れ )j u;': 1' h芝臥T . :ji! 命南町30

ｩ ｦＮｩｊ ￬ 的鍛凋身ｹ，ｾ内 I  勤 務 先 文 郎 省 宗 教 局 凶f f m話I4勿

退 曾

特 別 賛 助 員 遠 藤 Mt OR 

普 通 貨 助 員 形 111 義 判 沼

Ｏト ｲ 制午］山 ｉ｜ ［ｦ ｾ

者

内 nl 疋 男 君

イ'1'11;1，勝之中! 日i

轄 動 轄 居

曾 員

行 ＱｾＮ 一夫 京大 阪市東 ｗｾ［ ［ Ｈ 橋 Ｓ ノ ＷＵ 大林組本山

波己主 ノ ｉ Ｇ Ｎ ｾ 大 限W( じずi11: ; (1:吉田f 1157 

桐' f ( Ｑ 市 ｾｦｕ ｉＱ 大阪 ￯ｬ､ｈ Ｇ ｟［ｾｬｬｩ ｬｬ ｬｾ 町内ノ ｐ Ｑ ｦ 1ノ32

鈴 木 孫 - ， i : 大 lil i.rIT:Il: Ｑ 日 ｌ 民砂 町 ＴＱ 松下 ｉｉｉ 以 ｾ ｊＩ

地 方 舎 員

藤 島11i' 三郎君 i前世H問H介f Wf ( 牛切り1' li 公泉主t 8ff朴

才子一 31!営 東京市・ ｨｾ 桁阪銀 Ａ Ｇ ｨ 凶 ＵＴ U.J T ピノL

ｉｉｦＱ 災建築 Ｂ Ｑｾ 務 所内

終 回 和維君 聞東 111主主l J ll 部 工 務 科 軍 司 令 部 宵111¥

事 務 所 内

il ! Glj ｪＺ ｪｬ ， 君 ｾ￬ｦｈ 凶新 ｊ［ Ｈￌｩｾ iJHr l'央: i lH r 内 大4S

不動 F長股f分布 限 公 '¥'i J

ド阪 J l モ耐震 if手南 il ，日 -JJ Plf 引 松 原

日月!' t 9長

111m 労 雌 君 l吋111 ｾ脈ＧｪＧＺＧｊ ｕ ￬ ，住外直 ｾｾｾｕＺｪ 組前所内

出 Ｑ Ｑ 怜 ｾＭ Ｚ ｮＡ Ｉｾ ｮ 大挫 ￯ ｬ￮ Ｎｊ ｅｩｾ 凶ｐｬ ｊ ・ Ｓ Ｕ i的洲技術協令

ピノレ大; j ; f . 机大注文! 苫

終 身 賛 助 員

糸永女r . ' i 君 J f I;;(Th約 町I忍) L ノ内 ピル 内 初 口

l l : 材株式合員上内

普 通 貨 助 員

大 久 保 L - ;({ 大阪市刃fi た;11 ｲＺｾ十 三 西之町 ｬ ノ ＱＷＲ

i(j こJS イボ ).: n 兵郎 ｬｩ ぷ武庫君巨大｛ｩｾ村西 Ｂ＿ ｾｲｬｬ￬Ｂ ｉ ， ＹＱ

2  ]切地方

的 附 文判t'1T  ).E J;(ili 日本柿 1，; : ; 郷波01j' 2 J  11 

村 問 反- ; ( ¥' Ｉｪ ｴ 成阪商生野町 ＴＰｩｪｬ 、寝耳合生盟 ｩＧｉ ｬｾ ［ た

所 改 築 事 務 所 内

山 村 彼 ii1i干t ＧＺ［Ｇ［ｾｾｾ，児丙臼杵 苦Ｑ￭岩戸村 大字土呂 久

土 日 久 鍬山 事 務所 合 宅

戸 nl 平 ｉ ｊＩｾ 1¥ 央市平日[ t : iiI14 ノ128 ノ2

イた々木俊一郎前 愛媛県系松 山 市 北符 11.1Pl rJ 11 

能 勢 必需市 ｬＧ 戸￯Ｇ ｬ￭ 淡 ｌ［ｾ 矢 部 町 ＷＴ

木村 正 大nl¥;[ 1 大 阪 市旭 1;五赤 ;11問J 519

:ff; j lll E 司g' 徳 ，ｉＮＧｾ ｾ隊小 松島ｐｬ ｦ 西亦 ｪ ｊ ｬｬ ｩ 湿り

本 誌 、 執 筆 者 紹 介

( 五十普順〉

池 田 鰐 一 良日 名 古 屋 市 水 道 部 長

田 島
五/、三 τにlコ1ご 工事 士 、東 大 ｭ 築 ｬ［Ｎｾ 科卒業 、 大林 ｍｬ 設計百 ｦ￭ 談 。Ｚ￬ｕ

林 政 工，ｴｽ｜ｪｩ＿と Ｑ Ｚ 、 京大ｬｬＺ築ｾｽ［ＧＫＧ同Ｈ［ｾ花 、 ｾ｛Ｉ［Ｈ工業大祭政授

T 1 7 7立 田 甲 子 郎 エ ｷ 士 、京 大ｬｬＺ努 ｲ か利 Ｗ ＿ｾ 位 、 東京市｟ｲＮ Ｎ 木局建 築課技 師

相k 原 兵 ｊｊｾ 者 ｮ 司令工 Ｎ ＱＱＵｊｦｴ 校 Ｒｦ ・ ｾ 、 大阪市技ｲＮ ｬｬｩ 、 大阪市公附課長

中 尾 保- 工ｾＮｉＺ て ＱＺ 、 早稲同大 ｬｎｴ 築思宇Ａ卒業 、 ｲ ｬＧ 足保建 築事務所

牧 野 正 己 工年 士、京 大 建 築t外科:1);; 業 、司 法 省 略 託
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繍 輯 後 記

口競技場建築と云八ば 、ベ ースボ ールとか

一取陸上競技 とか、叉は水泳等の演技を見

る駅if ，V，U壮大な設備、建誼物を想像する。室

内競技場も 、多少趣きを異 にす るが、略同

様で 、 一般 に スケ ｾ ｽｌ の大きな 、 形態の上

にも特徴のあるもので興味亦多分で ある。

口本蹴 tこは競馬場、庭球コ ート の翻賀川; 等

{II . ¥別に群症を願はなかっ 1: けれど 、主巨ー克競

演が、良好なコンヂシヨンで自由 lこ所目J し

得る こと、翻白米が tl¥来る Tごり 平等に亦長

時r，n楽に眺め られる こと、 その他多数の大

衆の動向に 到してよくプランエングを按配

するこ と、 デテールを扱ってゆくことにあ

るから、本蹴の内森を読んで戴けばい' : > 1:: 

思ふ。

I X  1 1 4  

建 築 と 紅 曾

第 17 戦 第 9 貌

1加 50阿( 郵税 2 銭〉

毎月 l 回 1目玉造行 定 倒 12jJJ} 6. ∞闘( 同 24 銭〕

昭和 9 年 8 月25日 印 刷 昭 和 9 年 9 月 1 日 夜 行

夜 行 ・ 嗣 斡

印 刷 人
限 取 陽

西宮市今湾問津門字宮警部605帯 地

印 刷 所 大 阪 活 版 所

大 阪 市 東 直 内 淡 路 町 l 丁目 7番 地

E重 行 日 庁 ER 日 本 建 築 協 合

大 阪 市 北 区 中 之 島3 ノ3朝日ピル

空言語長本局( 23) 4500杏 ( 6)

苦言替 口座央販39.975番

特 約 販普賢 庖 柳 k 堂 書 ! 苫

大阪市 西 ｾＱ 京町堀羽子板際西

電 話 土 佐 沼 2440泰

主音替口座ｾｾ反 Ｒ 侃 Ｔ 吾

禁 輔 載

本誌 に掲識せるも のは 、一切 ζ れを 無断にて

鱒載し又は単行本に上梓その{ 也の主主製行袋を

なす ζ とを禁ず。

亡さ予に執筆各位が、そ の題目の プリンシプ

} L  ! f 明らかにされて、岡j I j f お買ーを豊富 lこ御

説明下さつ Ｑ Ｚ ので 、よ〈 記 ，ｾ ｾ解 されて亦 気安

によみ得て大蓄を結構で司ある。固10/(0やお毘が

深 J_] Iあって取拾した位で此の黙御箇I り申し

あげねばならぬ位であった。

口者! I 市武法委員各位の飛行機上より見? こ御

感想、を前批にひきつづき掲載し1: 。競技場

建築そ の他、近頃竣成しにものも一二f掲載

し?こ。

口若|叶i武岩i促匙委員舎の各部委員は この暑

さにも めげする 、今各託H. 研筑事項の整理

小である. これ等 はまとめて 、近々編纂 11' ，

版の議定である。

口次蹴は「病院建築J 持輯のyg(5Eo ( 編輯子〉

鹿 告 掲 裁 料 金

普 語 I 1 頁 1 1 図 15.00 

苦手 主主 I Z 頁 I 1 図 I 8.00 

一 一一
普 通 I 1 頁 I 1 回 45. 00

f 前附Ml 買_) _ I一一一一一一|ー一一一一_1-一一一一一一一一

普 通 I 1 頁 I 1 回 I 40. 00 

{ 酎附餌2頁 ¥ I一一一一一一1 1 一一一一一一一

普 通 I 1 頁 I 1 回 I 25.00  

{ 笹附露' : & 軍鍵貰) I  I  I  

一 一 一
ア ー ト | す 頁 1 1 回 1 : お凹

( 申 拘) I  - 1  - 1  

表 紙 2 I  1 頁 I 1 回 6ο ∞

表 紙 3 I  1 頁 I 1 間 45∞

表 紙 4 I  I 頁 I I 回 | 釦 00

正E築事務所主主 I I 欄 I  I 阪1 i  1. 50 

( 定規毘岳設昔 刊 ) I  I 欄 I  1  01 I  5. 00 

御 注 文

御 沌 女 け ずペて前d訟で 本合直接叉1 ' . 1 : 特約応 へ |

桜 ;符貯金叉は総務 で 御扮 込 を 願 ひ ます。 郵券 l

代 胤 1'1ー 釦OJt1、代 金 引 換 は お鴎i ｾ致します。 ｉ
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